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「もしかして、二に科しな先せん輩ぱいの声……ですか？　お二人……一いつ緒しよに住んでるんですか!?」

　俺のスマホから、三み波なみさんのひどく驚おどろいた声が聞こえてくる。

「……っ、……」

　俺はどうすればいいか分からず、何も言葉が出てこない。




　その日はバイトから帰った後、三波さんから電話が来て、彼女の仕事の話を聞いていた。

　彼女が悩なやんでいた仕事の件で、事態がいい方向へ進んだと報告してくれ、俺はそのことは勿もち論ろん、彼女が電話でそれを俺に報告してくれたことも嬉うれしかった。

　だが喜びも束つかの間ま。




「ちょっと一いちヶが谷や！　下から呼んだの聞こえなかった!?」




　同居人の二科が、大声で話しかけながら俺の部屋に入ってきて、三波さんに二科の声を思いっきり聞かれてしまった。

「ご飯できたってばー！　冷めちゃうよ!?　……って、電話してたの!?」




「え、こ、この声って……もしかして、二科先輩の声……ですか？　お二人……一緒に住んでるんですか!?」




　会話の流れから、三波さんに二科との同居を疑われ、パニックのあまり言葉を失っていたところに、更さらに、




『一ヶ谷希き咲さき：来月私一人で日本に帰ることになったから』




　妹の希咲からもそんなラインが届き、俺は極度のパニック状態に陥おちいり、何も言えずにその場に立ち尽つくしてしまったのだった。




「ちょ……これ、三波さん!?」

　俺のスマホから聞こえてくる声が三波さんのものだと気づいた二科は、三波さんの言葉を聞いて、真っ青になった。

　瞬しゆん時じに、俺たちの同どう棲せいがバレそうになっているという、今の状じよう況きようを理解したのだろう。

　同棲がバレてまずいという気持ちは、二科も俺と同じくらい、もしかしたらそれ以上に抱いだいていると思う。

　同棲が万が一教師や俺の両親にバレて、同棲を解消しなければならなくなった場合、二科は両親に怒おこられることは勿論、家族のいる海外に連れていかれることになるだろう。

　オタク文化と離はなれたくないがために両親に噓うそまでついて日本に残った二科なのだから、それだけは絶対に避さけたいだろうと思う。




　そこまで考えてかは分からないが、二科は眉み間けんに皺しわを寄せて少し何かを考えた後、口を開いた。

「あ……あ～～もう！　な、なんで私が、一ヶ谷のためにわざわざご飯作りに来てあげなきゃいけないわけ!?　い、いくら、あんたが一人暮らしで家が近いからってさ！　は、早く彼女作って彼女に作りに来てもらいなよね！」

　二科はひどく焦あせりながら、わざとらしいくらい大きな声で言い切った。

　一瞬、何言ってんだこいつ……？　と不思議に思うも、すぐに気づく。

　二科は、俺たちが一緒に住んでるというわけではなく、俺の家に夕飯を作りに来たということにして、三波さんにそれをアピールしているのだということを。

　こいつ、なんて無茶な誤ご魔ま化かし方を……！

「え……？　二科先輩が、ご飯を作りに……？」

　スマホの向こうで、三波さんのきょとんとした声が聞こえる。

「あっ……うん、そうそう！」

　俺は慌あわてて肯こう定ていする。この誤魔化し方も大分アレなのだが、ここで戸と惑まどったら余計に怪あやしまれると咄とつ嗟さに思ったためだ。

「今……一ヶ谷先輩のおうちに二科先輩がご飯を作りに来ていらっしゃるんですか？」

　三波さんは戸惑いながらも、俺にそう尋たずねた。

　二科が俺の家にご飯を作りに来る、って……それ、完全に付き合ってるって思われても仕方なくないか？　それは困る……！

　……だけど、同棲がバレるよりはまだマシ、かもしれない。

　俺は誤魔化すことすらできなかったのだから、そうやって誤魔化すしかもう道は残っていない。

「そっ……そうそう！　俺、わけあって一人暮らしだからさ！　あっでも、決して付き合ってるとかじゃないから！」

　信じてもらえるかどうか分からないが、声を張って付け加える。

「そ、そうなんですか……。えっと、すごく仲良しなんですね……」

　三波さんは戸惑った様子で答える。口では納なつ得とくしてくれているが、内心怪しんでいるのかもしれない。

　無理もない。女子が男子の家に料理を作りに来るって、付き合ってない二人だったらあり得ないシチュエーションだと自分でも思う。

「～～っ、あっ……もしもし三波さん!?」

　様子を見ていられなくなったのか、二科がついに俺からスマホをぶんどって話し始める。

「マジで付き合ってるとかそういうわけじゃないからね！　料理作りに来てるって言っても、た、たまにだし……その、お礼で！」

　お礼……？　こいつは一体何を……？

「お礼……ですか？」

「そうそう！　えっと……ほら、こいつの家って色んなオタク的なゲームとかあるからさ！　あっ私、家でもオタク隠かくしてて家でゲームできないから、こいつんちでゲームとかやらせてもらったりしてて！」

　二科の言い訳を聞いて、それ、一層付き合ってるんじゃないかって疑ぎ惑わくが深まるんじゃないか？　と内心思う。

　まあ、二人で美少女ゲームはやったことはあるから、半分事実ではあるのだが……。

「そ、そうなんですか……色んなオタク的なゲーム……」

　三波さんの戸惑いながらも感心しているかのような声が、二科が耳元に当てている俺のスマホから僅わずかに聞こえてくる。

「そうそう！　あっ百合ゆりゲーとかもあったよ！　三波さん、百合好きだったよね？　えーっと、確か……『白百合とキス』とかってゲームとか……絵が可愛かわいいな～って私も気になっ……」

「えっ!?　『百合キス』ですか……!?　一ヶ谷先輩『百合キス』持ってらっしゃるんですか……!?」

　スマホから聞こえてくる三波さんの声が突とつ然ぜん大きくなり、二科がびくっと肩かたを震ふるわせた。

『白百合とキス』──昨年俺が初めて買ったＰＣ用全年ねん齢れい向け百合ゲームだ。

　百合ファンの間でとても評価が高く、もしかしたら三波さんも好きかな、と思っていたのだが、すごい食いつきっぷりである。

　二科は多分、俺の部屋に来たとき、たまたま見かけて覚えていたゲームのタイトルで、咄嗟に三波さんの反応が良さそうなものを挙げたのだろう。

　二科はスマホを俺に渡わたした。

　会話の流れ的に俺に代わった方がいいと判断したのだろうか。

「えっ……あ、う、うん……持ってるよ！」

　俺は電話に出て三波さんの質問に返事をする。

「わたし、『百合キス』すごくやりたかったんですけど、自分の家だとリビングにＰＣがあるので家族にバレるのが怖こわくて……」

「えっ、そ、そうなんだ……」

　ん？　なんだこの展開……？

「……あ、あのっ！　良かったら……今度わたしも『百合キス』しにお邪じや魔ましちゃだめですか!?　もちろん、何かお礼するので……！」

「え……!?」

　三波さんが、今にも震えそうな声でとんでもない頼たのみごとをしてきた。

　お邪魔……って、うちに!?　三波さんが!?

　三波さん、そこまで『百合キス』やりたいのかよ!?　男の……俺の一人暮らし（だと思っている）家に遊びに行こうとするほど……？

　と、とにかく、何にせよ、俺は今二科と極ごく秘ひで暮らしているのだ。

　遊びに来てもらうなんて、無理だ。その間二科に出かけてもらったとしても、バレる可能性大だ。

　二科にも三波さんの声は聞こえているようで、慌てた様子でブンブン首を横に振ふっている。ＮＧという意思表示だろう。

「あ……え、えっと……」

　しかし、俺なんかの家に遊びに来たいって言ってくれている、可愛い後こう輩はいの嬉しいお願いを、一体どうやって断ったらいいんだ？

「……って、ご、ごめんなさい、いきなり……！　わたしなんて二科先輩と違ちがって、まだそんなに仲良くないのに、ずうずうしいお願いしてしまって………」

　俺が何も言えなくなっている様子に、三波さんはしゅんとした様子でそんなことを言い出した。

「そ、そんなことないって！　今度うちにゲームやりに来なよ！」

　言ってから、ハッとする。

　な、何を言ってるんだ俺は!?

　目の前の二科も、眉間に皺を寄せて驚おどろいた表情で俺を見ている。

「ほ、ほんとですか!?　いいんですか!?　すっごく嬉うれしいです！」

　スマホからは三波さんの感激した様子の高い声が聞こえてくる。

　その声を聞いてしまったら、とんでもない発言をしたと自覚しながらも、今いま更さら撤てつ回かいすることもできなくなってしまう。

「あ……う、うん……」

「そしたら、後で手帳見て都合のいい日時送らせてもらいますので、一ヶ谷先せん輩ぱいのご都合のいい日時も教えて下さいね！　本当に嬉しいです！　ありがとうございます！」

　ウキウキの三波さんに俺は適当な相あい槌づちを打つことしかできないまま、そのうち電話が終わった。




「ちょっ……なんであんな提案したわけ!?　どうすんの!?」

　電話を終えてすぐ、二科の大声が飛んでくる。

「だ、だって……しょうがないだろ！　あの状況で断るなんて無理だろ！　っていうか、元はといえばお前が俺んちに百合ゲーあるとか言い出すからこんなことになったんだろ……！」

「！　わ、私のせいだって言うわけ!?　だ、だって、家に料理作りに来てるなんてめっちゃ付き合ってるんじゃないかって怪しまれるって思って、誤魔化すのに必死だったからテンパって……！」

「はぁ……。と、とにかく、どうにかして誤魔化さないとな……」

　ここまで来てしまったからには、誤魔化す方向で頑がん張ばるしかないと思った。

「誤魔化すって、どうやって!?」

「二科には三波さんがうちに来てる間外に出てもらって、二科の部屋は妹の部屋だからって言って触ふれないことにして、あとは……リビングとか洗面所とかの共有スペースにある二科のものを二科の部屋に片付ければいけるだろ！」

「マジで!?　私のもの全部って……結構大変じゃん！」

　確かに二科は俺より散らかし癖ぐせがあり、今やリビングや洗面所も二科のものだらけになっている。

「散らかしっぱなしだったんだから、いい機会だろ」

「くっ……あんたも手伝ってよ!?」

「ああ……」

　なんでこいつ、こんなに偉えらそうなんだよ。

　でもまあ、二科のものをちゃんと全部片付けたら、二科の部屋さえ見られなければ大だい丈じよう夫ぶなはずだ。

　それにしても、同どう棲せいがバレないようにするのもハラハラもんだが……三波さんが俺の家に遊びに来て、俺の家に二人きりになるってことも、とんでもないことだ。

　三波さん、『百合キス』がやりたかったってのは分かるが、付き合ってもない男の家に一人で来るって、いいのかよ……!?

　あんな美少女が、そして何より『西さい園おん寺じエミリー』の魂たましいが俺の家に来るだなんて……考えただけでも緊きん張ちようしてどうにかなりそうだ。

　そこで、気づく。

　そういえば、もう一つ大問題があったことに。

　俺はスマホで妹の希咲からのラインを開いた。




『一ヶ谷希咲：来月私一人で日本に帰ることになったから』




　あいつ……なんだって急に一人で帰国なんてするんだ!?

　希咲は中学三年生の俺の妹で、正直、全然仲は良くない。

「二科……来月、もっと大変な片付けをする羽目になるかもしれない」

「へ？　何それ……」

「妹が、一人で帰ってくるって」

「……はあ!?　ちょ、マジで!?」

「とりあえず、詳くわしく聞いてみる」

　三波さんの件でいっぱいいっぱいだったが、本当にまずいのはこっちの方かもしれない。

　一時的に帰ってくるだけならまだしも、希咲が来月からこっちに住み始めるというなら、二科の所在をどうするか本気で話し合わなければならない。今二科に貸しているのは希咲の部屋なのだ。

　二科や二科の両親に「俺の家に住めばいい」と提案したのは俺だ。二科の親父おやじさんに大口叩たたいて二科を預かった形になったのに、数か月でもう無理ですなんて、絶対に避さけたい。

　だけど、まさか希咲がすぐに帰国するなんて、全く想像できていなかった。

「そ、それって、一時的な帰国なの!?　それとも……」

「ああ、今聞くから」

　二科も俺と同じこと考えているようだ。内心めちゃくちゃ焦あせりながら、希咲にラインを返す。

　これでこっちに住むって言われたら、俺は二科と二科の親おや御ごさんにどんな顔すればいいんだ……？

『どういうこと？　来月っていつだ？　帰国って、ずっとこっちに住むのか？』

　すぐに返事が返ってくる。

『一ヶ谷希咲：夏休み中。はっきりはまだ決めてない。ずっとそっちにいるかは考え中』

　考え中、だと……!?

「ずっといるかは考え中、って……」

「マジでっ……!?　妹さんがずっとこっちに住むようになっちゃったら、私、どうすればいいの……!?」

　二科は俺の言葉に真っ青になる。

「……。と、とりあえず、早く決めて連れん絡らくしろって送っとく……」

『俺の事情もあるからなるべく早く決めて連絡してくれ』

　妹にラインすると、またすぐに返事が来る。

『一ヶ谷希咲：なんで自分の家に帰るのにそんなこと言われなきゃなんないの？』

「くっ……！」

　憎にくたらしい返信にイラッとする。

　俺は妹とまるで仲良くない。少し前までは仲が良かったが、妹が中学生くらいになってから、向こうに避けられ出し、全く口をきかなくなった。

　俺と違って妹は、中学に入ってから所謂いわゆるイマドキな感じになった。友達も多いようだし、服装などもオシャレな感じになったし、ダサいオタクで陰いんキャな俺のことを内心バカにするようになったのだろう。

　妹はとても性しよう根ねが悪く、俺のことを兄としてちゃんと扱あつかわない、本当に可愛かわいくない妹なのだ。

「とにかく、妹にはどうするか決まったのかちょくちょく聞いとくから……。対処法を考えつつ、妹が短期間の帰国にせよ今後こっちに住むにせよ、来月頭までに二科のものを全部どっかに片付けて、希咲の部屋を元通りにしないと……」

「……あの部屋を、元通りに……？」

　俺の言葉に二科の表情が再び焦りに染まる。

　二科は希咲の部屋に自分の荷物を持ち込みまくっている。

　オタクグッズにコスプレ衣い装しように同人誌に服に……あれらを全部片付けるって、一体どのくらいかかるんだ？　想像しただけでも気が滅め入いる。

「あんたも手伝ってくれるんだよね……？」

「……あ、ああ……」

　二科の切せつ羽ぱ詰つまった様子を見たら、そう返事せざるを得なかった。

「にしても、もし妹さんがこっちに住むってことになったら、マジでどうしよ……。今からバイトでもして一人暮らしできるようなお金貯ためる……？　そんな簡単にお金って貯まるのかな……」

　二科は遠い目でため息をついた。

　まさか俺の妹を説得して一いつ緒しよに住んでもらうなんて到とう底てい無理な話だし、もし妹がずっとこっちに住むと言い出したら、二科は両親のいる海外へ行って一緒に暮らすのが一番現実的な話になってしまうかもしれないが……二科としてはそれだけは絶対に避けたいだろうな。

　俺にできることは、妹に決めたかどうかまめに連絡しつつ、こっちに住むことにしたって言われたら、向こうで暮らし続けるように説得することくらい、か……。俺の説得をまともに聞く相手ではない気もするが。







　とりあえず、妹が決めてくれないことには今は考えたって仕方がない。先にどうにかしなければならないのは、目の前の三波さんの件だ。




　その後三波さんからラインが来て、やり取りの末、今週の日曜日に遊びに来ることになった。

　土曜日に、俺と二科で手分けして共有スペースであるリビング、洗面所、玄げん関かんから二科のものを全すべて二科の部屋に片付けることになった。




　今日は、五ご条じようさんの本当の気持ちを知ることができて、衝しよう撃げきを受けたと同時に嬉しかったり、三波さんに同棲がバレそうになったり、妹が日本に帰国することを知らされたりと、とにかく色んなことが起こりすぎて頭がついていかない。

　ひとまずは、三波さんに同棲がバレないよう頑張らなくては。




　その夜、寝ねる前にツイッターを確かく認にんする。

　五条さんからのＤＭの返信は、来ていなかった。








２









　翌日。

　俺は昼休みに学食で、スマホで貸倉庫について調べたりしていた。

　もし妹が日本に戻もどるのが一時的だった場合、その間、二に科しなの荷物は俺の部屋にはとてもじゃないが入りきらないと思うので、貸倉庫などに預けるしかない。

　だが、貸倉庫も結構な金額になるみたいだ。二科のやつ、大丈夫だろうか……？

　俺も金銭面で協力してやらなくてはいけなくなるかもしれない。

「貸倉庫……？　景かげ虎とら、もしやオタグッズ部屋に入りきらないほどになっちゃったの？」

「おわっ!?」

　気づけばいつの間にか、トイレに行ったあいが戻ってきたらしく後ろにいた。

「いや、そういうわけじゃ……」

「まあ気持ちは分かるけどね～。僕もコスプレ衣装でクローゼットいっぱいになっちゃって、定期的に衣装売ってるし」

「そんなに衣装大量に持ってんのか……」

　そこで、向こうから見覚えのある顔が近づいてくるのに気づいた。

　二科が、友人の女子生徒らと共に歩いていた。

　俺には気づいていないようだったが、不意に目が合う。

　かと思えば、友人らに何かを告げてこっちへやってきた。

「一いちヶが谷や！　……と、四十あい崎さき君！　あっ、ツイッター見たよ！　アイステの新衣装のコスプレめっちゃ可愛かったー！」

　二科は近くまできてあいの存在に気づき、あいに話を振ふった。

　そういえば、コスプレ友達としてあいとまた話してみたい、なんて言ってたもんな。

　話しかけてから、周りをキョロキョロと見み渡わたす二科。オタク的な話を振ってしまったので、知り合いがいないか確認しているのだろう。

　あれ？　それにしても……。

「あ、見てくれたんだ。ありがとー」

「二人とも、ツイッター繫つながってたっけ？」

　俺は素そ朴ぼくな疑問を二人に投げかける。

「あ、あんたのツイッターのフォロー一覧から四十崎君見つけてフォローしたんだよね」

「そうなのか……」

　いつの間に……。

「合わせの他のレイヤーさんたちもめっちゃ可愛かった～！」

「二科さんもアイステコスしてるんだっけ？」

「一応衣装持ってるけど、コスプレイベントとかではまだやったことなくて……」

　二人はコスプレトークに花を咲さかせる。

　考えてみれば二科って、コスプレの話できる知り合いっていなかったみたいだもんな。あいと知り合えて良かったのかもしれない。

「ツイッターに上げてない写真もまだいっぱいあるんだよー。色んなレイヤー友達と写真撮とってさー」

　あいは二科にスマホでコスプレ写真を見せる。

「ほんとだー！　わー、ズアルン合わせ可愛い～っ！　あっ、こっちはＦＧ０合わせだ！　みんなクオリティ高ーい！　……！　あ……この人、すごいイケメンなマリーンだね!?　男装レイヤーさん？」

「あ、この人は友達の男性レイヤーだよー。すごい格好いいよねー」

「えっ……だ、男性なの!?」

　二科があいの話を聞いて衝撃を受けている。

「こんなかっこいい男の人がコスしてるんだ……！　へえ……」

　二科は目に見えてテンションが上がり始める。

「あっ……で、でも、イケメン男性レイヤーってチャラい人多いよね～！　あっこの人がそうかどうかは知らないけど、友達から聞いた話で……」

　二科は自分で自分に言い聞かせるかのように言った。

　二科は過去にばんびという男性レイヤーと一緒に遊びに行って、家に来いとかしつこく誘さそわれて、相当痛い目を見ている。『チャラい人多い』というのも、ばんびのことを言っているのだろう。

　だが、この様子を見るにまだ男性レイヤーに夢を抱いだいているところがあるのかもしれない。

「あー、確かにそういう人がいるって話は聞いたことあるかもー。でも、僕はそういう人見たことないなー。このレイヤーさんも全然チャラくないしいい人だし、このマシャのレイヤーの女の子と付き合ってて、ラブラブだよ」

「え、そうなの!?」

　あいの言葉に、二科が声を上げて驚おどろく。

　コスプレイヤー同士のカップルなんて存在するのか……。

「レイヤーカップルかぁ……！　すごい……二人とも美男美女だし……」

「だよねー。二人で男女コンビキャラの合わせしたり、お互たがいの好きなキャラのコスプレさせて写真撮りあったりとか、楽しそうだよー」

「えぇ～っ！　めっちゃ楽しそう！」

　二科は目を輝かがやかせた。

　そんなカップルもいるのか……。リア充じゆう兼けんオタクなんて、正直俺も羨うらやましい……。

「いいなあ、コスプレイヤー同士のカップル……！　それに、男性レイヤーでもそういうちゃんとした人いるんだ……！」

　二科はもう、完全に男性コスプレイヤーへの思いが再燃したようだった。

　あんな目に遭あったっていうのに、本当に懲こりない奴やつだな……!?

「そ、そういうのって、コスプレイベントで出会って徐じよ々じよに仲良くなって付き合ったりするのかな……？」

「うん、イベントで出会って、そっから合わせとかしていくうちに仲良くなったみたいだよ」

「イベントで出会って、連れん絡らく先交こう換かんとか……？」

　二科は興味津しん々しんにあいに質問しまくっている。

「連絡先っていうか、名めい刺し交こう換かんだねー。イベントでレイヤー同士が名刺交換するんだよ」

「名刺……!?　レイヤーって名刺作るんだ……!?」

「そうだよー。自分のコスプレネームと、ツイッターとかのＳＮＳのアカウントと、コスプレ写真とか載のせて……あっ、これ僕の名刺」

「あ、ありがと～！　めっちゃ可愛かわいい！」

　俺ももらったことがあるあいのコスプレ名刺を、二科はじっと見つめる。

「写真撮らせてもらったり、撮ってもらったりしたら、名刺交換して、あとでツイッターで挨あい拶さつして繫がるんだよー」

「そっか、そうなんだ……！」

「二科さん、男性コスプレイヤーと出会いたいの？」

「……っ！　い、いや、そういうわけじゃ……！」

　さすがにあからさまに出会い厨ちゆうだと思われたくないのか、二科は慌あわてて否定する。

「でっでも、こんなクオリティ高いレイヤーさんだったら、合わせとかしてみたいかなーって、ちょっと思って……」

「そっかー。夏コミとか、そういう大きいイベントだと男性レイヤーも結構いるよー」

「そうなんだ……！」

　そこで休み時間の終わりを告げるチャイムが鳴る。

「あ、四十崎君ありがとう！　めっちゃ色々勉強になった！」




　俺たちはそれぞれ教室へ戻った。




「二科さんって、本当にオタクの彼氏が欲しいんだねー」

　あいと教室に戻って席についてから、あいが俺の方を振り返って言う。

「ああ、そうだな……。彼氏はオタクじゃないとあり得ないらしいからな」

「その点、景虎はガチオタなのに、完全に眼中にないわけだ？」

「……!?　そりゃあな……。あいつめちゃくちゃ面食いだから。それに、俺の好みだって全然違ちがうし！」

「面食いなのかぁー。だったら確かに景虎は範はん疇ちゆう外だよね」

「なっ!?　お前、何が言いたいんだよっ……！」

　俺の言葉にあいがニヤニヤと笑っていたところで、教師が教室に入ってきた。




　それにしても二科の奴、あいの影えい響きようでまたコスプレイヤーと出会いたいとか思ってそうだな……。今度も変な男に引っかかるんじゃ……？

　次はもう自分で自衛してくれよ……？







　その日、俺が家に帰宅すると、二科は先に帰っているようだがリビングに姿がなかった。部屋にいるようだ。

「あっ一ヶ谷！　おかえり！」

　慌ただしく部屋から出てきた二科が、階段の途と中ちゆうまで降りてくる。

「ああ、ただい……」

「ちょっと来て！」

「え……!?」

　来て、って……二科の部屋に、ってことか!?

「な、なんで……」

「いいから早く！」

　二科の勢いに圧あつ倒とうされて、とりあえず二科の部屋に向かう。

　一体何なんだ？　緊きん急きゆう事態なのか？　虫でも出たとか……？

　自分の家ながら、不本意にも緊きん張ちようしてしまう。

　二科の部屋に入ると、相変わらず香こう水すいなのかシャンプーなのか分からない、いい香かおりが漂ただよってくる。

「ほら、見て！」

　二科が指さした先には……二科のパソコンの画面に、二科のコスプレ写真、コスプレネームなどが掲けい載さいされた、名刺らしきものの画像が表示されていた。

「コスプレ名刺……？」

　今日あいに言われて、早さつ速そく作ったのか。

「行動早すぎだろ……」

「どう？　この写真でいいと思う？」

　名刺には、バーチャルＹｏｕＴｕｂｅｒ『ユメノ☆サキ』のコスプレをした二科の写真が掲載されていた。

「まあ、いいと思うけど……」

「よし、じゃあこれを後であんたのプリンター借りて印刷するとして……。二十枚くらいで足りるかな？　あとはー……肝かん心じんのコスプレイベント探さないと！」

　二科はパソコンの前の椅い子すに座って検けん索さくし始める。

　本当にこいつって、オタク男子との出会いに関しては、行動力の化け身しんのような奴だな。

「もうコスプレイベント行くつもりなのか？　ばんびの件があったってのに、よく懲りないなお前……」

「だって、今日四十崎君も言ってたじゃん。ちゃんとした男性レイヤーもいる、って……」

「ちゃんとした奴もいるかもしれないけど、ばんびみたいな奴もわんさかいるだろ……」

「分かってるって。さすがに私も、一回痛い目見て、ああいうナルシストとかチャラ男はほんと無理ってなったから、次は絶対見み極きわめられると思う！」

「そうかぁー……？」

「大型イベントの方が男性レイヤーも多いって四十崎君言ってたよねー」

　俺の言葉を無視して二科は検索を続ける。

「あんたはどういうイベントがいい？」

「えっ、なんで俺？」

「なんでって、一いつ緒しよに来てもらうから」

「なんで俺まで!?」
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「だって一人でコスプレイベント行くなんて無理だし！　それに、あんたもコスプレしてイベント行ったら、可愛いレイヤーと出会えるかもしんないんだよ？」

「いや……俺がコスプレしたってそんな素す敵てきな展開起こりえねえから……」

　自分の顔面のことは自分がよく分かっている。

　こいつ、俺にまでコスプレさせるつもりだったのかよ……！

「メイクとかウィッグとか衣い装しようとかちゃんとすれば、似合うキャラいるって！」

「似合うキャラって、どうせモブとか三枚目キャラとかだろ……！　そういうの自信ないし、それに、コスプレ自体やる技術も金も気力もねえって……」

「そーなの？　じゃ、カメラマンは？」

「カメラ……？」

「うん。そしたら私の写真も撮とってもらえるし。せっかくコスプレするからには写真欲ほしいから」

　カメラマンか……コスプレするよりは、まだいいかもしれない。

「カメラマン参加でも、レイヤーの女の子に写真お願いしたら、名刺もらえてツイッターで繫つながれるかもしんないじゃん」

「……！　そ、そんな簡単にいくか……？」

「……五ご条じようさんは、ああいう子だったわけだし、さ……。新しい出会い、あった方がいいでしょ？」

「……！　……」

　二科が五条さんの名前を出して、思わずハッとする。

　五条さん。俺が憧あこがれていた相手。

　可愛くて優やさしくて、女の子らしくて、オタク男子が好きなコンテンツが好きという、オタク男子にとって理想的な女の子だと思っていたら、実はそれは作られた姿であった。

　本来の彼女は、少しばかり口が悪く、男性声優のオタクをしている、今まで見てきた彼女とは百八十度違うタイプの女の子だった。

　その上、俺にやたら構ってくれたのは、『色んな人に媚こびを売っておくと色々都合がいい』からだと知り、俺はとてもショックを受けたが──その後ちゃんと話して、彼女が俺に優しくしてくれたり、積極的に連絡をくれたのは、彼女が俺のことを『いいと思っていたから』だったと、彼女の本心を知ることができた。

　俺はその事実がすごく嬉うれしかったし、俺の理想とする女の子ではなかったけど、本当の五条さんのことももっと知っていきたいと思った。

　だから俺は、ＤＭで『良かったらまた会いたい』と自分の気持ちを伝えたのだが……。

　未いまだに彼女から、返信が来ないのだ。

　俺のことをいいと思っていたと言ってくれたのに、俺のメッセージは無視され続けている。

　もう俺のことはどうでもよくなってしまったのだろうか。

　そのことがショックで、俺は彼女のことをなるべく思い出さないように努めていた。

「一ヶ谷……」

　二科は憐あわれむような目で俺を見た。

　二科には、五条さんが俺をいいと思っていたと言われた話はしていない。

　二科の中では、単に俺が五条さんに騙だまされて振ふられたに近いような状態になっているのだ。

「二科、実はだな……」




　俺は五条さんとのことを二科に話した。

　五条さんが俺に伝えてくれた、彼女の本当の気持ち。

　俺はそれが嬉しくて、また話したくてＤＭしたものの、未だに返事をもらえていないという事実。




「え……そんなことがあったの……!?」

　俺の話を聞いて、二科はとても驚おどろいていた。

「じゃあ五条さんって、本当に酷ひどい子ってわけじゃなかったんだ……？　なんていうか……プライドが高くて素す直なおになれなかっただけ、ってこと……？　そんでもって、やっぱり趣しゆ味みはそっち寄りだったんだ……」

「ああ……」

「でも、それでもあのとき五条さんがあんたに言った言葉は酷かったとは思うけど……。それで今は、五条さんから返事がない状態なんだ……？」

「そうだな」

「それで今、あんたはどう思ってるの？」

「え？　どう、って……」

「本当の五条さんにも興味がわいて、また会いたいって連れん絡らくしたけど、五条さんには無視されてる。それで、すっぱり諦あきらめきれるの？　それとも、どうしてももう一度会いたい？」

「……。うーん……すぐにすっぱり忘れるのは、現状無理だけど……」

「それなら、もう一回くらいＤＭしてみたら？」

「無視されてるのに、か!?」

「諦めきれないなら、再度送ってみるしかないでしょ。その勇気がないなら、もう五条さんのことはさっぱり忘れて、コスプレイベントで新しい出会いを探すか、ね」

　無視されているのに再度連絡するなんて度胸は俺にはない。

　でもだからと言って、彼女のことを綺き麗れいさっぱり忘れるなんてのも無理だ。

「まあ、再度ＤＭするにしろしないにしろ、コスプレイベントには私と一緒に行った方がいいと思うけどね！」

「えっなんで……？」

「五条さんと付き合える可能性が高くないなら、他の可能性も探しておいた方がいいでしょ。あんたの気持ち的にも、そっちの方が楽じゃない!?」

　二科はニッと笑って言う。

　一緒にコスプレイベントに行く相手が欲しいってのもあるんだろうが。こいつなりに励はげましてくれている……のだろうか。

　そう言ってくれた二科の気持ちを無む下げにしたくない。

　それに、二科にそう言われると……不思議と、その方がいいのかもしれない、という気持ちになってくる。

「……。と、とにかく分かったよ。コスプレイベントには、カメラマンとして行く。それでいいだろ？」

　あくまで、俺はコスプレ参加する二科の付き添そいというていで。

　それで、ついでにあわよくば、可愛かわいいコスプレイヤーとも知り合えたらラッキー……くらいには思ってもいいよな？

「よしっ！　じゃ、早速イベント色々探しとくから！」

「でもその前に、家の中の片付けだぞ」

「あー、分かってるって！」




　内心、一人で悩なやんでいるよりは、二科に話したことで、少しだけ救われたような気がした。








３









　その週の土曜日。

　俺と二に科しなは家の中の共有スペースから全すべての二科のものを片付けて、二科の部屋に押し込んだ。

　玄げん関かんから靴くつを片付け、洗面所から様々なボトルやヘアアイロンなどを片付け、リビングから洋服類を片付けて、全て二科の部屋に移動させる。

「よし、こんなもんか」

　二科のものを全て移動し終えて、これでもう二科の部屋を開けさえしなければ大だい丈じよう夫ぶだろうという状態になって、ソファーにどっかと座って一息ついた。

「あんたまさか、この状態でもう三み波なみさん呼んでいいやとか思ってないよね？」

「え……？　まだ何か二科のものどっかにあるか？」

「そうじゃなくて！　部屋全体とかトイレとか、ちゃんと掃そう除じしなきゃ駄だ目めでしょ！」

「え……でも別に、そんなに汚きたないわけじゃ……」

「あんたさ、女の子を招き入れるって意識ちゃんとあるの!?　三波さんに少しでもよく思われたいとかないわけ？　そういうところからモテる男になろうって意識していった方がいいと思うんだけど！」

「……！」

　そう言われてみれば、確かにそうか……。

　女の子を家に上げるって、二科を除いては経験がないから、そういうところにまで気が回らなかった……。

「そうだな……よし、気合い入れて掃除すっか！」

　二科のアドバイスを受けて、二人で手分けして掃除機をかけたりトイレや洗面所を掃除した。

「よし、これでもう完かん璧ぺきだろ！」

「うーん、まだあと一息……あっ、そうだ」

　我ながらここ最近で一番家が綺麗になったと感心していたら、二科がまだ納なつ得とくのいっていない様子で、自室へ駆かけ込んでいった。

　すぐに戻もどってきた二科は、ピンク色のパッケージのボトルを手に持っていた。

「これ、私の部屋用のアロマミスト。明日三波さんが来る前に部屋にスプレーしときなよ」

「へえ……お前、部屋にそんなもん吹ふきかけてたのか……。サンキュー」

　二科の部屋に入ったときいい香かおりがすると思ったが、女子ってこういうもん使ってるのか。

「実際に彼女ができたときのことも想定して、こんくらいできるようになりなよ」

　いちいち言い方が鼻につくが、確かに二科の言う通りではあるし助かっているので、何も言い返せない。

「と、とにかく、これで今度こそもう完璧だろ！」

　三波さんだろうが、未来の彼女だろうが、この部屋だったら女の子をいつ呼んでも全く問題ない。

「あとは、お菓か子しとか飲み物とかちゃんと買ってあんの？」

「えっ……」

　二科の言葉に慌あわてて冷蔵庫を開けて中を見る。明日三波さんが来たときに出せそうなものは、二科が作った麦茶くらいだが、それももうすぐなくなりそうだ。

　そうか……お菓子に飲み物か。全然そこまで頭が回っていなかった。

「とりあえず、麦茶は作り足して……。あとはお菓子か……」

「そりゃ絶対必要でしょ！　三波さん、明日手て土産みやげとか絶対持ってくるよ!?　なのに何ももてなすものがなくてどうすんの！」

「……！　そ、そーか……。確かにそれはまずいな……」

「明日三波さんを駅まで迎むかえに行くんでしょ？　その帰りに三波さんの希望も聞いて買って帰ったら？」

「え……駅まで迎えに行くかどうかとか、まだ何も決めてないな……」

「マジ!?　駅からこの家まで、十分弱はかかるじゃん！　迎えに行きなって！」

「そ、そうだな……。三波さんにラインしとくわ」

「はあー……。そんなんじゃ彼女ができて家に来てくれることになっても、即そつ行こうフラれて終わりだね……」

「くっ……」

　だってしょうがないだろ、あいとか男友達だったら家に呼んだことはあるけど、男同士だと特にそういう気を使わないし……。まあ親が家にいたときは、親がお菓子とか飲み物とか用意してくれたような気はするが……。

　とにかく、いつか彼女ができたときのために、今日二科に言われたことは頭の片かた隅すみに留とどめておこう。




　それから三波さんにラインして、明日の待ち合わせ時間と駅で待ち合わせることが決まった。

「で、明日だけど……三波さんが来てる間、ずっと外に出てられるか？」

「んー……じゃ、漫まん画が喫きつ茶さにでもいよっかな。読みたい漫画いくつかあるし」

「ああ。そしたら、三波さんが帰ったらラインで連絡するってことでいいか？」

「分かった」







　翌日、日曜日。

「おい、もうすぐ一時だぞ！　家の外で会うのもアウトなんだから、早めに出た方がいいって！」

「あーもー、分かってるって！」




　なんとか二科が出かける準備を終えて、無事家を出た。

　二科に借りたアロマミストを部屋中にスプレーすると、部屋全体が自分の家とは思えないくらいいい香りに包まれた。

　よし、これで準備バッチリだ。

　直前になって、緊きん張ちよう感が一気に高まってくる。




　自転車で駅まで向かい、待ち合わせ時間である一時ちょうどくらいに駅に到とう着ちやくした。

「あ、三波さん！」

　駅の入り口に、私服姿の三波さんが申し訳なさそうに立っていた。

「一いちヶが谷や先せん輩ぱい。今日は無理を言ってすみません……」

「え!?　いやいや、そんなことないって」

　三波さんは、白い肩かたの出たブラウス（二科が、オフショルダーと呼んでいたような覚えがある）に、水色の膝ひざ上うえのミニスカートを穿はいていた。スカートから、細くて白い綺麗な脚あしが伸のびる。

　長い綺麗な金きん髪ぱつは、今日は高い位置で一本に纏まとめ上げられていた。

　耳元には小ぶりなピアス、首元には細いネックレスが光る。

　清せい楚そで可か憐れんながらも、爽さわやかな色気がある完璧な三波さんの私服姿に、思わず釘くぎ付づけになってしまう。

「それに、わざわざ迎えに来て頂いてありがとうございます」

「いや、全然！　じゃ、行こっか。こっから十分くらいだから」

　他愛たわいもない話をしながら、俺は自転車を押して家までの道のりを歩く。

　二科に「何かお菓子でも買っておけ」とアドバイスを受けた通り、途と中ちゆうでコンビニに寄って、三波さんに希望を聞きつつポテトチップスとチョコレートの菓子を買って帰った。三波さんは大丈夫ですと遠えん慮りよしてくれたが、半ば強制的に購こう入にゆうした。




　やがて、俺の家に到着した。

「ここが、一ヶ谷先輩のおうち……。こんな立派な一いつ軒けん家やに一人暮らし、なんですか……？」

「ああ、元々家族と暮らしてたんだけど、父親が海外に転勤になって、俺だけ残ったんだよね」

「……！　そ、そうだったんですか……！」

「？　うん……」

「いえ、その、よくアニメであるようなシチュエーションだなって感動してしまって……」

「あはは……よく言われるよ。じゃ、ど……どうぞ」

　鍵かぎを開けて扉とびらを開けて、家の中に入る。

　ああ、ついに俺の家に三波さんが……！　一気に緊張感が高まってくる。

「それではお邪じや魔まします……」

　今一度玄関をざっと見る。女性ものは一いつ切さいない。

　まあ、万が一玄関に女性の靴があったとしても、母親か妹が置いていったものだと言えるのだが。

「あっ、そうだこれ……大したものじゃないんですが、良かったら……」

　家に上がってすぐ、三波さんに紙かみ袋ぶくろを渡わたされた。

「え？　これは……」

「今日のお礼です」

　受け取って中を見ると、焼き菓子の詰つめ合わせの箱と、他にも何かが入っていた。

「わざわざありがとう……！　これは……、え……!?」

　取り出すと、それは俺の好きなＶＴｕｂｅｒ『ユメノ☆サキ』のクリアファイルとラバーストラップが入っていた。

「これ、今コンビニとコラボしてるやつ!?」

「はい。今日は本当に無理を言ってお邪魔してしまったので、ささやかなお礼というか……」

「わざわざ買ってきてくれたの!?　こんなに気を使わなくて良かったのに！」

　手土産のお菓子は二科に言われて想定していたが、わざわざこんなものまで買ってきてくれるなんて……！

　尚なおのこと、お菓子など買ってきて良かったと、内心思った。

「あれ、他にも何か……あ、これ……西さい園おん寺じエミリーのグッズも!?」

　紙袋の中には、西園寺エミリーのアクリルスタンドも入っていた。

「あ……それはおまけというか……。たくさんもらったものなので、良かったらどうぞ」

「ありがとう！　こんなに色々もらっちゃって……」

「いえ、そんな……。いつも相談にも乗って頂いているので、そのお礼も兼かねて……」

「いやいやいや！　何もしてないよほんと！」

　年下の女の子に随ずい分ぶん気を使わせてしまったな、と内心思いつつ、リビングへ案内する。

　二科以外の女子をこの家に上げたのは、当然初めてだ。

　それも、三波さんはただの女の子ではない。

　ついに、俺の好きなバーチャルＹｏｕＴｕｂｅｒ『西園寺エミリー』の魂たましいが、俺の家に……。その上、この家に二人っきりなんて……！




「と、とりあえず、ソファーにどうぞ！」

　緊張のあまり声が上うわ擦ずってしまう。

「すごい、綺き麗れいにされてるんですね……！　それに、すっごくいい香り……」

　三波さんはリビングを見み渡わたして、少し驚おどろいた様子で褒ほめてくれた。ああ、やっぱり掃そう除じしておいて良かった、と内心二科に感謝する。

「もしかして、わたしが急に来たいなんて言ってしまったから、気を使わせてしまいました……？」

　三波さんは不安げに尋たずねる。

　逆に、俺の一人暮らしにしてはちゃんとしすぎということか……？

「い、いや、そんなことないって！」

　冷蔵庫から二科が作ってくれた麦茶を出し、グラスに注いで三波さんに出した。買ってきたお菓子も皿にあけて、ローテーブルの上に出す。

「あ、ありがとうございます。ゲームをさせてもらいに来たのに、ここまでもてなしをして頂いてしまって……」

「そ、そんな、全然大したことないって！」

　ここでも内心二科に感謝した。

「あ……あの、洗面所をお借りしても宜よろしいですか？」

「も、もちろん！」

　そうか、外から帰ってきたから、手洗いうがいしたいよな。さすがきちんとしてるな……。

　三波さんを洗面所へと案内する。

　大だい丈じよう夫ぶだ。洗面所もしっかり掃除した。洗面所へのドアを開けて、念のため、最後の確かく認にんのために一いつ瞬しゆん見渡す。




「……!?」




　そこで、俺の目にとんでもないものが飛び込んできた。

　洗せん濯たくかごの中に、パステルピンク色の……ブラジャーが、無造作に放ほうり込まれていたのだ。

　とんでもねえもの片付け忘れてんぞ二科ァ!?

　俺は思わずすぐさま自分だけ洗面所に入ると、後ろ手でドアを閉めた。

「一ヶ谷先輩……？」

　ドア越ごしに三波さんの不思議そうな声が聞こえる。

「ごめん！　ちょっと待って！」

　慌あわてて二科のブラジャーを摑つかみあげる。

　うおお、これが二科の……！

　洗濯物関係は全すべて二科が担当だから、手にしたのは初めてだ……なんかまだ生暖かいぞ!?　そういえばさっき風ふ呂ろに入ってたけど、まさかそのときに脱ぬいだやつか!?

　──って、こんなときに何考えてんだ俺！　どうすんだよこれ！　どこに隠かくす!?

　長時間待たせるわけにはいかないので、俺は咄とつ嗟さに二科のブラジャーを自分のＴシャツの下から腹に入れた。

　こんなことバレたら、二科に殺されるかもしれないが……しかし元はといえば、こんなところに下着を置きっぱなしにしている二科が悪いのだ。

「ごっ、ごめんねお待たせ！」

「？　い、いえ……」

「ちょっと散らかっててさ！　今はもう片付けたから大丈夫！」

　なるべく自然に、ブラジャーが出てこないようにＴシャツの裾すそを押さえる。

「そうなんですか。全然気にされなくて良かったのに……」

　俺はさりげなくＴシャツの前部分だけをズボンの中にしまった。めちゃくちゃダサくなってしまっているだろうが、ブラジャーが腹から出てくるよりはマシだろう。

　後で余よ裕ゆうのあるときに自室に戻もどってブラジャーを出しておこう。

　二科の奴やつ、よりによって一番見られたらまずいものを放置してくれやがって……！　三波さんに見られたらとんでもないことになってたぞ！

　俺に彼女がいるって疑ぎ惑わくを……いや、そうは思われないかもしれない。むしろ、下手したら女装癖へきの疑いをかけられていたかもしれなかった……そっちの方が大問題だ。




　それから二人でリビングへ戻り、ソファーに並んで座った。

　ローテーブルの上には既すでに俺のノートパソコンとゲームソフト『百合ゆりキス』のパッケージを用意してある。

　二人きりの部屋で、こんな至近距きよ離りで話すなんて、手が震ふるえそうだ……。

「あ、『百合キス』！」

　三波さんはソフトのパッケージを発見して目を輝かがやかせた。見たそうにしていたので、俺はパッケージを三波さんへと渡す。
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「ありがとうございます……！　まさかこのゲームができるなんて……本当に感激ですっ！」

　三波さんはパッケージを受け取ると興奮した様子で礼を言った。今いま更さらだが、このゲームをそんなにやりたかったなんて、本当に百合が好きなのだなあと感心する。

「あはは、そんなに喜んでもらえて良かったよ。じゃあ早さつ速そく……」

　俺はさして何も考えずにＰＣのボタンを押して、ＣＤドライブのトレイを開けた。

「ぬおあっ!?」

　自分でも聞いたことがないような変な声が出た。

　俺のＰＣドライブから、とんでもないディスクが出てきた。俺は動どう揺ようのあまりすぐさまトレイを押して再度ＰＣの中にソフトを戻す。三波さんにディスクの表面を見られたくなかったからだ。

　俺の見み間ま違ちがいでなければ……今俺のＰＣから出てきたのは、二科の持っている十八禁ＢＬゲームであった。

　そして思い出す。少し前に、二科に『これが腐ふ女じよ子し界かい隈わいで流行はやってるから勉強のためにやりなよ』と半ば強制的にＢＬゲームを押しつけられたことを。

　一応一回だけやってみたが続きを進めるのがいやになって、その後暫しばらくの間ＰＣの電源をつけていなかった。

　今の……三波さんに見られなかったよな!?　と、焦あせっていたのもつかの間。




「!?!?」




　事態はもっと最悪になった。

　今度はＰＣ画面いっぱいにＢＬゲームのタイトル画面が表示された。

　登場する男キャラ五人が横並びに配置され、『今日から推お尻しり合あい♂』というとんでもないゲームタイトルロゴがでかでかと表示される。

「どあああああ!?」

　俺は叫さけびながらノートＰＣを閉じた。

　あーそうか、トレイを開けて閉めたからゲームが起動してしまったのか……と、妙みように冷静な心の声が聞こえる。




　やべえ。やべえやべえやべえやべえ……！




　さっきディスクがＰＣから出てきた時点ではまだ誤ご魔ま化かしようがあった。この状じよう況きようはもう更さらに最悪だ。言い逃のがれできない。

　恐おそる恐る、三波さんの顔を振ふり返る。

「……？」

　三波さんは、きょとんとしていた。

「一ヶ谷先せん輩ぱい、どうかしましたか？」

　三波さんは、なぜか特別驚いている様子も動揺している様子もない。

「えっ!?　あ、えっと……今、ＰＣ画面見た……よね？」

「あ、はい。ＢＬゲーム、って言うんでしょうか？　今の……」

「……！」

　思いっきり見られてたぁ──！

「男性でＢＬ好きの方を腐男子って言うんですよね。最近結構多いとかで……さすが一ヶ谷先輩、様々な方面にオタク趣しゆ味みをお持ちなんですね」

「……!?」

　三波さんは心から関心した様子で言う。

　まさかそんな反応が返ってくるとは思わなかった……。

　三波さんって、許容範はん囲いが広いというか、器うつわが大きいというか……いや、天然とも言えるのかもしれないが。

「あ、あははは……いや、ちょっと興味本位で友達に借りただけっていうか、むしろ押しつけられたっていうか！　だから、本当に腐くさってるわけじゃないからね!?」

「そうなんですか？」

「うん！　そ、それじゃ、気を取り直して……」

　何はともあれ、引いてるような様子ではなくて助かった。腐男子の疑いをかけられたのは癪しやくだが……。

　トレイを開けて、ＢＬゲームを取り出し、『百合キス』を入れた。

　すぐにゲームのタイトル画面が表示される。

　主要美少女キャラクターが六名ほど並んでいる。

「はぁぁぁっ！」

　三波さんが歓かん声せいを上げた。

「はい、これで操作していいよ」

　三波さんの目の前にノートＰＣをスライドさせる。

「ありがとうございます……！　そ、それでは、ありがたくプレイさせて頂きますね！　あ、一ヶ谷先輩は私のことは気にせず、ご自由にお過ごし下さいね」

「えっ!?　あ、ああ……でも、俺も久々に見たいし、良かったらここで見ててもいいかな……？」

「あ、そうなんですね。勿もち論ろん大丈夫ですよ」

　三波さんは上じよう機き嫌げんで『ニューゲーム』ボタンをクリックした。

　俺はこの日のために自分のＰＣのブックマークのアダルト系コンテンツ全てと、その他三波さんに見られたらまずいリンクを全て、『バイト情報』という適当な名前のフォルダを作ってそこにぶち込んだ。

　エロゲなどのデータも全てデスクトップなどの見えるところからは削さく除じよし、『ゲーム』という名前のフォルダを作ってぶち込んだ。

　だから大丈夫だろうとは思うし、そもそも三波さんが俺に黙だまって勝手に変なリンクやファイルをクリックしたりなんて絶対にしないだろうとは思っている。

　だが……万が一、何かの事故で見られたくないブックマークやファイルが開いてしまう可能性は無きにしも非あらずだ。アレを見られたらやばい……というリンクやファイルの心当たりはいくつもある。

　よって、三波さんが俺のＰＣを弄いじるのから目を離すのが、怖こわくて仕方がない。

　とりあえず、三波さんからしたらうざいかもしれないが、ここでゲームの様子を見て、何か起きたらすぐに対処できるようにしなければ。

「あぁっ、ＯＰめっちゃ可愛かわいいっ！　『百合キス』をこんなに早くプレイできるなんて夢のようです……！　一人暮らししてからじゃないとできないかなって思ってたので……。一ヶ谷先輩には本当に感謝です……！」

「いや、そんな……」




　それから、時折「あぁ、可愛い！」とか「この子好き……」とか「尊い……」とか、他にも様々な感想を挟はさみながら、三波さんは熱心にゲームを続けた。

　既にプレイ済みのゲームではあるが、好きなゲームだから見返すのは楽しいし、何より三波さんの反応を見るのが面おも白しろいので、後ろから見ていても全く退たい屈くつしなかった。

　何も事故は起きることなく、ゲームは順調に進んだ。




「はっ……！　ごめんなさい、気づいたらこんなに長時間ぶっ通しで……！」

　ゲームを始めて四時間ほど経たった際、三波さんがハッとして、俺の方へ振り向いて謝った。

「いや、全然。ってか、ごめん、ずっと後ろから眺ながめてて鬱うつ陶とうしかったよね？」

「いえ！　百合ファンの一ヶ谷先輩とこの感動や尊さを共有できて嬉うれしかったですよ！」

「な、なら良かった……。このゲーム、一ルートに多分八時間くらいかかるとは思うから、まだまだかかるとは思うんだけど……」

　三波さんの気持ち的に、おそらくだが、あんまり遅おそくまで二人きりで男の家に……俺の家にいるわけにはいかないだろうと思うので、このまま最後までやりきるのは難しいだろう。

「あ、そうなんですね……」

　今日一日では終わらせることができないと分かった三波さんは、少し残念そうにする。

　恋れん愛あいシュミレーションゲームをやる上で、せっかくいいところまでやったのに、エンディングを迎むかえられないなんて、こんなに悲しいことはない。

「あ、良かったらだけど、またいつでもやりにきてよ」

「え……い、いいんですか!?」

　……って俺、何提案してるんだよ!?　言ってから、自分の発言を後こう悔かいする。

　今日はたまたまバレなかったからいいけど、また二科にも協力してもらって同どう棲せいを隠かくさなきゃいけないなんて、めちゃくちゃ大変だっていうのに……！

　でも、三波さんの残念そうな様子を見たら、思わず声をかけてしまった……。

「ありがとうございます……！　本当に助かります……」

　三波さんは、俺の提案に嬉しそうに目を輝かがやかせて礼を言う。

　その様子を見たら、やっぱり、またこんな大変な思いをしてでも、ゲームをやりに来てもらいたい……なんて思ってしまう。

「い、いや、そんな……」

「いつも仕事の相談に乗って下さってることも、感謝してもしきれないのに、ここまでお世話になってしまって……」

「いや、それは俺が聞きたくて聞いてることだし……最近は仕事の方、順調？」

　話の流れで、ＶＴｕｂｅｒの仕事のことを聞いてみる。

「はい！　あれ以降は何も問題なく、楽しく活動できてます」

「そっか。あ、この間の兎うさぎ野のはねるちゃんとのコラボめっちゃ面白かったよ！　一いつ緒しよにホラゲーやってたやつ」

　うさ耳系バーチャルＹｏｕＴｕｂｅｒ『兎野はねる』と西園寺エミリーは、今までに何度かコラボしているのだが、その度たびにどんどん仲良くなっていて、『はねエミ尊い』とファンの間では評判だ。俺も百合萌もえしている一人である。

　先日のホラゲコラボでは、ホラー耐たい性せいがない『兎野はねる』が怖がって叫んだりエミリーに抱だきついたりしており、尊すぎて死にそうだった。

「本当ですか？　あのコラボはわたしもすごく楽しかったので、そう言ってもらえて嬉しいです♪　はねるちゃんとは最近個人的に仲良くさせてもらってて、よく遊んでるんですよ」

「エッ……マ、マジで!?」

　とんでもない事実に、『はねエミ』尊い民の俺は一人の百合豚ぶたとして衝しよう撃げきを受ける。

　動画上ではあんなに仲良さそうにしてても、あくまでＶＴｕｂｅｒとしてなんじゃないかと冷静な思いもあったのだが、まさか本当に仲良くなっているだなんて……。

「そっか、それは……『はねエミ』民からしたらとんでもない燃料が投下されたな……」

「あ、そうですか？　この間はねるちゃんの一人暮らしのおうちにお泊とまりとかもしましたよ。こういうの、配信で言っていった方が盛り上がるんでしょうかね？」

「お泊まりぃぃ!?　いや、絶対言った方がいいって！　むしろ言わない理由が分からない！　ファンが一番求めてる情報だからそれ！」

　衝撃の事実に思わずキモオタ化が進んでしまう。

「……」

　三波さんは俺の言葉にぽかんとして俺を見ている。まずい、さすがに興奮しすぎて気持ち悪がられてる……!?

「ふふっ……なんだか、いつも自分が百合に萌える側なので、そうやって自分が百合萌えしてもらえるって、なんだか新しん鮮せんで面白いですね。じゃあ今度、はねるちゃんに許可取れたら配信で話してみます」

　三波さんは楽しそうに笑いながらそう言った。とりあえず、引かれたわけじゃなかったようで良かった……。

「そういえば、今度はねるちゃんとライブもやるんだよね？」

「あ、はい。二人でデュエットも何曲か歌う予定で、そっちもすごく楽しみです♪」

　最近、ＶＴｕｂｅｒのＶＲライブやＡＲライブといったライブも流行はやっている。

　技術の力でＶＴｕｂｅｒの歌って踊おどる映像を立体化して、あたかもそこで歌って踊っているかのように見えるライブらしい。金に余よ裕ゆうがあれば、一度は見てみたいものだが……。

「そっかあ……。チケットは金銭的に厳しかったんだけど、動画生配信見てコメントで応おう援えんするね！」

「あ、ありがとうございます！」

「そういえば、最近『桜さくら上じよう水すいりんね』ちゃんともよくコラボやってるよね？　りんねちゃんとも仲良かったりするの？」

「……！」

　何気なく、最近エミリーがよくコラボしているＶＴｕｂｅｒの名前を出した途と端たん、三波さんの顔が一いつ瞬しゆん強こわばった。

　ん？　俺なんかまずいこと言ったか？　実際はめっちゃ仲悪いとか……？

「あ……りんねちゃんとはまだそんなに仲良くないんですけど、一ヶ谷先せん輩ぱい……もしかして、まだ知らないですか？」

「え？　何を……」

「最近りんねちゃん、炎えん上じようしちゃってるんですよ……」

「えぇ!?　そうなの!?」

『桜上水りんね』は、エミリーとのコラボ動画で知っただけで全然追えてないから知らなかった……。

「炎上って、なんでまた……？」

「えっとまず、りんねちゃんが魂たましいバレしてしまいまして……。りんねちゃんの魂は、事務所とかには所属していない、『同人声優』さんだったんです。特に、年ねん齢れい制限のある同人美少女ゲームとか、年齢制限のある同人音声作品にたくさん出ていらっしゃる方で……」

「同人音声作品……？」

「あ、ご存じないですか？　ＤＬ販はん売ばいしているえっちなシミュレーションボイスドラマ、とでも言えばいいんでしょうか……。あ、えっちじゃないのもありますが」

「あ、あ～！　あれか！　えっ、そうだったんだ……りんねちゃんって清せい楚そ系だったから、それは確かに衝撃的……」

『桜上水りんね』は、黒くろ髪かみロングヘアに、他のＶＴｕｂｅｒに比べて肌はだの露ろ出しゆつが少ない衣い装しようの見た目で、家いえ柄がらが良く家が金持ちという設定であり、声も話し方も性格も上品で、正統派清楚系お嬢じよう様というキャラクターのバーチャルＹｏｕＴｕｂｅｒだ。

　そんな彼女の魂が、えっちな同人声優だったなんて……たしかに衝撃的な事実である。

　だが、確かに意外ではあるが、炎上するほどのことだろうか？

　むしろ、あんな清楚で上品な子が実はエロ系作品に……!?　と、ファンからしたら興奮する案件のような気がするが。

「そっちの活動での音声作品や、ボイスサンプルなんかもまだネット上に掲けい載さいしたままだったので、声が完全に一いつ致ちして特定に繫つながってしまって……」

「そっか……。でも、それってそんなに炎上するようなことかな……？」

「えっと、まあその事実というよりは、その同人声優としての魂のツイッターアカウントで、ご自身の自じ撮どり写真とか、プライベートな内容とかもツイートされてて、その内容が『桜上水りんね』のイメージと違ちがう、って騒さわがれてて……」

「えぇ……!?　どんな内容なの？」

「そうですね……確かにりんねちゃんのキャラとはかけ離はなれてるかもしれないですね……」

　俺は気になったのでその場で調べてみる。『桜上水りんね　炎上』で検けん索さくするとすぐにまとめが引っかかった。

　現在は鍵かぎがかかっているという、桜上水りんねの魂の同人声優のツイッターアカウントのツイート画像がいくつか貼はられていた。




『生理中で腹痛いのに収録いかなきゃいけなくて死にたい』

『有名になる前に元彼に画像とか動画とか全部消しといてって連れん絡らくするべき？←』

『合コンでセクハラ発言ぶち込んで来る奴やつは殺してもいいよね？[image: かお]』




「ヒェッ……」

　これは……確かにキッツいな……。

　もし自分の推おしのＶＴｕｂｅｒの魂がこんなことツイートしてたら、相当ショックだろうと思う。よりによって、清楚系お嬢様というキャラとは真逆の内容である。

　さらに、ツイッターに投とう稿こうされたという自撮り画像も何枚かまとめられていたが、根元がプリン気味の清潔感のない金きん髪ぱつに、フリフリ系の私服、そしてポッチャリした体形であった。年齢は、三十歳前後というところだろうか。

　さらに、他にもＶＴｕｂｅｒの仕事の内情や、愚ぐ痴ちなんかもツイートしていたり、男性の同人声優のツイッターアカウントに絡からんでオフで会おうとしているリプがあったり、これは炎上しても仕方がないと思える内容であった。

「魂のアカウントがバレて炎上した後から、りんねちゃん、魂のツイッターに鍵をかけたのは勿もち論ろん、りんねちゃんのアカウントでも一いつ切さいツイートしてないんです。アンチが大量発生してしまって、りんねちゃんのツイッターアカウントにリプで攻こう撃げきしてる人もいるし、今までファンだった人が反転して、『桜上水りんねを返して下さい』とかリプしたりもしていて……」

「ひえー……そりゃ、戻もどってくるの大変だね……」

「はい……もうこのまま引退するんじゃないかって言われてます……」

　気の毒だとも思わなくはないが、本人の不注意による責任も大きいとは思う。

　ネット上に声を出して活動しているんだから、いつバレるかも分からない状じよう況きようで、とんでもない内容をツイートして、ＶＴｕｂｅｒとして有名になってもそれらを削さく除じよしていなかったのだからな……。

「…………」

　気づけば、三波さんは暗い表情で俯うつむいていた。

　関かかわりのある同業者が引退の危機に追い込まれているというのは、やっぱりショックだよな……？

「正直、明日は我が身だなって……」

　三波さんが、ぽつりと呟つぶやく。

「え!?　それって……身バレが、ってこと？」

「はい……声の活動をしている以上、仕方のないことなんですが……声優として、事務所のＨＰに写真も掲載してますし、事務所に定期的に更こう新しんするように言われているのでツイッターも更新してるんですが、もし『西園寺エミリー』の魂が私だってバレたとき、それらが……『西園寺エミリー』のイメージと違うってファンの方に失望されてしまう可能性は大いにあり得ます。ファンの方を失望させてしまうことが、何より怖こわいんです……」

「み、三波さん……。でも、西園寺エミリーの魂が三波さんだってバレたって、そんなにイメージ壊こわれないと思うけど……」

　俺からしたら、三波さんはかなり西園寺エミリーのイメージに近い。

　見た目もイメージ通りだし、百合好きってところだって一いつ緒しよだし、共通点も多い。

　普ふ段だん話している声だって、少しは違うけど、そんなに大きくは変わらない。

　だからこそ、三波さんといると西園寺エミリーと一緒にいるかのような感覚になって、ドキドキするのだと思う。

　何より、三波さんは西園寺エミリーに負けず劣おとらず美少女なのだから、炎上するなんてことはないのではないだろうか。

　……って、さすがにそんなこと本人に言えないけど……。

　とにかく、『桜上水りんね』の魂バレとは全く状況が異なると思う。

「そう言って頂けるのはありがたいのですが……イメージと違ったとか、そういう反応が来る可能性は大いにありますし、それがすごく怖くて……。そもそも、魂バレした時点でそのキャラのイメージが壊れてしまって押せなくなる、っていう話もよく聞くので……」

「そ、そんな話があるんだ……」

「はい……。だけど、ＶＴｕｂｅｒとしても頑がん張ばりたいっていう気持ちは勿論、これから先、声優としても頑張りたいっていう気持ちも強くて……。まだ名前のないような役しかできていないんですけど、いつかちゃんと、名前のある役でアニメに出たい。だけど、声優として頑張ることは、それだけ『西園寺エミリー』の魂バレのリスクが高まってしまうことにも繫がるんですよね……」

「アニメで活かつ躍やくする三波さんの声も聞いてみたいな！　ＶＴｕｂｅｒと声優は、また別だもんね。声優は声優で頑張ってもらいたいなって俺も思うよ。そうなると、魂バレはいつかは通らなきゃならない道になっちゃうかもしれないけど……それは、そのときに考えたらいいんじゃないかな？　魂バレしても炎上してないＶＴｕｂｅｒもたくさんいるしさ！」

「……！　そ、そう……ですよね。声優として頑張りたくてＶＴｕｂｅｒ始めたんだから、魂バレを恐おそれて声優の仕事を控ひかえるなんて、本末転てん倒とうですよね……！」

　三波さんは納なつ得とくしたように言う。

「なんだか、今回も結局相談聞いてもらう形になってしまって……ありがとうございます」

「え!?　いや、俺が聞きたくて聞いてるだけだし！　お礼を言われるようなことは何も……」

「いえ、一ヶ谷先輩に聞いてもらえてすっきりしました！　……。あ、あの……ご相談ついでに、申し訳ないんですが、もう一つだけ……相談させてもらってもいいですか？」

「！　勿論！　俺で良ければ何でも話してよ！」

　三波さんに相談してもらえることは、本当に光栄で、喜ばしいことだ。

「では、お言葉に甘えて……。今、ＶＴｕｂｅｒのお仕事は何も問題ないんですけど、声優の仕事で、一つやり遂とげられるか不安な仕事がありまして……」

「え……それって、どんな……？」

「実は……」

　三波さんが口を開いたそのとき。

　突とつ然ぜん大きな雨音が聞こえ始めた。

「え、雨……!?」

「急に激しい雨だね……あ、傘かさ持ってきた？」

「はい、折りたたみ傘を持ってきました。でも今日、一日晴れの予報だったのに」

「まだ梅つ雨ゆ明けないんだねー。あ、洗せん濯たく物もの取り込まないと！」

　俺はそのセリフを発してすぐに、ベランダの窓に手をかけた。




「……っ！」




　窓を少し開けて、俺の目にとんでもないものが飛び込んできた。驚おどろいて慌あわてて手を止める。

「？　一ヶ谷先輩、急にどうし……あれ？」

　俺は大慌てで窓を閉める。

　まずい！　見られ……




「今……女性もののお洋服とかありませんでした？」




　やっべええええええ！

　部屋の中の片付けで精せい一いつ杯ぱいで、ベランダに二科の洗濯物も干してあることなんて、すっかり頭から抜ぬけていた！　元々、洗濯は二科の担当で、ベランダに干したのも二科だ。

「あ、い、いや、その、えっと……」

　テンパって何も言い訳が出てこない。

「って、早く取り込まないと濡ぬれちゃいますよ！」

「あっ、ちょっ……！」

　三波さんがベランダの窓を開けて、物もの干ほし竿ざおにかけられた洗濯物を取り込み始める。

　確かに雨は豪ごう雨うになっており、激しくベランダに吹ふき込んでくるため、一刻も早く取り込まないと洗濯物がずぶ濡れになってしまう。

　仕方なく、頭が真っ白になりながら、俺も洗濯物を取り込んだ。その間、なんて言い訳しようか必死に頭を働かせるが、一向にいい案は浮うかばない。

「これで全部、ですね」

「あ、そ、そうだね……ありがとう……」

「いえ。あの……」

　恐る恐る三波さんの方を見ると、困ったような表情で俺を見ていた。聞きたいけど、聞いていいのか困っている、という感じだ。

「あ、えっと、これはその……おっ、俺のしゅ……趣しゆ味み、っていうか！」

「へ……趣味？」

　テンパったあまり、俺は自分でもわけの分からない言い訳を口走っていた。

「あっ、い、いや、女装趣味とかそう言うんじゃなくて！　えっと、お、推しの声優が着てる服のと同じ服を買ってみた～とか、そういう……！」

　女装趣味と思われるのはまずいという一心で、咄とつ嗟さに浮かんだ言い訳が口をついて出るが、相当無理があると自分でも思う。

「……？　そ、そうなんですね……？」

　三波さんは不思議そうな表情をして口元を手で押さえた。明らかに怪あやしまれてる！

「あっと、その……」

「あれ……一ヶ谷先せん輩ぱい、何か落としましたよ？」

「えっ……、……!?」

　俺の足あし下もとに落ちているものを見て、凍こおり付く。

　そこには、パステルピンク色のブラジャーがあった。

　さっき洗面所で見つけてＴシャツの中に隠かくしていたものが、最悪のタイミングで出てきやがった！

　そうだ、部屋に隠しに行こうと思ってすっかり忘れて、ずっと入れっぱなしだったんだ……！

「え……これって……」

　ブラジャーを見て目を見開く三波さん。

「あ～～っ！　こ、これは……い、い、妹の下着で……」

「い、妹さん……？」

　咄嗟に出た言い訳は、我ながらとんでもないものだった。

「そ、そうそう……」

「えっと……一ヶ谷先輩って、お一人暮らしっておっしゃってませんでしたっけ……？」

「～～～っ！」

　下手な言い訳は完全に逆効果だったと瞬しゆん時じに思った。

　やべえ……もう完全に終わった……。

　女物のブラジャーを趣味で買う変態野や郎ろうだと思われたに違ちがいない……。

　せっかく部屋を綺き麗れいにしたりお菓か子しを用意したりと頑張っても、これで三波さんに完全に嫌きらわれ……。




「あの、一ヶ谷先輩……。すみません、さっきから思ってたのですが……やっぱり、二科先輩と暮らしてらっしゃるんじゃないですか……？」




「……!?」

　三波さんの口から出た予想外の言葉に、俺は驚いた。

「え、な、なんで……!?」

「さっきお洗濯物を取り込んだとき……うちの学校の女子用のブラウスがありましたし、あとは私服の系統的にも、なんとなく二科先輩が着ていそうだなあって……」

「……っ！」

　三波さん、そこまで察して……!?




「三波さん……噓うそついてごめん！」




　俺は観念して、その場で三波さんに向かって頭を下げた。

「へっ……？」

「三波さんの言う通り、俺、わけあって……二科と、一緒に暮らしてるんだ！　今まで噓ついててほんとごめん！」

「……！」

　三波さんは驚いた様子で呆ぼう然ぜんとしていた。

「い、いえそんな、頭を上げて下さい……。えっと、ということは……やはりお二人は、付き合ってらっしゃったんですか？」

「え!?　いや、違う！　それはないから！　一緒に暮らしてるのは、深い事情があって……。とりあえず、二科もここに呼んで、二人の口から話すよ」

　二科の家庭の事情とか、俺の口から話していいのか分からないし、ひとまず二科を家に呼び戻もどすことにした。

　ラインで、『三波さんに一緒に暮らしてんのバレた。とりあえず事情説明したいから家に戻ってきてくれ……』と送る。

『二科心こころ：バレた!?　マジで!?　なんで!?』

『豪雨で洗濯物取り込もうとしてバレた……。とにかく、雨やばいけど戻ってこれるか？』

『二科心：洗濯物!?　ごめん、私すっかり忘れてた……』

『ああ、もういいから、とにかく戻ってきてくれ……』




　それから三波さんと少しの間気まずい時間を過ごし、十分程度経たって二科が帰ってくる。

「た、ただいま……」

「二科先輩、おかえりなさい」

「おかえり……」

「雨大だい丈じよう夫ぶでしたか？　濡れちゃってますね」

「あ……これ、タオル」

　二科は雨で少し濡れていたので、タンスからタオルを出して渡わたしてやる。

「あ、うん、ありがと……。で……どこまで三波さんに話したの？」

「ああ、付き合ってるわけじゃなくて事情があって一いつ緒しよに住んでる、とだけ……。お前の事情とかどこまで俺から話していいか分かんなかったし……」

「あー、そっか……。じゃあ……三波さん。最初から説明するとね……」

「……！　は、はい！」

「私と一ヶ谷がオタクの出会いのパーティーで偶ぐう然ぜん会って、お互たがいがオタクで、オタクの彼氏、彼女を求めてるって知って……」




　二科の口から、俺たちの事情が一通り説明された。

　俺と二科の出会い、互いの理想のオタクの恋こい人びと作りに協力しあうことになったこと、二科の親が海外に転勤になって、俺と住むことで日本に残ることを許されたこと、親には恋人同士だということになっていること……。




「信じてもらえないかもしれないけど、そういうわけなんだ……二人で騙だますみたいになっちゃってごめん。一ヶ谷のお父さんお母さんにバレたら、学校とかうちの親にも連れん絡らくいって、同どう棲せい解消させられて、海外に行かなきゃいけなくなっちゃう可能性が高いだろうから、学校とか、絶対誰だれにもバレないようにしててさ……。それで、一ヶ谷にも協力してもらってて……」

「そ、そうだったんですか……。いえ、そんな……細かく話して下さってありがとうございます。確かにすごいお話ですけど……なんだか、今までのことを思い返すと……少し納なつ得とくしました。それじゃあ、お二人は、付き合ってるというわけじゃないんですね」

「当たり前じゃん！　付き合ってるとか絶対あり得ないから！　私もこいつも、お互い理想の彼氏、彼女像と全く違うから！」

「ああ！　ほんとその通りだから！」

　二科と俺の必死な言葉を聞いて、三波さんはふふふ、と小さく笑った。

　自分でも信じがたい話だと思うが、三波さん……信じてくれたようだな？

　信じてくれなかったり、騙したことに怒おこったりという反応も想定していたが、こんなにあっさり信じてくれ、許してくれるなんて……なんて素す直なおでいい子なんだろうか……？

　しかし、三波さんはなぜかくすくす笑ったまま、笑いが収まらない様子だ。今何かそんなに笑うところあったか……？

「み、三波さん？」

「あ、ごめんなさい……実はさっき、お洗濯物を取り込んでいるとき、二科先輩の制服があって、内心驚おどろきながらも、やっぱり二科先輩と一ヶ谷先輩はお付き合いしてて同棲しているのかなって思ってて……。そのとき、お洗濯物の中にフリルのエプロンがありまして」

「あ、私が料理するときにつけてるやつだ！」

「そのエプロンを見たら……なぜか、二科先輩が裸はだかエプロンでお料理してらっしゃる、ラブラブなお二人を瞬時に妄もう想そうしてしまってて……」

「はあっ!?」

　二科が三波さんの言葉に真っ赤になる。

「普ふ段だん全然ラブラブそうでないお二人が、実はそういう感じなのかなあって勝手に妄想が広がってしまって……」

「なっちょっ三波さん、何考えてんのっ!?　なんでエプロンってだけで裸エプロンになるわけ!?」

「ごめんなさい、最近読んだ百合コミックでそういう展開のものがあったので……」

　エプロン見ただけでそこまで妄想してたって、どんだけオタク脳に染まってんだ三波さん……！

[image: ]

　とにかく、この様子を見るに、本当に怒ったりしている様子は一いつ切さいないようで、内心心から安あん堵どした。

「あ、改めて俺からも……騙すような形になっちゃって本当にごめん。お詫わびに何かできることがあったら、何でもするから……！」

「そんな、お詫びなんて……。今日無理言って上がらせてもらったのはわたしの方ですし……」

「あ、私も！　お詫びに何か私にできることがあれば言って！」

「……。お詫びなんて全然いいんですが、それじゃあ……あの、二科先輩ってコスプレされるんですよね？」

「え？　うん！　一応……」

「わたし、今度声優の仕事で『ワンダフルフェスティバル』っていうフィギュアのイベントの、新作アニメ発表のステージで、コスプレしてＭＣすることになりまして、衣い装しようは支給されるんですけど、ウィッグとかニーソックスとか靴くつとかの小物は自前で用意しなきゃならなくて、メイクも自分でしなければならないので、今までコスプレしたことないので戸と惑まどってて、色々教えて頂けたらな、って……」

『ワンダフルフェスティバル』……千葉の幕まく張はりメッセで行われる大きなイベントだ。行ったことはないが、一度行ってみたいと思っていた。

　そこで三波さんが、ステージでコスプレしてＭＣを……。

　もしかして、さっき相談したいって言ってた『声優の仕事でやり遂とげられるか不安な仕事がある』って、このことか？

「え、そーなんだ!?　そんなことで良ければいくらでも！　私もまだイベントではコスしたことないんだけど、ウィッグとか衣装とかの準備の仕方くらいだったら教えられると思うし！　ちょうど私も今度初めてイベントでコスプレしようとしてるから、一緒に頑がん張ばろうよ！」

「はい！　それはとても心強いです！　あと、それから……その、着る衣装が結構大だい胆たんなデザインで……まだ心の準備ができてなくて……。大胆な衣装を着るときの心構えというか、そういうのも教えて頂けたらなって……」

　三波さんは少し恥はずかしそうに言う。

　大胆なコスプレ衣装!?　それって、どんな衣装なんだ？　個人的にめちゃくちゃ気になるんだが……。

「えー、そうなの!?　三波さんめっちゃスタイルいいから全く問題ないでしょ！　どんな衣装着るのー!?」

「えっと……これです」

　三波さんはスマホから画像を出して俺たちに見せてくれた。

　それは、上半身は水着というか下着のような布地に、肩かたの部分にフリルの袖そでと、手て袋ぶくろのみ、下半身はパンツが見えているかのような衣装で、申し訳程度に腰まわりにフリルがついているという、水着並みに露ろ出しゆつ度どの高い衣装であった。

　上半身は胸の谷間も腹も見えている。

　こ、この衣装を、三波さんが……!?

　想像しただけでも興奮しそうになるのを堪こらえる。

「新作アニメのヒロインのコスプレなんですが……」

「へぇ～！　可愛かわいい～！　けど確かに、結構露出度高いね……。ほぼ水着並み……」

「ですよね……。さすがに、下着が丸見え状態のような衣装はまずいので、下半身はミニスカート風にアレンジしてくれるみたいなんですが……。とはいえ、これを人前、しかも大勢の前で着る勇気がまだ持てなくて……。でも、仕事の一いつ環かんなのできちんとやり遂げたいんですが……」

「そっかあ。うーんそしたら、まず普ふ通つうのコスプレイベントにコスプレイヤーとして参加して、コスプレで肌はだの露ろ出しゆつに慣れるとかは？」

「あ……事務所から、個人的にコスプレイベントでコスプレするのはＮＧって言われてるんですよね……。写真が出回っちゃうのがまずいので」

「そっかぁ。うーん、そしたら、コスプレ以外で人目に慣れる場所……」

　確かに声優のコスプレ写真なんて出回ったらまずいよな。でも、コスプレ以外で人前で露出することに慣れることができる場所なんて……。

「……そ、そういえば、最近声優がナイトプールに行ったって話題になってたな……」

　ふと思い出して、呟つぶやいてみる。

　……って、これじゃ俺が三波さんをナイトプールに行かせようとしてるみたいに思われ……。

「ナイトプールかあ……。友達の間でもホテルのナイトプールが話題になってたなー、おしゃれでインスタ映えするって……。確かにプールで水着になっちゃったら、コスプレで露出するのなんてなんとも思わなくなりそうだけど……」

「確かに、コスプレ以上の露出度ですもんね、水着って……。ナイトプールって一度は行ってみたかったんですけど、水着になるのが恥ずかしくて今まで避さけてて……」

「あー、私もそんな感じ。でも、これを機会に行ってみて、コスプレに向けて恥ずかしさを取っ払ぱらう練習するってのもいいかも……」

「そうですね……って、二科先せん輩ぱいも付き合って下さるんですか？」

「うん！　私がお礼に何でもするって言ったんだし、私もコスプレに向けて恥ずかしさをなくす練習したいからね！」

「ほんとですか！　二科先輩が付き合って下さるなら心強いです！　ナイトプール、結構楽しみになってきました！」

　軽い気持ちで俺が提案したナイトプールだが、まさか本当に二人が行くことになるとは思わなかった。

　二人の水着姿か……さぞかし目立つんだろうな。まあ、俺がその様子を見ることはないだろうが……。

「あの……良かったら、一ヶ谷先輩も一いつ緒しよにどうですか？」

「え……えっ!?」

　三波さんの言葉に驚きの声を上げた。

「え、一ヶ谷も!?　あーでも、ナイトプールってチャラい男の人多いらしくて、ナンパがうざいらしいから、一ヶ谷いた方がいいかも……」

「マ、マジかよ……」

　まさか俺も一緒に行く展開になるなんて……。正直全くいやな気はしないが、むしろ二人はいいのか？

「何、いやなわけ？」

「いや、そういうわけじゃ……。分かったよ」

「じゃ、そうと決まったら水着買いに行かなきゃね！　可愛いな～って思う水着は結構あるんだよねー。着る勇気はなかったけど、そうも言ってらんないし……」

「あ、いいですね。今度学校の帰りにでも買いに行きましょうか！」

　そこで三波さんが窓の外に目を向ける。

「あっ、雨弱まってるっぽいですね。遅おそくまでお邪じや魔ましちゃってすみません。このタイミングでお暇いとましようかな、と……」

「えー、全然！　またいつでも遊びに来てよ！」




　怒ど濤とうの展開で三波さんのコスプレに協力することと、一緒にナイトプールに行くことが決まった。

　それから俺と二科は、三波さんを駅まで見送り、別れた。







「三波さんに同どう棲せいがバレたときはどうしようかと思ったけど、納なつ得とくしてくれて、色々楽しみな予定もできたし、良かったー！」

　自宅に向かって歩きながら、二科と話す。

「あ、ああ、そうだな……」

　三波さんと、二科と、三人でナイトプールか……。とんでもない予定が立ってしまった……。

　まさかこんな展開になるとは夢にも思わなかった。

「あっそーだ！　三波さんが仕事でコスプレＭＣやるっていう『ワンダフルフェスティバル』、結構大きいイベントだよね？　せっかくだからあれでコスプレやんない!?　ステージ上の三波さんを客席から応おう援えんもできるし、大きいイベントだったらレイヤーさんとの出会いも期待できるし！」

「……！　な、なるほどな……確かに、それはいいかもな」

　三波さんの頑張りを、見守りたいと俺も思っていたから、ちょうどいいかもしれない。

　……決して、あの露出度の高いコスプレ姿の三波さんが見たいってわけじゃない！

「そうと決まったら、もう時間もないし、何のキャラやるか決めないとなー！」

「既すでに持ってる衣装でコスプレするのか？」

「んー、新しく買いたい気もするけど、今持ってる衣装も宅コスとかオフ会で着ただけでコスプレイベントに出したことないから、勿もつ体たいないし、そうしよっかなー。それに、新しく衣装買ったら間に合うか分かんないし。『ワンダフルフェスティバル』って七月末だよね？　もう一ヶ月ないしさ」

「そうだな、それがいいんじゃないか」

「何の衣装がいいかなー！　勿もち論ろん自分がやりたいコスプレをやるのは前提として、男性レイヤーと仲良くなるのも目的だから、男子受けのいいコスプレにしないと……！　何がいいと思う？」

「そうだな……お前が持ってる衣装の中だったら、ＶＴｕｂｅｒの『ユメノ☆サキ』か、『ズアーレルーン』の『ユニケーン』か、『アイステ』あたりかな」

「おっけー！　じゃ、その中のどれかにする！　早くキャラ決めないとなー！　ウィッグないキャラもいるから買いたいし、カラコンも買わないと！　一ヶ谷も、カメラマンとして可愛いレイヤーにいい印象持ってもらえるように、ちゃんと準備しときなよ！」

「えっ、準備って……？」

　コスプレイヤーではなくてカメラマンとしての参加でも、何か準備することがあるのだろうか？

「まず見た目で好印象持ってもらうよう頑張るのは、カメラマンだとしても大事だし、あとは……カメラマンなんだからちゃんとしたカメラ持つ、とか……？」

「マジかよ。カメラなんて持ってないんだが……」

「んー、私も持ってないからな……。スマホの写真だけだと微び妙みようだから、そのうち買いたいなーって思ってるんだけど、カメラって高いし、なかなかお金貯たまんないんだよね……」

　カメラか……。確かにカメラマンとして行くのにカメラがスマホって、格好つかないよなあ……。

「形だけでも格好つくように、安いカメラでも検討するかな……」

「あと、相手のレイヤーが名めい刺し持ってなかったときのために、あんたも名刺作っとけば？　レイヤーじゃないから、カメラマンとしての名刺になんのかな。とにかくツイッターのアカウントさえ渡わたせれば、少しでも好意的に思ってくれた人はツイッターフォローしてくれたりリプくれたりするかもしんないし」

「カメラマンとしての名刺、つってもな……」

　名刺を作るほどちゃんとしたカメラマンじゃないのだが……。

「とにかく、お互たがいに準備は頑張るとして……当日は、三波さんを応援しつつ、好みのレイヤーと名刺交こう換かんしたり、仲良くなれるよう頑張んなきゃね！」

「あ、ああ……」




　やる気満々の二科を余よ所そに、俺は少し別のことを考えていた。

　そう上手うまくいくかは分からないが、もしこのコスプレイベントで可愛いコスプレイヤーと知り合えるという素す晴ばらしい展開になったら、五ご条じようさんとはこれで終わってしまって、それで俺はいいのだろうか？

　ＤＭの返信が来ない現状、もうフラグを折ったと考えるのが現実的だ。諦あきらめて前に進むのが賢けん明めいな判断だとは分かっているのだが……。

　だけど……後こう悔かいするくらいなら、二科にも言われた通り、再度ＤＭしてみた方がいいのだろうか。たとえ返信が来る可能性が少なくても……。




　俺は帰宅して自分の部屋に戻もどってから、ツイッターのＤＭを開いた。

　五条さんとの今までのやり取りを見返そうとしたとき。

「!?」

　五条さんとのＤＭの履り歴れきが、消えていた。五条さんのアカウント名は『このアカウントは存在しません』と表示されている。

　五条さんは少し前に、ツイッターのアカウントを削さく除じよした。削除後も暫しばらくはアカウントが残るようで、俺がＤＭしたときはまだ残っており、ＤＭが送れる状態だった。

　しかし、五条さん本人が言っていたが、削除してから暫くするとアカウントが完全に消えてしまうらしい。

　そうか……五条さんのツイッターのアカウント、ついに完全に消えてしまったのか……。

　五条さんから返信が来ないまま、これで五条さんとの連れん絡らく手段が途と絶だえてしまった。

　俺が五条さんのラインを聞いていなかったばっかりに……！

　こうなったら、最終手段としてはバイト先『ニャンメイドル』に客として足を運ぶしかない。

　だけど……五条さんは結局、自分のアカウントが削除されるまで俺のＤＭに返信をくれなかったということは、俺のことを「付き合ってもいいかなって思ってた」とまで言ってくれたくせに、今はもう俺と連絡を取りたくないということだ。

　俺は『改めて一度話したい』と思ったが、彼女はそうは思っていなかったということだ。

　なのに、店なんかに足を運べる勇気は、俺にはない。




「ご飯できたよー！」

　俺が暗い気分でベッドでゴロゴロしていたとき、下の階から二科の呼ぶ声が聞こえた。今日は二科が夕飯を作る日だった。

「コスプレ楽しみだな～！　イベントでコスプレできるの自体も楽しみだし♪」

　二科がウキウキした様子で食事をテーブルに運ぶ。

「ちょっと、何ぼーっと突つっ立ってんの？」

「え？　ああ、いや……」

　二人でテーブルについて、食事を始める。

「…………。なんか、あんた随ずい分ぶんぼーっとしてない？」

「！　……えっと、実は、さっき五条さんに、再度ＤＭを送ってみようとしたんだけど」

「え!?　うん！」

「ツイッターのアカウント削除されてて、もうＤＭできなくなってた……」

「えぇ!?　アカウント削除って……なんで!?」

「ツイッターのアカウントって削除しても一ヶ月くらい残るらしいんだけど、アカウント削除自体は大分前にしてたんだよ。そのとき五条さんは……ツイッターをやめた理由として、『ムダに色んな人にチヤホヤされても、私を好きになって欲しい人に好かれなきゃ意味ない』みたいなこと言ってて、まるで俺のためにやめたともとれるようなこと言ってくれてたんだけど……」

「……！　何それ……」

「でも結局、俺がＤＭしても返事くれなくて、そのままアカウントが消えてた。ってことは……結局、俺と連絡とる気ない、ってことだよな……？」

「……。私は五条さんじゃないから、五条さんの考えてることは分かんないけど……でも、あんたのためにツイッター削除したんだとしたら、そこまでしたのになんで……!?」

「…………」

　俺の話を真しん剣けんに聞いてくれている二科には感謝しつつも、それは俺の方が聞きたい、と内心思った。

「ライン交換とかは、してないの？」

「してない」

「『ニャンメイドル』の店のアカウントはＤＭ禁止だし、つまり……五条さんと連絡取るには、直接店に行くとかしかなくなっちゃったわけだ……」

「そうだな……。でも、さすがにそこまでする勇気はないな……」

「そっか……」




　もう五条さんのことは忘れるべきなのかもしれない。連絡手段もないし、何より五条さん自身がもう俺と連絡を取る気がないのだ。

　ツイッターのアカウントを削除したのだって、俺のためみたいなことを言ってくれたのに、一体いつ心変わりしてしまったのだろうか。

　正直、かなりショックだ。




「そういえば、バイトの系列店全体の飲み会でも女の子と連絡先交換できたんだよね？　そっちはどうなったの？」

「……！」

　二科に言われて、思い出す。

「ああ、直後に一回挨あい拶さつ的なラインのやり取りをして、それで終わってる……」

　バイトの系列店全体での飲み会で出会ったロリータファッションの美少女、ゆめさんとは、結局ラインのやり取りは途絶えたままだった。

「えー？　ってか、どんな子だったの？」

「『童話喫きつ茶さメイドストーリー』って店で働いてて、ロリータっぽい服装で、すげえ可愛かわいい……」

「そっか、そしたら店のアカウント探せば写真見られる!?」

「っていうか、プライベートのツイッターアカウントと繫つながったから、ツイッター見れば写真載のってると思う……」

「え、ツイッター繫がったの!?」

　俺はゆめさんのツイッターアカウントを出して二科に見せた。アイコンが自じ撮どり画像だし、ちょくちょくツイートでも自分の写真を載せている。

「へぇ～、可愛いー！　ほんとだ、ロリータだね。え、なんでこんな可愛い子とライン交換できたの!?」

「落とし物探してるの手伝ったら、今度お礼したいって言われて、その流れでラインとツイッター繫がって……」

「え、向こうから!?　すご！　それ、めっちゃ脈ありじゃん！」

「でも、一回挨拶のやり取りしてそれで途絶えてるし……」

「またラインしてみたら？　遊びに誘さそってみるとか……」

「それも考えたけど、無理だ……。一度しか会ってないし、ラインも一回しかやり取りしてないのに……」

「えー、もったいな！　どんだけヘタレなの！」

「しょうがないだろ……！」

「そしたら、ツイッターのツイートにリプしてみたら!?　それでやり取りして距きよ離りを縮めてから、ラインしてみるとか！」

「……！　な、なるほど……」

　二科に言われて、それなら、いきなりラインするよりはできそうだと感じる。

　よし。今後はゆめさんのツイッターをまめにチェックして、絡からめそうな話題があったらリプすることにしよう。

「とりあえず、その子のツイートチェックして、チャンスを窺うかがいつつ、新しい出会いも求めたらいいじゃん。そうすれば、五条さんのこと忘れられるかもしんないでしょ。もしかしたらコスプレイベントで、五条さんなんかどうでもよくなるほどいいなって思える子に出会えるかもしれないじゃん？　五条さんのこと忘れるのに一番いいのは、新しい恋こいだと思う！」

「……！」

　新しい恋、か……。

　五条さんの本ほん性しようが分かる前、俺は五条さんのことが好きだったと思う。本性が分かった後も、彼女のことが異性として気になっていた。

　だけど、このまま五条さんのことをずるずる引きずったままでいるのは、一番良くないと思う。

　俺は二年以内に、理想のオタク彼女を作らなければならない使命があるのだ。そのためには、とにかく前進するしかない。

　二科だって頑がん張ばっているのだ。俺も負けないように頑張らなければ。

「そう、だよな……分かった」

　二科に話して良かった。

　おかげで、心の整理がついた。

　とにかく、行動あるのみだ。

　まずはゆめさんと仲良くなれるよう様子を窺いつつ、二科と行くコスプレイベントでも、理想のコスプレイヤーと知り合えるよう頑張ろう。




　まずは目先のコスプレイベントから、今俺にできることをやっていこう。








４









「……っていうわけで、この間お前が二に科しなにああいう話をしてから、コスプレイヤーと出会うために『ワンダフルフェスティバル』にコスプレしに行くことになってだな……」




　翌週の月曜日。

　俺は教室であいにコスプレの話をした。

「へー、二科さんすごい行動力だね」

　今ほぼ出会い厨ちゆう状態だからな……。

　まあ、期限が決まってるから必死にならなくてはいけないわけだから、俺もその行動力を見習わなくてはならないのだが。

「もしかして、景かげ虎とらもコスプレすんの!?」

「いや、しねえよ！　一応、カメラマン的な感じで一いつ緒しよに行くけど……。いや、二科が自分のコスプレ写真残したいって言うからさ」

「えー、僕がコスプレするときはカメラマンとして同行なんかしてくれないのに……」

　あいが頰ほおを膨ふくらませてジト目で俺を見る。

　なんだこいつ拗すねてんのか？　可愛……い、いや。

「だってお前は、いつもなんかよく分かんないカメラマン一緒に連れてってんだろ」

「まーね。だって景虎って上手うまく写真撮れないだろうし」

「くっ……！」

「景虎、ちゃんと写真撮ったことあんの？　そもそも、カメラ持ってるの？」

「うっ……」

「あわよくば景虎も、カメラマン参加して可愛いコスプレイヤーと出会いたいとか思ってるんだろうけど……」

「えっ……!?」

　鋭するどいなこいつ？

「ちゃんとしたカメラ持ってないで、スマホのカメラでレイヤーに声かけたり写真撮らせてもらったりして、それで知り合おうとなんかしたら、ただの一いつ般ぱん人じんの出会い厨って思われるかもよ」

「なっ……!?　マ、マジか……!?　ちなみに、二科に、レイヤーとツイッターのアカウント交換するためにも名めい刺し作れば？　って言われてるんだが……」

「名刺って、景虎はコスプレするわけでもないのに何の名刺？」

「カメラマンとしての名刺……？」

「スマホカメラでカメラマン!?　いや、より一層ただの出会い厨って思われるよそれ！」

「うぅっ……」

　あいは俺をバカにして笑っている。

「やっぱイベントまでにカメラ買うかな……安もんでもいいから……」

「……僕の一眼レフカメラ、貸してあげよっか？」

「……えっ!?　い、いいのか!?」

　予想外のあいの申し出に驚おどろいた。

「その日はイベント特に行かないからねー」

「マジか！　すげえありがたい！」

「でも一眼レフ使えばいい写真撮れるってわけじゃないからね」

「あ、ああ……」

「軽くだったら使い方教えてあげてもいいけどー……」

「マジかよ！　どんだけ協力的なんだよお前！」

　出会い厨だとバカにされつつも、あいに色々と話してみて良かった……と、内心思う。

「別に……景虎がカメラ上手くなれば、カメラマンさんがイベントいけないとき一緒に来てもらえて便利ってだけだし……」

　こいつ、たまには優やさしいところもあるんだな……？

「ああ、そのときは行くよ！　あ、ついでにもう一個教えて欲しいんだけどさ……」

　この流れで、もう一つあいに聞いておきたいことを思いついた。

「えー？　ちょっと優しくしたらすぐ調子に乗るなー……」

「コスプレイヤーの立場からしたら、どんなカメラマンに好印象持つ？」

「えっ……好印象って、いいカメラマンだな～っていう感じの？」

「いや、恋れん愛あい対象になり得るかもしれないくらいの好印象！」

「ちょ、それって、僕が女性コスプレイヤーの立場ってこと……？　僕に女子側の気持ち聞かれても……」

「あ、ああ、そうだな。そしたら、女性コスプレイヤーになりきって答えてくれ」

　ほぼ女子みたいなもんだからナチュラルに聞いてしまった……。

「うーん、まずカメラマンとして好印象って意味では、いい機材で写真が上手い、マナーがいい、ってのが一番かな。カメラマンのマナーは、撮るときに声をかける、撮らせてもらったらお礼を言う、っていうのは当たり前だけど、他にも、接写しない、ボディタッチしない、ローアングルで撮らない、長時間とか大量に撮らない、エロい撮り方しない、とかかなあ。あとこれもすごく大事なんだけど、後で写真送ってくれること」

「なるほど。写真……？」

「レイヤーとしてはその日の写真は欲しいからねー。ＳＮＳに上げる用とかもあるし。まあ、いいカメラで上手い人の写真が欲しい、ってのはあるけどね」

「じゃあ俺にはあんま関係ないんじゃ……？」

「いや、写真送ってもらったらその人のこと思い出せるし、重要だよ。写真くれない人のことなんて覚えてないし」

「な、なるほど……？」

　貴重なコスプレイヤー側の意見を、ありがたく脳内にメモる。

「まー今のはカメラマンとして好印象ってことで考えたけど、恋愛対象になり得るとかで考えたら……やっぱ、清潔感がある、マナーがいい、気き遣づかいができる、とかなんじゃないの？　恋愛対象云うん々ぬんだけで考えたら、写真はまあ上手くなくてもいいかも。それこそスマホとかだと何なのこの人？　って思うかもしれないけど、最低限ちゃんとしたカメラで撮ってくれたらそれでいーかなー。あとは、感じが良くて、コスプレについていやらしくなく褒ほめてくれるとか」

「いやらしくなく褒める……？」

「エロいですね、とかセクシーですね、とかは勿もち論ろん嫌いやだろうけど、可愛かわいいですね、とかも初対面だったら微び妙みようだよね。『クオリティ高いですね！』とか、『再現度高いですね！』とか、『衣い装しよう、もしくはウィッグ凝こってますね！』とかの方がいいんじゃないかなー」

「なるほど……！　お前、よくそんなに女子コスプレイヤーの気持ち分かるな！」

　考えてみたら当たり前のことではあるのだが、ためになる話だった。

「しかし、『清潔感』があって『気遣い』ができればモテるって、モテ方はカメラマンだろうが何だろうが、あんまり変わらないってことか……」

「そりゃあそうだよー」




　そこで担任が教室に入ってきて、朝のＨＲが始まった。

　思いのほかあいに一眼レフカメラを貸してもらえることになった上に、カメラマンとしてのモテ方も教えてもらえて、ラッキーだった。

　あいに感謝しないとな……。







　その日の放課後。




「あ、三み波なみさん！」

「二科先せん輩ぱい、一いちヶが谷や先輩！　お待たせしました！」




　俺と二科と三波さんは、学校帰りに水着を買いに行く約束をしていた。

　昇しよう降こう口で落ち合う。

　俺も学校用のスクール水着しか持っていないので、今日ナイトプールで着ても恥はずかしくない水着を買わなくては……。

　二科と三波さんが水着が買える場所を探してくれたらしい。

「えっと、スポーツショップとかに行くのか？」

　学校を出ながら、二科に尋たずねる。

「スポッ……!?　あんた、スクール水着でも買う気!?」

　二科がぶっと噴ふき出す。

「渋しぶ谷やのマルキューの水着売り場に可愛い水着買いに行くの！」

「渋谷？　マルキュー……!?」

　渋谷って、生まれてこの方行くの初めてなんだが……。

　一気に不安感に襲おそわれる。

「水着、ネットで色々見たんだけど、あんま露ろ出しゆつしたくないし、こういうのがいいかなーって……」

　二科が自分のスマホを三波さんに見せる。

「あ、可愛いですねー！」

　渋谷に行くまでの間、二人とも水着の画像を見ながらキャッキャと盛り上がっていた。恥ずかしいとか言ってた割に、二人とも案外乗り気じゃね……？

　むしろ、俺の方が恥ずかしいんだが……。全然筋肉とかない貧相なこの体を、リア充じゆうがたくさんいる場所で晒さらさなきゃならないんだろ……？

　今から筋トレなんかやったって無意味だろうし……。




　電車を乗り継ついで、やがて、渋谷駅に辿たどり着く。渋谷駅は平日だというのにとんでもない人だった。

　テレビで見たことのあるスクランブル交差点は、夏コミレベルの人の多さで、それも全員リア充という俺にとって恐きよう怖ふの通りであった。

　人混みをかき分けて、やっとの思いで、２０９というファッションビルに辿り着いた。

　二人はもう何度も来たことがあるらしい。ときどき、本当に俺と同じオタクという人種なのかと不思議になる。




　エスカレーターで７Ｆまで上がり、目的の水着専門店に辿り着く。

　店の中は若い女性ばかりで、本当に俺が入っていいものかと気き後おくれした。

「わー、やばい！　可愛い水着いっぱい！」

「すごい！　帽ぼう子しとかサンダルも買いたいですね！」

　そんな俺とは相反して、二科も三波さんも一気にテンションが上がっている。

「可愛い水着あったら試着してみよ！」

「そうですね！」

　女子の水着を一いつ緒しよに見るなんてことだけは絶対に避さけ、なるべく目立たないように背中を丸めて男物の水着を物色した。

　この空間にいるのがいたたまれない。

　女性客たちになんであんな冴さえない男が来てるんだよキモい、とか思われてるんじゃないだろうか。

　こんなことなら、俺だけアマゾンで適当な水着を買って済ませれば良かった……。

　そんなことを考えながら、何気なく水着を手に取って値札を見る。

「……!?」

　値段を見て、驚いた。一万円を軽く超こえていた。

　水着って、こんなに高いのかよ……!?　もっと安いのもあるよな……!?

　必死に一つずつ値段を見ていく。




「わー、二科先輩すっごく可愛いです！」




　そんな中、三波さんのテンション高めの声が聞こえてきた。

「あ、一ヶ谷先輩、そんなところにいらっしゃったんですか！　一ヶ谷先輩も見て下さいよ！」

「え……」

　三波さんに言われて目をやると、店の奥の試着室で、二科が早さつ速そく水着を着ているのが見えた。

「……！　え、あ、一ヶ谷……!?」

　二科は、俺の姿に動どう揺ようする。

　二科は、上半身は白のレース、下半身は赤い花はな柄がらの水着を着ていた。

　よくテレビやアニメで見る、所謂いわゆる三角形のビキニとは、形が少し違ちがう水着であった。

　上下に分かれたビキニの水着であることには違いないのだが、上半身は大きな二段のフリル状になっていて、細い紐ひもで後ろで結ぶようになっている。下半身は、短いスカートのような形になっていた。

　実際にプールや海で着る水着って、こういうのが流行はやってるのか……。

　三角ビキニに比べたら露出度は少ないものの、それでも胸の谷間は見えてるし、肩かたも脇わきも二の腕うでも腹も太ももも露出していて、目のやり場に困る。

　二科って、普ふ段だんはあまり分からないけど、脱ぬぐとスタイルいいんだよなあ……。

　胸は割とあるし、ウエストはめちゃくちゃ細いし、脚あしは細いけど細すぎなくてちょうどいい。それに、色が白くて肌はだが綺き麗れいだし……って、やべ、あんまジロジロ見てたら殺される……。

「あとこっちの水着で悩なやんでて……」

　二科はもう一つの水着を手に持って見せた。

　そっちは、ピンク色のチェック柄がらで、形自体は似ているようだが、下半身がスカート型ではなく普通の水着型であった。

「そっちも可愛い！　是ぜ非ひ着てみて下さい！」

「ほんと？　じゃ、ちょっと待ってね……」

　二科は一度試着室のカーテンを閉めた。

「一ヶ谷先輩は試着されないんですか？」

「俺はいいよ！　試着って、穿はくだけだし……。み、三波さんは？」

「私は二科先輩の後に試着しようかなって思ってます」

　この後三波さんの水着姿も見られるかもしれないのか……？　二科の水着姿も見られたし……さっきは後こう悔かいしたが、やっぱり今日来て良かったな……？

　そんな会話をしている間に、再度カーテンが開いた。

「ど、どう……かな？」

　二科は少し恥ずかしそうに尋ねる。

　さっきの水着よりもこっちの方がエロい……。胸むな元もとは谷間部分に布がなくて紐が交差して結ぶタイプになっているから、さっきの水着より谷間が見えるし、下も、脇を紐で結ぶようになっている。
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　一層目のやり場に困るな、これは……。

「わ～～！　めっちゃ可愛いです！　どっちも可愛すぎて……！　一ヶ谷先輩はどうですか!?」

「え!?　う、うーん……」

　俺がコメントしてはいけない気がして、口ごもってしまう。

　正直、男の意見としてはこっちの水着の方がいいけど、そんなコメントしてキモがられたら嫌だし……。

「い、一ヶ谷、はっきり言ってよ！　オタク男子から見たら、どっちの水着がいいか！　オタク彼氏ができたら、この水着でプールとか海とか行きたいし……」

「……！」

　二科の言葉にハッとする。そうだよな。そのための協力関係じゃないか！　ここで恥ずかしいからって口ごもってどうする！

「じゃ、じゃあ、オタク男を代表して俺の意見を言うと……こっちの水着の方がウケがいいとは思う。さっきの水着はオシャレなのかもしれんが、デザインが奇き抜ばつすぎてオタク男としてはあんまり……。この水着みたいに、やっぱスタンダードに可愛いのが好きだと思う。あと、こっちの水着の方がロリっぽくて可愛いと思うし……」

　それに加え、こっちの水着の方が露出度も高いし……というのは、言わないでおいた。

「ふーん、そっか……じゃ、こっちのにしよーかな！　私もこっちの水着の方が気に入ってるし。結構露出度高いから恥ずかしくはあるけど……」

　二科はそう言いながらカーテンを閉めた。

　俺の意見をそんなに参考にするなんて、こういうところに関しては、二科って結構俺のこと信しん頼らいしてくれてるんだな……。

「それじゃあ、わたしも試着してきますね」

「あ、うん……」

　三波さんは一体どんな水着を着るのだろう……？

　二人の着き替がえを待つ間、再び男物の水着を漁あさる。値札を全部見ていったが、安くても五千円以上だった。

　ぶっちゃけ、自分的には水着なんてどれでもいい。多分この一回しか着ないだろうから、あまり金をかけたくない。

　だけど、リア充だらけのナイトプールなんかに行って、浮うくのだけは避けたい。

　やがて二科が着替えを終えて、試着室から出てきた。

「あんたはどれ買うの？」

「正直、どれも高い……。水着にこんなに金かけたくない……」

　正直な気持ちを二科に伝える。

「えー、せっかく来たのに!?」

「もっと安いかと思ってたんだよ……」

「じゃあどうすんの？」

「ネット通つう販はんで安いの買おうかな……」

「それでもいいけど……あんまダサい水着だと一緒にいるの恥ずかしいんだけど……」

「くっ……！」

　ジト目で二科に言われて、悔くやしいけど、確かにあんまりにダサい水着じゃ、めちゃくちゃ可愛かわいくてオシャレな水着姿の二人と一緒にいて恥はずかしいと思った。

「ネット通販で買うなら、ここでオシャレな水着見て覚えて帰って、それに似てるの買いなよ」

「……！　な、なるほどな」

　そう言われて、先ほどは値段しか見ていなかったが、今度は一着ずつデザインを見ていく。派手な柄のものが多めだが、単色やボーダーのものもあり、こういうシンプルな方が着やすいと思った。

　二科が自分の水着の会計を済ましている間に、一人で一着ずつ水着を見ていると……。

「どのような水着をお探しなんですか？」

「……っ！」

　男性店員に声をかけられ、思わず体を強こわばらせた。

「あ、えっと、今度ナイトプール行くので、それに着ていく水着を……」

　仕方なく、正直に話す。このまま話してたら、買わなきゃいけない流れになるんじゃ……!?

「そうなんですね。そうしましたら、サーフパンツとかどうですかー？　陸に上がっている時間が多いようであればおすすめですよ。僕も毎年サーフパンツ穿いてます！」

「サ、サーフパンツ……？」

　……って、なんだ？

「はい！　元々はサーフィン用のものなんですけど、普通の水着に比べてすぐ乾かわきますし、ハーフパンツとして私服としても穿けますし、今人気なんですよ」

　私服として穿けるのか……。水着なんて一回くらいしか着ないだろうから、それはとてもありがたい。

「下にアンダーショーツがついているタイプもあるので、こちら一枚でも水に入ることができますし」

　え……そもそも水着って、一枚着ただけじゃ水の中に入れないの？　水着なのに？

「こちらとか、下にアンダーショーツがついてるタイプです。すごく人気ですね！」

　店員は一着の水着（サーフパンツ？）を手に持って見せた。

　アロハ的な派手な柄のもので、俺にはキツい。

「勿もち論ろん、下にインナーを穿いても大だい丈じよう夫ぶですし！」

「イ、インナー……？」

「はい。専用のものも売ってますし、普段お使いになられているショーツでも問題ないですよ。おすすめはボクサーですね」

　え？　パンツの上に水着穿くの？　もう初めて知ることばかりで頭が混乱しそうなんだが。

「そ、そうですね……もう少し地味めのがいいかなと……。あっでも、できればダサすぎない方が……」

　ここで答えてしまったら買う羽目になると分かりつつ、素す直なおに応対してしまう情けない俺である。

「ではこちらなんかどうですか？　今年のトレンドは、長すぎず短すぎない丈たけ感なんですよ。このくらいの、膝ひざが余よ裕ゆうで見えるくらいがおすすめです」

　次に店員が出してきたのは、三本の太めのストライプ柄の水着であった。先ほどのも今回のも、膝上くらいの丈のものだ。この丈が流行なのか……。

「ああ、こういう柄だったら……」

　いいかも、と思いつつ、さりげなく値札を見る。

　一万円超ごえの数字を見て、固まった。

　やべえ、こんなの絶対買えない。

「こちらの水着ですとアンダーショーツがついていないので、おすすめのインナーはこちらですね！」

　水着の下に穿くとかいうインナーを店員が持ってくる。エスニックみたいな柄で、値札を見ると五千五百円とあった。

　インナーまでこんな値段すんのかよ!?

「あ、あはは……」

　しかし、どう断ればいいか分からず、その場に固まってしまう。

「あ、一ヶ谷。いい水着あったの？」

　そこに、会計を終えた二科が声をかけてきた。

「え、あ……」

「へー、このデザイン可愛いじゃん！」

「今年すごく売れてるデザインなんですよー！」

「そうなんですね。あ……でも、もうちょっと色々見て決めまーす！」

「かしこまりました。ごゆっくりご覧下さい」

　二科の言葉に、店員は笑え顔がおで離はなれていった。

「えっ……お前なんで……」

「あんたの顔に高くて買えないって書いてあったから……ってか、なんで自分で断れないの！」

「うっ……だって話がどんどん進んで……どんどん断りにくい空気に……」

「店員だって慣れてるんだから、ああ言えばすぐどっか言ってくれるんだって」

「そ、そうか……」

　二科が撒まいてくれて本当に助かった……。

　やっぱり、いいと思うデザインの水着はめちゃくちゃ高いんだな……。

「とりあえずどういう水着がいいかは決まったの？」

「ああ。デザインはなんとなく……。あと、店員と話して色々聞けて助かったかも」

　水着についての知識ゼロだったから、色々教えてもらえてありがたかった。今日店員が言っていたことを踏ふまえて、あとで通販で購こう入にゆうすることにしようと思う。

「ふーん、良かったじゃん。ってか三波さん、ちょっと時間かかってるね。なんかあったのかな？　三波さーん、大丈夫ー？」

　二科が、三波さんの入っている試着室に向かって声をかける。確かに、水着に着替えているだけにしては長い気がする。

「あっ、はい……すみませんお待たせしちゃって……。一応着替え終わったんですけど……」

「あ、ほんと!?　じゃ、開けていい!?」

「えっ……!?　あ、えっと……い、一応、大丈夫っちゃ大丈夫ですが、ちょっと……」

「？　開けるよー？」

「へ!?　あ、はいっ……」

「……！」

　二科がカーテンを開けて姿を現した三波さんは、黒のセクシーな水着を身につけていた。

　胸むな元もとが大きく開いていて、豊満なバストを惜おしげもなく見せている。また、下半身も普ふ通つうの水着よりローライズに見えた。

　雑誌で見るグラビアアイドル並み……いや、下手したらそれ以上に迫はく力りよくのあるスタイルに衝しよう撃げきを覚える。

　制服の時点でスタイルいいし、胸が大きいとは思ってたけど、水着姿を見ると刺し激げきが強すぎる。一体何カップあるんだ？　Ｅ？　Ｆ？

「やっば！　三波さん、やっぱめっちゃスタイルよすぎ～～！」

　っていうか、エロすぎる。こんな姿でプールなんて行ったら大変なことになるぞ……。「イベントで着る衣い装しようが衣装なんで、少しセクシーめの水着じゃないと、慣れる練習として意味がないかなって思って、この水着選んだんですけど……着てみたら想像以上に露ろ出しゆつ度どすごくて……鏡見て呆ぼう然ぜんとしてしまって……。さ、さすがにこれで人前に出るのは無理だな、って……」

　三波さんは恥ずかしそうに体を隠かくしながら言う。そりゃそうだろ！

　その恥じる姿が一層扇せん情じよう的なのだが……。

　って、こんなに恥ずかしがってるなら見ない方がいいか……。慌あわてて視線をそらす。

　まさか三波さんのこんなにセクシーな姿が見られるなんて……。やっぱり改めて、今日来て良かった……。

「た、確かに、この姿をプールで披ひ露ろうしちゃうのは勿もつ体たいないかも！　別の水着も着てみなよ！」

「はい、そうします……」

　次に三波さんが試着したのは、水色で、胸元がＶネックに開いており、大きめのフリルになっている水着だった。

　先ほどの水着よりは露出度が控ひかえめだが、それでも胸元の谷間は大きく見えている。三波さんの胸が大きいからこんなにセクシーになっているということもあるとは思うが……。

　爽さわやかな水色が三波さんによく似合っており、セクシーながらも清せい楚そさも感じさせる水着姿であった。

「めっちゃ可愛いっ！　この水着がいいよ！」

「二科先せん輩ぱい、ありがとうございます……」

「ちょっと、一ヶ谷もなんとか言えば!?」

「えっ、いや、俺は……」

　さっきから二人とも、俺に意見を言わそうとするなよ！　俺が可愛いとか最高とか言ったところで、セクハラ紛まがいになるだろ！

「え、えーと……さっきのより、こっちの方がいいんじゃないかな……？」

　いや、さっきの水着もエロくて最高だったんだが、あの姿でプールで遊ぶなんて危険すぎるからな。

「じゃ、これ買っちゃいますね」

　三波さんが私服に着き替がえて、二着目の水着を購入した。




「や～可愛かわいい水着買えて良かったー！　ちょっと高かったけど……」

　店を後にして、渋谷の駅に向かいながら、二科が話す。

「可愛いのばっかりで迷っちゃいましたね。一ヶ谷先輩は、一度も試着しなかったですけど、良かったんですか？　水着、買えたんですか？」

「ああ、俺は……結構高かったから、ネットで買おうかなって……」

「そうなんですか」

　結局、二人の水着姿を見についていったみたいになっちまったな……？　勿論そんな目的ではないし、二人がそう思ってなければいいんだが……。




「じゃ、プールに行くのは、コスプレイベントの一週間前の日曜でいいかな？」

「そうしましょう！」

「また学校帰りに、今度は池いけ袋ぶくろに行ってコスプレ用のウィッグとカラコンと靴くつ買いに行こっか！」

「そちらまでお付き合いさせてしまっていいんですか……？」

「勿論！　ってか、私もウィッグ買いたいしカラコン買いたいんだよね！」

「二科先輩は何のコスプレされるんですか？」

「『ズアーレルーン』の『ユニケーン』にしよーかなって！」

「『ユニケーン』、可愛いですよね！　二科先輩のユニケーンコス、楽しみです！」

　話しながら渋谷駅に辿たどり着き、俺たちは三波さんと別れた。




　家に帰ってから、大手通つう販はんサイトで水着を探す。

　今日渋谷で見た水着よりも大おお幅はばに安いものがたくさんあり、驚おどろいた。

　とりあえず店員が言っていたのは……。

『サーフパンツは私服としても穿はける』

『アンダーショーツがついているものであれば、インナーが必要なくて便利』

『今年の流行は長すぎず短すぎない丈』

　それを踏まえた上で、今日店で見た水着を参考に、派手すぎずダサすぎないと自分で感じたデザインの水着を探すことにする。

「結局何で買うのー？」

　ソファーでスマホを見ていると、向かい側の椅い子すに座る二科に声をかけられる。

「楽らく天てん見てるけど、逆にありすぎて悩なやむ……」

「あー、楽天ね。私もよく色々買うけど、とりあえず『レビューの件数が多い順』に表示して、レビューの件数が多い且かつ評価が高いやつがいいよ。そんでちゃんとレビューも見ること！」

「……！　な、なるほど！」

　二科に有益なアドバイスをもらい、その通りに表示して上から順に見ていく。

　店員のアドバイスを踏まえ、今日見た水着のデザインを思い出しながら、無難なデザインの水着をいくつかブックマークに入れた。

　見ていくうちに、インナーつきの水着であっても下にインナーは穿いた方が良い、今日店員が言っていたようにボクサーパンツで代用可、ということが分かってきた。

　とりあえず当日は、普段穿はいているボクサーパンツを持って行くことにしよう……。

「いくつか絞しぼった……！　見てくれないか？」

「あー、いいけど」

　二科にスマホを渡わたす。

「ふーん。んー……私的にはこれかな！」

　暫しばらく目を通したあと、二科にスマホを返される。

　画面に映っていたのは、大きなストライプ柄がらのサーフパンツであった。俺が今日渋谷の店で見た中でいいと思った水着に似ているデザインで、値段は三分の一以下であり、俺もこれが一番いいと思っていたため、内心良かったと思う。

「よし、これ買うわ！」

　その場で水着を購入し、とりあえずやらなければならないことが一つ片付いた。







　翌日。

「はい、これ、カメラ」

「おおお！」

　教室で、あいに布ぬの袋ぶくろを渡される。中にはケースに入った一眼レフカメラと思われるものが入っていた。

「さんきゅーな！」

「今軽く使い方教えるから、出してみて」

「あ、ああ」

　高価なものなので少し緊きん張ちようしながら、ケースからカメラを出す。

「出した状態ではレンズがついてないから、まずはこの内ポケットに入ってるレンズを取り付けるの」

「なるほど……」

　あいにレンズの取り付け方を教わりながら、慎しん重ちように取り付けた。

「景虎は初心者だから、オートでいいかな」

「オート？」

「自分で設定しないで撮さつ影えいできるモード。露ろ出しゆつとか色味とか、次のイベントまでにできるようになるの大変だろうから、オートモードだったら自動で調整してくれるんだよ。ピントさえ合わせれば大だい丈じよう夫ぶかな～」

「おおお、マジか！　そっちのがありがたいな」

　その場であいに使い方を教えてもらい、試ためしにあいや机の上にあるものなどを撮影して練習した。

「おお……ちゃんと自動的に後ろがボケる！」

「一眼レフだからね」

　これは結構楽しいかもしれない。カメラにハマる人の気持ちも分かる気がした。

「まあ初心者だから色々難しいことはやらなくていいけど、一番大事なのは……レイヤーを綺き麗れいに撮とること！」

「……？　ま、まあそうだよな……」

「これができないカメラマンさんが結構多いんだよね～。レンズ越ごしに見て、綺麗に撮れる角度を探って撮影するんだよ」

「ほお、なるほど……？」

　レンズ越しにあいを見て、言われた通りに色んな角度からあいを写し、シャッターを押してみる。

「あと、いいと思う色んな角度から何枚も撮る！　数打ちゃ当たるから、何枚も撮ること！」

「お、おう……」

　言われた通り、何度もシャッターを切った。

「あとは……これはレイヤーさんに寄るけど、上から撮ってもらった方が可愛く撮れるからって喜ぶ人が多いかなー」

「なるほどな……」

　あいに色んなコツを教わりながら、実際にあいを撮影した。

「ちょ……僕ばっかりそんなに撮らないでよ……」

　俺があまりにバシャバシャ撮りまくっていたせいで、あいが少し照れた表情で困こん惑わくし出した。

　俺の目的は、可愛いコスプレイヤーと知り合って名めい刺し交こう換かんすることだが、初心者なりにある程度いい写真を撮って、レイヤーにいい印象を持ってもらえるよう頑がん張ばろう。







　その週のうちに二科と三波さんは学校帰りにコスプレショップへ行きウィッグやカラコン、コスプレ用の靴などを購こう入にゆうしたらしい。

　二科に、コスプレのウィッグカットを俺の家でやっていいか、勿もち論ろん掃そう除じはする、と聞かれ、承しよう諾だくした。

　一方で俺も、一応カメラマンとしての名刺を作って自宅のプリンターで印刷した。

　名刺と言っても、ネットで使っているハンドルネームとツイッターのアカウントだけを載のせた簡素なものだ。まさか二科みたいに、自分の画像なんて上げるわけにいかないからな……。




　　　　＊　＊　＊




　三日後。

　学校から帰ると玄げん関かんに二科のローファーの他にもう一足、茶色のローファーが並んでいた。

　瞬しゆん時じに、三波さんが来ているのだと察して少し緊張する。

　そうか、ウィッグのカットとかセットするって言ってたの、今日だったか……。




「ただい……、!?」

　リビングへの扉とびらを開けて、固まった。

　そこには、二科と三波さんがいたのだが……二科は私服姿なのに、三波さんがとんでもない格好をしていた。

「ひゃっ！　い、一ヶ谷先せん輩ぱい……!?」

　全身鏡で自分の姿を確かく認にんしていた三波さんは、上半身は白い水着のような衣い装しようを身につけ、下はとんでもなく短い白いミニスカートを穿いている。その下には白いニーソックスを穿いていた。

　俺の姿を見て、少し恥はずかしそうに頰ほおを染めて驚いている。

　な、なんだこの衣装は……!?

　でも、なんか見覚えのある衣装だな……？

　あ、そうか。これ、三波さんが『ワンダフルフェスティバル』でコスプレＭＣの仕事をするときの衣装だ。

　そのときはキャラのイラストで見せてもらったが、実際に着ているとこ見ると、とんでもない露出度だな!?

　三波さんの白い豊満なバストが、半分以上見えてしまっている。スカートもめちゃくちゃ短い。確か、元のイラストはパンツ丸見え状態だったが、ミニスカート風にアレンジされるって言ってたっけか……。でも、これでステージに上がったらパンツ見えるんじゃ……!?

　おそらく、三波さんのスタイルが良すぎてエロくなっているということもあるんだとは思うが……。

「す、すみませんいきなりこんな格好お見せしちゃって……。仕事で着る衣装が届いたもので……」

　三波さんは恥ずかしそうに胸むな元もとを押さえた。

「どんだけ露出やばいのか確かめないとって話になって、実際着てもらったの」

「な、なるほど……？」

「でもほんとすごい露出度だね!?　露出対策しないとまずいってこれ！」

　二科の言う通りだ。これから売り出していく新人声優の三波さんが、こんな格好で公おおやけの場に出るなんて、危なすぎる。

「そ、そうですよね……。そうだ、せっかくだから今カットしたウィッグも、確認のためにかぶってみていいですか？」

「うん、かぶってみなよ！」

　見ると、床ゆかの上に新聞紙が敷しかれ、その上にウィッグ用らしきスタンドにウィッグがかぶせられていた。

　ピンク色のロングヘアで、前に見せてもらった三波さんがコスプレするキャラクターの髪かみ型がたのようだ。

　ゴミ袋ぶくろにはピンク色の髪かみがたくさん入っているので、カットが終わったのだろう。




「……っ!?」




　三波さんは身をかがめてウィッグをウィッグスタンドごと持ち上げたのだが……しゃがんだ瞬しゆん間かん、後ろにいる俺の位置から三波さんの下着が見えてしまった。

　い、意外にも……白、か……。正統派で素す晴ばらし……。

「はっ!?」

　三波さんは慌あわててスカートのお尻しり部分を押さえて、俺の方を振ふり向いた。

「い、一ヶ谷先輩……今……」

　三波さんは真っ赤になって焦あせっている。

「え!?　いっいやっ……」

「ちょっ一ヶ谷、あんた今三波さんのパンツ見たわけ!?」

「いや！　み、みみみみ……」

「最低！」

　いや、俺は何もしてないのに……！

「いえ、すみません、わたしが不注意だったので……！」

　なぜか三波さんが謝る。

「やっぱその衣装、絶対下に何か穿はかなきゃだめだよ！」

[image: ]

「そうですね……。でも、スパッツを穿くと、スカートが短すぎてスパッツが見えてしまって……」

「そしたら、この間買った水着を穿くとかは？　水着の上にストッキング穿いて、ストッキングの上にニーソックス穿いたらいいと思う！」

「なるほど……それいいですね！　そうします！」

　是ぜ非ひとも俺もそうして欲しいものだ……。不特定多数のオタクたちに三波さんのパンツが見えてしまうのは、避さけてもらいたいところである。

「あと、胸の方は、衣装の下に何かつけてる？」

「え？　いえ、特に……」

「え、ヌーブラとかニップレスとか、何もつけてないの!?」

「あ、何を買えばいいのか分からなかったので、まだ何も……」

　……つまり、あの衣装の下には三波さんのそのままの乳が収まっていると……。

　やばい、想像したら興奮が抑おさえられない。

　今にも衣装から溢あふれんばかりの胸なのに、ちょっと何か事故があったらすぐポロリしてしまうんじゃ……!?

「本番は絶対ニップレスかヌーブラつけた方がいいから！　通つう販はんで売ってるから！　ほら、こういうの！　ヌーブラの方が安心かも」

「あ、こんな便利なものがあるんですね……！　買っておきます」

「じゃあ、ウィッグつけてみようか。付け方教えるね」

「お願いします！」

「まずこの肌はだ色いろのウィッグネットを首まで通して、それから顔の上に上げて髪の毛を全部ウィッグネットの中に収めるの」

「分かりました。……じゃあ、洗面所お借りしますね」

　俺の方を一瞬見てから、三波さんはそう言って洗面所へ向かう。

「ここにも鏡あるのに、なんでまた洗面所で……？」

「いや……ウィッグネットかぶるときって一瞬すごい変な顔になるから、ここでそれやって見られたくなかったってことでしょ」

「え……あ、そうなのか？」

「ってか、さっきの説明で割と察しがつかない？」

　いや、全く分からなかったが……。ってことは、一瞬俺の顔を見たのは、俺にその顔を見られたくなかったってこともあるのか？

　そんな風に思ってくれるのは、一応俺のことを少しは意識してくれているのかと、嬉うれしくなる。

　いや、しかしそれよりも、その露ろ出しゆつ度どの高い衣装の方がずっと恥ずかしいと思うんだが……？

「三波さんがウィッグつけるの手伝ってこよ」

　二科も洗面所へ向かい、少しして二人で戻もどってきた。

　三波さんはピンク色のウィッグもとても似合っていた。

「あとはメイクだね！　眉まゆ毛げは、ピンク色の髪の色に合わせて、今の眉毛をコンシーラーで薄うすくして、ピンク色のアイブロウで眉毛描かくって感じだよ。あとアイメイクもコスプレのときはいつもよりがっつりやった方がいいかも。アイラインとアイシャドウ、つけまつげでキャラの目元に近づけるの」

「分かりました！」

「ちょっと一ヶ谷、男子がいるとメイクとかしにくいから、部屋行ってて」

「あー、はいはい」

「あ、すみません……」

「え、いや、三波さんが謝ることじゃないから！」

　二科の奴やつ、なんで自分の部屋じゃなくてリビングでやるんだよ……と内心愚ぐ痴ちりつつ、仕方なく自分の部屋に戻る。

「…………」

　しかし、三波さんのコスプレ姿……とんでもない破は壊かい力だったな。一人になると思い出さざるをえない。

　彼女の艶なまめかしい姿がまぶたの裏に焼き付いて離はなれない。




「一ヶ谷ー、もう出てきていいよー！」

　下の階から二科の声が聞こえ、俺は部屋を出てリビングへ降りた。

「お、おお……！」

　そこには、完かん璧ぺきなコスプレ姿の三波さんがいた。

　コスプレ用のメイクというのは、普ふ段だんのメイクより随ずい分ぶん濃こいようだが、ウィッグも派手な色だし、コスプレ姿にはこのくらいしっかりした方が合っているかもしれない。

「めっちゃ可愛かわいいよね！　二次元そのものってくらい！」

「あ、ああ……」

　とにかくめちゃくちゃ可愛いし綺き麗れいだしセクシーだし全すべてが素晴らしい。しかし、なんと褒ほめたら気持ち悪がられないか分からず、何も言えなかった。

「二科先輩のおかげです。ありがとうございます……」

　三波さんは恥ずかしそうに二科に礼を言う。

「三波さんが元々二次元みたいなビジュアルしてるんだもん！　メイクするのも楽しかったー！」

「このメイク、写真に収めて当日はしっかり再現したいなって思います」

「あ、そしたら三波さんのスマホで撮とるよ！」

「助かります！　ありがとうございます」

「あ、そういえば……一眼レフカメラ、あいから借りられたから」

「え、マジで!?　そしたら、せっかくだから一眼レフでも三波さん撮さつ影えいして、三波さんにデータあげたら？　当日はステージ上だから小さくしか撮れないだろうし」

「え……！」

　俺が、三波さんのコスプレ撮影を!?

「え、一眼レフカメラ……？」

「あ、私と一ヶ谷で、『ワンダフルフェスティバル』行こうって話になってて。私はコスプレで、一ヶ谷はカメラマンとして。三波さんがＭＣやるステージって、なんか事前に予約とかチケットとか必要な感じ？」

「いえ、誰だれでも無料で見られますが……」

「そうなんだ！　客席から応おう援えんしてるからね！」

「え……!?　ほ、本当ですか？　見に来て下さるんですか？　お二人が客席で見守って下さるなら、とっても心強いです！　ありがとうございます！」

　三波さんが俺たちが来ることを喜んでくれているようで、良かった。

「それと……さっき一眼レフって……？」

「一ヶ谷が一眼レフカメラ、イベント用に友達に借りられたんだって。せっかくコスプレしたから、写真残しといたらどうかなって」

「あ、是非お願いしたいです！　実は当日、ステージ上は撮影禁止なので、写真残らないの残念だなって思っていたので……」

「そうなんだ！　じゃあちょうど良かった！」

「え、あ、でも、俺撮影全然下手くそだけど……」

　っていうか、こんなエロいコスプレ姿の三波さんを、本当に俺が撮っていいのかよ!?

「いーから、一眼レフ持ってきなよ」

「う……あ、ああ……」

　とりあえず二科に言われるがまま、部屋からあいに借りた一眼レフカメラを持ってきた。あいに教わった通りに、レンズをカメラに取り付ける。

「え、えっと、じゃ……ほんとに撮るよ……？」

　三波さんにレンズを向ける。ドキドキと緊きん張ちようのあまり手が小刻みに震ふるえる。

「あ、はい……お願いします！　ええっと、ポーズ、どうしたらいいのかな……」

「振り返りとかどう？　その衣い装しよう、バックも可愛いし！」

　どのようなポーズをとったらいいか戸と惑まどっている三波さんに、二科がポーズの提案をする。

「あ、じゃあ是非そうします！」

　三波さんは俺に背中を向けて、少しこちらを振り返る。

　震える手でやっとの思いでシャッターを切った。

　シャッターを押すとき手が震えたので、ブレてしまっているかもしれない……。

「じゃあ今度……座ってみたら？」

　二科がポーズの指定をしてくれて助かった。俺じゃ緊張しすぎてそんなこととてもじゃないができない。

「こう……ですか？」

「……！」

　三波さんがぺたんと女の子座りをしたとき、一瞬……またしても、パンツが見えた気がした。

　うおおおおお！

　……でも、あれ、なんかさっきと違ちがうような……。

「あっ三波さん、今水着見えた！」

「あ、す、すみません！」

　二科の指し摘てきに、三波さんが恥はずかしそうに慌あわててスカートを前から押さえる。

　水着……!?

　そ、そうか、露出対策のためにスカートの下に水着を穿いたのか……。

「ちょっと一ヶ谷、あんた今変なこと考えてないよね!?　三波さん今、ちゃんと下に水着穿いてるんだからね!?」

「えっいや別に、俺は何も見てないし……！」

　二科の言葉を、慌てて否定する。




　その後も何枚か撮影し、三波さんにパソコンのメアドを教えてもらって、後で画像を全て送ることになった。

　三波さんに夕飯も食べていけば？　と二科が提案したが、さすがにそれは悪いと三波さんが遠えん慮りよし、着き替がえを終えた後三波さんが帰ることになり、二人で見送った。




「私もコスプレの準備ほぼ整ったし、あんたもカメラ借りられたし、バッチリね！　あとは……あんた、もう少しカメラ練習すれば？　さっきめっちゃ手ぇ震えてたでしょ。あれじゃレイヤーにドン引きされるかもよ……？」

「うっ……」

　さっきは被ひ写しや体たいがあんなに刺し激げき的すぎたからそうなってしまっただけだ、と言いたかったが、言ったら二科にバカにされるか気持ち悪がられるかだろうと思い、何も言い返せなかった。

　でも、確かにカメラの練習は少しはしておいた方がいいかもしれない……。

「でも、練習っつったって、被写体がいなきゃ練習になんないし……」

　そこらへんの家の中とか外とか撮ったって、人を撮らないとあんまり意味がないような気もする。

「まー確かに……。あ、そしたら、私が練習に付き合ってあげよっか？　ってか、私もポーズとか全然できてないから練習したいし」

「……！　マ、マジか……。じゃ、じゃあ、頼もっかな……」

「じゃ、着替えてくる！」

　二科が着替えるために自室へ向かった。

　まさか二科のコスプレ姿でカメラの練習をすることになるとは……。

　前にも一度家の中で、二科のコスプレ姿の撮影をしたことがあったが、そのときはスマホで撮っただけだったからな……。

　ちゃんとしたカメラで撮るとなると、前よりも緊張感が増す。それに、うまく撮れるようにならなければならないというプレッシャーもあるし……。




「おまたせ」

　三十分後。

　待ちくたびれた頃ころに、二科がリビングに戻ってきた。

「……！　お、お前、随ずい分ぶん時間かかったな……」

　そこには、完璧なまでに可愛い『ズアーレルーン』の『ユニケーン』コスに扮ふんした二科がいた。手には馬のぬいぐるみを持っている。

　薄うす紫むらさき色の長い髪かみに、胸むな元もとの開いたノースリーブの白いワンピースを着ている。

「本番と同じようにウィッグとかメイクもセットしないと、練習の意味ないかなって思って！　本番はもっとメイクしっかりやるけど」

　既すでに完璧なメイクに見えるのだが、これ以上しっかりやるのか……。

　胸元や脇わきなど案外露ろ出しゆつ度どが高く、目のやり場に困る。そんなこと言ってたら撮影どころじゃないのかもしれないが……。

「あんたに『ズアーレルーン』がオタク男子の間でめっちゃアツいって聞いて、ずっとやってるんだけど、普通にゲームとして面おも白しろくてハマる～！　『ユニケーン』が私的に一番可愛くて、ずっとコスしたくてー！」

「へえ、ちゃんとゲームやってるんだな……。ちゃんと原作にハマってコスしてるってのは、オタク男からより好印象だと思う」

「へへっ、だよね！　じゃ、早さつ速そくこの辺で撮ってもらおっかな！」

　二科は、前にうちでコスプレ撮影したときに撮った白い壁かべの前まで移動する。

「えっと、ポーズとかどうしよ……」

　二科は棒立ちの状態で狼狽うろたえる。

「何かしらポーズはとった方がいいんじゃ……？」

「う……だから今練習してるんじゃん！」

「『ユニケーン』といえば、公式イラストのぬいぐるみを両手で抱かかえてるポーズのイメージが強いけど……」

「あっ、確かに！　えーっと、こんな感じ？」

　二科は俺の言う通りにぬいぐるみを抱える。

「じゃあとりあえず、撮るぞ」

　二科がポーズをとったので、カメラを構える。

　学校であいに教わったことを意識する。

　とにかく大事なのは、レイヤーを綺麗に撮ること。

　ファインダー越ごしに色んな角度から見て、綺麗に見える角度何箇所かから、何枚も撮ること。

　二科に焦しよう点てんを合わせて、何度かシャッターを切った。

「見して！」

「ああ、はい」

　カメラのストラップを首から外し、カメラを二科に渡わたす。

「う──ん……なんか変……」

「えっ……なんかってどこが？」

「正面の自分の顔ってあんまり好きじゃないかも……次右側向くわ。あとなんか棒立ちすぎるなー……。あとは、ちょっと遠すぎ。もっと近づいて撮とって」

「……！　わ、分かった」

　再度俺がカメラを構え、二科はポーズを取る。

　二科に言われた通り、もっと近づいて撮さつ影えいする。確かに、さっきまでの写真は余白がありすぎたな。近づいた方が全然良くなった。

　何枚か撮影し、二科に見せ、それを見て二科が角度やポーズを研究し、再度撮影し……を何度も繰くり返した。

「一ヶ谷も、ファインダー見ながらこういうポーズの方がいいとか、こういう顔の向きの方がいいとか言ってよ」

「……！　わ、分かった。じゃあ、次反対向きで……」

　確かに俺からも指示した方が、よりいい写真が撮れると思った。

　そうしていくうちに、二科は二科で自分がよく撮れる角度やポーズが分かってきたようで、俺も撮影に慣れてきて、どういう風に撮ればよく撮れるかということも、ほんの少しだけ分かってきた気がする。

「じゃあ次……座り撮ってもらおっかな」

　二科がその場にぺたんと座る。

　そうだ、あいに『上から撮ると可愛かわいく撮れると喜ぶレイヤーが多い』と聞いたことを思い出す。

　これは絶好のチャンスだと思い、上からカメラを構える。

「……！」

　さっきから少し思ってたけど……この衣装、イラストで見る二次元よりも三次元の方がエロいな……？

　胸元が結構開いているので、こうして上から撮ると、二科の白い胸と谷間が結構見えてしまう。これはなんというか……結構、ヤバい。

「ちょっと一ヶ谷！　なんで撮んないの？」

「あ、あ、ああ……えっとだな……この角度はあんまりやめておいた方が……」

　どうせすぐ写真を見せるのだから、これ胸めっちゃ写ってるじゃん！　って怒おこられる未来は目に見えている。ならば、事前に注意しておいた方がいいと思った。

「え、なんで！　自撮りでも上から撮った方がよく撮れるから、上からは撮って欲しいんだけど！」

「……。わ……分かったよ」

　そこまで言うなら仕方ない……。俺は怒られること覚かく悟ごで上から撮影した。

　さっきまで全然緊きん張ちようしていなかったのに、この撮影だけ手が震ふるえる。

　ファインダーに写る、二科の白くて柔やわらかそうな胸が眩まぶしい……。震えそうな手を抑おさえてシャッターを押す。

「撮れた？　見せて！」

「…………」

　仕方なく、俺は二科にカメラを渡す。

「……!?」

　二科は写真を見てすぐに固まった。見る見る顔が赤くなっている。

「ちょっ、これ……！　あんっ……！」

　俺に向かって怒ってくるが、言葉になっていない。

「だ、だから俺は言っただろ！　やめておいた方がいいって……！」

「やめておいた方がいいって、こういう……!?　……っ」

　二科は写真を見つめたまま俯うつむいてワナワナと震えている。やばい、これは相当怒って……。

「……今の写真、消したから！　とにかく、イベントの前にこの角度では撮らない方がいいってことがよく分かったから、これはこれで良かった……」

[image: ]

　二科は赤くなりながらも強がった様子で言い切った。

　確かに、不特定多数のカメラマンにこんな写真を撮られてしまうのは不本意だっただろうから、良かったかもしれない。俺には撮られてしまったわけだけど、まあ画像は残らないし……。

　それなりに撮影の練習ができ、そろそろ腹が減ってきたので、撮影を終えて片付け、夕飯の準備をすることにした。

　イベントに行く前に撮影の練習できて、俺も二科も良かったのではないかと思う。

　本番も、あいに教えてもらったことや、今日の練習で分かったことをしっかり意識して頑がん張ばろう。
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　ついに、三人でナイトプールへ行く日がやってきた。

　色々調べた結果、ホテルのナイトプールは未成年は入場できないところが多く、遊園地のナイトプールへ行くことになった。

　調べたところ、遊園地のナイトプールは財さい布ふにも優やさしいし、他のナイトプールよりも広いから快適らしく、ちょうどいいということになった。

　俺的にも、ホテルのナイトプールなんかよりはまだ敷居ハードルが低くありがたい。




　土曜日の夕方に遊園地の最も寄より駅で三み波なみさんと待ち合わせをして、遊園地へと向かう。




　午後十八時開演ということだったので、その時間より少し前に遊園地に到とう着ちやくし、チケット売り場の列に並んだ。既にものすごい人だ。

「やばーい、テンション上がってきた！」

「楽しみですね！」

　既にわくわくしている様子の二人を横目に、俺は不安でいっぱいだった。

　ホテルのナイトプールよりは少しハードルが下がったとはいえ、こんなリア充じゆうの巣そう窟くつみたいな場所にこの俺が来ることになるなんて……。

　列に並んでいるのは家族連れもいるものの、カップルや女子グループなど、いかにもイケてるリア充という人種ばかりであった。

　直前になって恐きよう怖ふに怯おびえる。

　せめて水着を恥はずかしくないものを買っておいて良かった。これでショボい水着持参だったら、この時点で帰りたくなっていたことだろう……。




「じゃ、着き替がえ終わったら連れん絡らくするね」

「一いちヶが谷や先せん輩ぱい、また後で」

「ああ、うん……」

　更こう衣い室の前で二人と別れ、一人で男子更衣室へと入る。

　一人になると一層不安が大きくなるが、更衣室には男性一人客が多かったので、それが唯ゆい一いつの救いだった。まあ、彼女と来ているリア充男ばかりということなんだが……。




　着替えを終えて、必要なものだけ持ってプールサイドへ出る。

　非リア充歴十六年、まさか女の子とナイトプールへ行く日が来るなんて夢にも思わなかった。

　夕方から夜に変わるくらいの時間、夕焼けが綺き麗れいなプールサイドには、オシャレでノリがいい音楽がかかり、水着の若い女子たちで溢あふれかえっていた。

　家族連れやカップルや男女グループ、そして男だけで来ている連中（ナンパ目的か？）もいるが、若い女子だけのグループの方が圧あつ倒とう的に多い。

　そして、当然のごとくリア充っぽい見た目の人種しかいなかった。

　声優が行ったってオタクの間でも話題になっていたから、少しはオタクも来ているのかと期待していたが、オタク臭しゆうを感じられるような人は一人もいない。

　想定していたことが、完全に俺場ば違ちがいじゃねえか……！

　それも、二人がまだ更衣室から出てこないから、もやし体形のオタク男子がぼっちで突つっ立ってるなんて、耐たえがたいほどに辛つらい。

　周囲からバカにされたような目で見られているような気がしてくる。実際には、周りを見ると誰だれ一人ひとり俺のことなんて気にしちゃいないのだが……。

　ああ、頼たのむ、二人とも早く出てきてくれ！




「やばーっめっちゃオシャじゃん！　テンション上がってきたぁ～」

「……！」

　なるべく周りを気にしないようにスマホを弄いじりながら待ち続けて五分程度、二に科しなと三波さんが更衣室から出てきた。

　二科も三波さんも、水着の上に何やら長い布を巻き付けていた。胸むな元もとあたりで結んでおり、体全体が隠かくれ、ワンピースのようになっている。

　あんなものもいつの間にか買っていたのか。あれ……パレオ、っていうんだっけか。やはり、露ろ出しゆつが気になんだな。

　しかし、まだ水着姿でないのに、既すでに二人は目立っていた。周囲の男性客、いや女性客もが、突とつ如じよ姿を現した二人の姿に釘くぎ付づけになっている

　こうして少し離はなれたところから改めて見ると……とんでもない二人とナイトプールに来られたもんだな、俺……。

　少し小こ柄がらで華きや奢しやでアイドルばりに可愛い派手な美少女、二科。今日は髪かみを団子にまとめている。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんでスタイル抜ばつ群ぐんのハーフ美少女、三波さん。今日はポニーテールに髪をまとめている。

　この空間には若い女の子だらけで、中には可愛かわいい女の子もチラホラいるのだが、二人の華はなやかさは圧倒的だった。

「どっちもやばくね？」

「右の子、小柄でめっちゃ可愛い！　ドストライクなんだけど！」

「左の子は、外国人か？　モデルかなんか？　すげー美人！」

　男どもの声が俺の耳にまで聞こえてくる。

「あ、一ヶ谷先輩、お待たせしました」

　二人は俺の姿に気づいてこちらに近づいてくる。

「え、男連れ!?」

「ってか男普ふ通つうじゃね!?」

「……っ！」

　周りの男たちは俺の姿を見てそんなことを言い始める。

　やっぱり俺、二人と並んだら明らかに釣つり合ってない、よな……。いや、自分でも分かっていたんだが……。

　まだせめて無難な水着を着てきて良かった。これでクソダサい水着だったら更さらにディスられてたんじゃないかと思うと、考えただけで恐おそろしい。

「しかも男一人かよ!?　なんであんな男がハーレム状態なんだよ!?」

　くっ……好き勝手言ってくれやがって……！

「ねえねえ、あっちのプールは、専用の光る浮うき輪レンタルしたら入れるんだって！」

「あ、あの人たちが乗ってるあれですか？」

「あっアレだ！」

　プールは二つほどあり、片方のプールには、大きな光る浮き輪に乗った人だけが入っていた。よく見ると、中に光る玉が入っているために光っているみたいだ。

「めっちゃ『映え』じゃん！」

「絶対借りましょう！」

　二人は売店へ浮き輪を借りに向かった。一人にされるのは困るので、慌あわてて俺もそれについていく。

　二人は千円ずつ払はらって光るでかい浮き輪をレンタルしていた。浮き輪のレンタルで二千円もするのか……と思ったが、この浮き輪がないと片方のプールには入れないというのなら、仕方ないのだろうか。

「じゃ、早さつ速そく写真撮ろ！　これペア用だから、三波さん、一いつ緒しよに乗ろ！　一ヶ谷写真撮とって！　インスタに上げる用だから何枚かよろしく！」

「ああ、いいけど……」

　二科に防水カバーに入ったスマホを渡わたされる。

　既に起動されていたスマホのカメラアプリ『ＳＮＯＷ』越ごしに、二人の姿を見る。

「あ、それ……取らなくていいのか？」

　二人がパレオをつけっぱなしだったのを見て、何気なく口にした。

　せっかくあんなに悩なやんで水着を買ったし、コスプレのために人目に慣れる練習で今日プールに来たのに、写真を撮るときにパレオをつけっぱなしでは意味がないのでは？　と思った。

「……！　そ、そうだった……取るか」

　二科は少し困った様子で自分の体を見下ろしながら、自身の体を覆おおい隠しているパレオの結び目に手をかけた。

「そ、そう……ですね。せっかくナイトプールに来たんだし、可愛い水着も買ったし……」

　三波さんも、戸と惑まどいながらパレオに手をかける。

　やはり二人とも、人前で水着になるのは相当恥ずかしいようだ。

　ほぼ二人同時に、パレオの結び目を解いて、自身の水着姿を露あらわにした。

　二科は、ピンクのチェックのツーピースの水着。

　三波さんは、水色で胸元が開いた水着。

　二人が水着姿になった瞬しゆん間かん、周囲の注目が集まったことに気づく。

　ただでさえ目立っていたのに、水着姿になって更に男たちの──いや、女性たちの視線をも釘付けにしていた。

「すげー！　二人ともめっちゃ可愛い！」

「あの金髪の外国人っぽい子、スタイルやばくね!?」

　男どものそんな声が聞こえてくる。全く声のボリュームを抑おさえていないので、二人の耳にも丸聞こえのようだった。

　三波さんは、その言葉にさらに恥ずかしそうに、荷物を胸元に持って体を隠している。

「え、えっと……じゃ、レジャーシート持ってきたから、この上に荷物置いとこっか」

　二科もまだ恥ずかしさが抜ぬけていない様子で、自分にビニールバッグの中からレジャーシートを取りだして広げた。その上に、パレオやビニールバッグを置く。

「あ、じゃあ、ありがたくわたしも……」

　三波さんも自分の荷物をシートの上に置く。

　そして二人は、浮き輪を持ってプールへと向かった。

　俺はプールサイドから、カメラアプリが起動されているスマホを二人に向ける。

　ここでも撮さつ影えいの練習を思い出し、なるべく上手うまく撮ることを心がける。

　少し離れすぎていると感じたので、自分的にベストだと思う位置まで近づいた。

　あたりは少し暗くなっているが、二人の乗っている大きい貝かい殻がらのような形をした浮き輪の中には光る玉が入っているおかげで、二人の姿は割と明るい。

「じゃ、撮るぞ……」

「はーい！」

　それから、何枚か撮影した。

　二人が納なつ得とくのいく写真が一枚でも多くあるようにと、色んな距きよ離り、角度で撮影する。撮りながら、明るさも調整した。

　二科と三波さんの破は壊かい力抜群な水着姿が、白くて艶なまめかしい肌はだが、スマホに何枚も保存されていく。水着姿の美少女二人を、合意の上で撮りまくれるって、もしかして俺今すげえ役得なんじゃないのか？

　とはいえ、当たり前だが俺のスマホには一枚も保存されない。であれば、せめてこの瞼まぶたに焼き付けよう……。

「ちょ、一ヶ谷、どんだけ撮るの！」

　そんなことを考えながら撮りまくっていたら、二科が笑いながら突っ込む。

「え、いやだって、何枚か撮れって言うから……」

「いっぱいありがとうございます……！」

　三波さんが笑え顔がおで礼を言ってくれるので、若じやつ干かんの罪悪感に苛さいなまれる。いや別に、邪よこしまな気持ちで撮影したわけではないのだが……。

「写真見してー！」

　二人がプールから上がり、荷物を置いたシートに戻もどって、俺が撮った写真を見ることにする。

「ちょ、やば！　撮りすぎ！　同じようなの何枚撮んの！」

「だ、だって、コスプレ撮影のときいっぱい撮った方がいいって言ってただろ……！」

「それはコスプレでしょー。あーでも、結構いい感じのいっぱいあるかも！　さんきゅー！　三波さんにも送るね！」

「ありがとうございます！　わたしも、事務所に相談してからインスタに載のせようかな……」

　とりあえず、そう言ってもらえたなら、俺が今日来た甲か斐いがあったってもんだ。

「じゃー次、三人で撮ろっか」

「ああ……えっ!?」

　また撮ってくれと言われたのかと思って返事をしかけて、二科の提案に驚おどろく。

　三人で……!?　突とつ然ぜん何を言い出すんだこいつは!?

「ちゃんと自撮り棒持ってきたし！　浮き輪は二人までだから、あっちのプールで撮ろっか」

「お、俺はいいって！　写るほどの人間じゃないし！」

「ちょ、どんだけ自じ虐ぎやく激しいの」

「せっかくなんですから、三人で撮りましょうよ！」

　三波さんまで俺の目を見てそんなことを言い出す。三波さんに言われたら断れるわけがない……。

　可愛い女子二人で撮りまくってればいいじゃねえか！　俺まで入ったら台無しだぞ！　っていうか、本当にいいのかよ!?

　戸惑いながらも、二人の後についていき、もう一つの遊泳用プールへと入ることにする。

「キャー冷たっ！」

「気持ちいいですね！　学校以外のプールに入ったの、今年初です！」

　確かに、今日みたいな暑い夜には。心ここ地ちよい水の冷たさだった。

　今年初どころか、学校以外のプールに入ったのなんて、何年ぶりだろう……？　小学生の時家族で行って以来だと思う。

「はい、じゃ、撮るよー！」

「!?」

　二科が俺のすぐ横に来る。手を伸のばして自撮り棒を掲かかげる。

　水着の二科とこんなに至近距離って……意識しまいと思っても、めちゃくちゃドキドキしてくる。

「あ、はーい！」

「!?!?」

　反対側の隣となりに、三波さんが来た。一瞬彼女の方を見ると、目が合って、すぐに互たがいに目をそらす。

「あー、入らないな～……もうちょっと寄ろっか」

「!?」

「……！　は、はい……」
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　二科は言いながら自身も少し俺に近づいてきて、三波さんも戸惑いがちに近づいてくる。体が触ふれてしまいそうなくらい二人に近づかれて、心臓がおかしくなりそうなくらい速くなる。

「はい、撮るよー！」

　二科のかけ声のすぐ後に、シャッター音が鳴る。

「ちょっと、一ヶ谷の顔酷ひどすぎんだけどー！」

　撮影した写真を見て、二科が爆ばく笑しようしていた、そのとき。

　大きな音がして、びっくりする。

　見上げると、夜空に花火が上がっていた。

「えっ……ここのナイトプール、花火まで上がんの!?　めっちゃきれー！」

「ほんと……すごい、なんか感動です……！」

　二科も三波さんも、そして俺も、花火に見とれてしまう。

　おまけ的な立場とはいえ、美少女二人とナイトプールに来て、三人で写真撮って、花火見て……今年の夏は、恐おそろしいくらい充じゆう実じつしすぎている。自分でも信じられないくらいだ。

　最初は恐きよう怖ふでいっぱいだったが、実際に来てみるととても楽しかった。




「お二人とも……今日は、ナイトプールに付き合って下さってありがとうございました」

　気づけば、三波さんが俺たちに向かって微笑ほほえんでいた。

「人前で水着なんて、最初はすごく恥はずかしかったですけど、そのうち楽しさに恥ずかしさなんて忘れてしまって……。お二人のおかげです。これで、イベント本番にも人前でコスプレする度胸がつきました」

「み、三波さん……」

　改めて礼を言われて、驚く。こんなに楽しい思い出を作ってもらえて、俺の方が感謝したいくらいなのに……。

「えーそんな！　こっちこそめっちゃ楽しかったよ！」

「お、俺も……！　だから、そんな気にしないで欲しいっていうか……」

「お二人とも……」

「また来ようね」

「……はい！」




　こうして、人生初のナイトプールは幕を閉じた。








６









　二に科しなに『ツイートをチェックしてリプしてみれば』と言われてから、バイトの系列店の交流飲み会で知り合った美少女ゆめさんのツイッターを、俺は毎日チェックして、リプできるチャンスを窺うかがっていた。

　ツイートにときどきイイネを送るなどしていたが、未いまだにリプを送ることができずにいた。

　ツイッターを見ていて分かったのだが、ゆめさんは、可愛かわいいウサギのキャラクター、女子アイドルゲーム『アイステ』、女性声優アイドルユニット、乙女おとめゲームなどが好きなオタクらしい。

　ときどき自じ撮どり写真も投とう稿こうしているが、毎回めちゃくちゃ可愛い。

　毎回イイネを押したいところだが、毎回だとさすがに気持ち悪がられるかもしれないので、数回に一度にしている。

『アイステ』好きなところは俺と趣しゆ味みが合うし、見た目もめちゃくちゃ好みだし、この時点で相当理想的な女の子である。

　リプを送りたくても、適切な話題がなかったり、タイミングが悪かったりして、なかなか送れずにいたのだが……。

　その日、俺はゆめさんのツイートに初めてリプを送ることに成功した。

　ゆめさんが『これからバイト行ってきます。。。』とツイートしており、それが一分前にツイートされたものだと表示されていた。

　今までリプしたいツイートがあっても、結構時間が経過してしまっていて、今いま更さらリプしにくい……ということも多かったのだが、これはベストタイミングだと感じたので、『バイト頑がん張ばって下さい！』と送った。

　たかがその一言を送るのにも、めちゃくちゃ悩なやんで、一度長文を打って消して短い文にしたりなど、試行錯さく誤ごの上に送った。

　するとすぐにゆめさんから、『ありがとうございます。良かったら今度バイト先に遊びに来て下さい♡』とリプが来た。

　すぐにリプを返してくれたことはとても嬉うれしかったが、俺はそこで考える。

　これは、所謂いわゆる営業リプというやつなのか？

　だけど、ゆめさんのこのツイッターアカウントは、店用のメイドとしてのアカウントではなく、プライベードのアカウントだ。

　それに、実際自分も働いていたし、二科にも色々聞いていたから分かるのだが、ああいうバイトは、誰だれか客を呼んだからといってその分バックが入るとか、そういうことは一いつ切さいない。

　勿もち論ろん、その客がチェキを頼たのんでくれたりしたら、話は別だが……。

　つまり、俺を店に客として呼んだところで、ゆめさんに特に得はない。だから、営業リプとも言いがたいのではないかと思った。

　それに、せっかくリプ返してくれたのだから、話を続けなければと思う。

『是ぜ非ひ今度お邪じや魔ましたいです！』

　たとえ営業リプだろうが社交辞令だろうが、せっかく『来て下さい』言ってくれているのだから、こう返すのがベストだろうと思った。

　実際に行ってみたいという気持ちもある。たとえ客としてでもゆめさんともう一度会ってみたいし、ゆめさんのメイド姿も見てみたい。

　ゆめさんから俺のリプがイイネされた。

　マジか、これ、イイネされてこの会話が終わるパターンか……！

　落ち込みかけたそのとき、スマホからラインの着信音が鳴る。驚いたことに、ゆめさんからラインが届いた。




『ゆめ：リプありがとうございます。もし良かったらなんですが、今度うちのお店にいらっしゃいませんか？　あのときのお礼にご馳ち走そうさせてほしいなって。。。』




　ラインの文面に驚く。

　ゆめさんが、ご馳走してくれる、だって……？　ゆめさん、そういうつもりで『遊びに来て下さい』ってリプしてくれたのか……!?

　営業リプでも社交辞令でもなかったんだ……！　と、心底嬉しくなる。

　あんなに短い文だけど、勇気を出してリプしてみて良かった、と思った。

『じゃあ是非今度お邪魔したいです！　あっでも、代金は自分で払はらいますよ！』

　大したことしてないのに奢おごってもらうのは気が引けるので、そう返信した。

『ゆめ：いえいえ。ゆめこの命の恩人ですので、ぜひご馳走させて下さい。あっゆめこっていうのは、あのとき見つけて頂いたウサギのストラップのお名前です』

　可愛い絵文字交じりの返信を読む。ストラップに名前とかつけるんだ……。なんて女の子らしくて可愛い子なんだろうか。

　それからゆめさんとやり取りをして、ゆめさんがバイトに入っている日、平日の学校帰りに店にお邪魔することが決まった。

　リプからここまで順調にことが進むなんて……！

　リプしてみたら、という二科のアドバイスに感謝する。

　ゆめさんとは、まだ一度話しただけだが、すごくいい子そうだったし、何より見た目がすごく好みのタイプだった。

　これを機に少しずつ仲良くなって、彼女のことをもっと知っていきたい。




「え、マジで!?」

　夕飯の時に二科に、ゆめさんのツイートにリプをしたら会うことになったと報告すると、二科は俺の想像以上に驚おどろいていた。

「やったじゃん！　ってか、私のアドバイスマジ有能じゃない!?　え、どういう流れで会うことになったの？　会うって、どっか遊びに行くの？」

「いや、バイト行ってきます！　ってツイートに、頑張って下さいってリプしたら、今度店に遊びに来て下さいって……」

「えっ……何それ!?　キャバクラの営業みたいじゃん……」

「キャバッ……!?　おま、なんつーこと言うんだよ!?　いや、そのときのお礼に奢ってくれるって言ってんだよ！」

「お礼……？」

「いや、交流飲み会のとき、落とし物を俺が見つけたって言っただろ？　そのお礼で……」

「へえー……。あんな可愛い子が、お礼であんたに奢ってくれるなんて……なんかちょっと怪あやしくない？　何かに勧かん誘ゆうされたり変な商品買わされたりするんじゃないの……？　それか、その店の客にしようとしてるとか……」

「なんつーこと言ってくれてんだよ!?　ゆめさんはそんなこと……」

　そんなことするわけない、って言おうとして、確かに二科が怪しむのも無理はないと思った。

　というか、そう言われると俺までそういう何かがあるんじゃないか、と思えてくる。確かに、あんなに可愛い子が俺なんかにそこまでしてくれるって、おかしいかもしれない……。

　ましてや、俺はゆめさんのことをほとんど何も知らないわけだし……。

「……」

「とにかく、ちゃんと警けい戒かいしていきなよ。なんか変なこと言われたらその場ですぐ帰ってきた方がいいよ」

「あ、ああ、そうだな……」

　二科の奴やつ、こんな言い方だけど、一応俺のこと心配してくれてるみたいだな……？

　内心少し感謝しつつ、ゆめさんと会うのが少しだけ不安になったが、それでも楽しみな気持ちの方が大きかった。




　その後も、驚くべきことに、ゆめさんとラインのやり取りが頻ひん繁ぱんに続いた。




『ゆめ：以前のやりとりの後、なんて送ったらいいかすっごく悩んで、悩みすぎて、ずっとライン送れずにいました。。。だから、ツイッターで絡からんでくれてすっごく嬉しかったです』




　ゆめさんからのラインを読んでびっくりする。

　なんか、いきなりびっくりするほど好感度高くないか？

　一体なんで？　やっぱり、二科の言う通り何か怪しい勧誘とかそういう系なのか……？

『俺の方こそそんな感じでラインできなかったので……誘さそってもらってめちゃくちゃ嬉しかったです！』

　不安に思いつつも、ラインを返した。




『ゆめ：ツイッターで見たのですが、一いちヶが谷やさんもアイステ好きなんですね！　誰のＰなんですか？』

『俺は文ふみ子こＰです。ゆめさん……って呼んでいいんでしょうか？　ゆめさんは誰Ｐなんですか？』

『ゆめ：ふみふみちゃんＰなんですね！　わたしは、ゆままとありむちゃんＰです』




　アイステの話に始まり。バイトの話、学校の話、オタク趣味の話など、気づけば、一日十通以上のラインのやり取りをしていた。




『ゆめ：ゆめ、学校あんまり好きじゃないので早く夏休み始まって欲しいです。。』

　そのうち、ゆめさんの心情をさらけ出すような話もしてくれるようになった。俺に心を開いてくれているんだと、嬉しくなる。

『俺もですよ！　お互たがいあと少し頑張りましょう』

『ゆめ：一ヶ谷さんも学校嫌ぎらいなんですか？　なんだか嬉しいです。ゆめ、学校に友達ほとんどいないので。。』

　あんなにいい子なのに、友達少ないのか……。消極的でおとなしい感じだったからなのかもしれない。

『俺も友達めちゃくちゃ少ないですよ！笑　意外ですね、ゆめさんすごくいい人だったのに……。でも友達なんて一人いればいいんじゃないかって思いますよ！』

　一度しか会ったことないのに、馴なれ馴れしいだろうか？　と不安になりつつ送る。

『ゆめ：そう言ってもらえて嬉しいです。。一ヶ谷さんと同じ学校だったらよかったのに。。』

　……!?

　社交辞令なのか何なのか分からないが、すごく嬉しいことを言ってくれるな……!?

『俺の方こそ、ゆめさんと同じ高校だったら楽しかっただろうなって思ってますよ……！　違ちがう学校だけど、これから仲良くしてもらえると嬉しいです！』

　ゆめさんが積極的に心を開いてくれ、俺に対して嬉しい言葉をくれるので、俺も思いきって、自分にしては大だい胆たんなラインを送ることができた。

『ゆめ：こちらこそ仲良くして下さい！　本当に。。。あの、いきなり変なこと聞いてごめんなさい！　一ヶ谷さんって、彼女さんとかいるんですか??』

　な……!?

　彼女の有う無むを聞いてくるって……結構脈ありと見ていいのだろうか？　それとも、単なる話題の一つとして……？

『勿論いないですよ！　ゆめさんはいるんですか!?』

『ゆめ：良かったです♡ゆめももちろんいないですよ』




　良かったです♡って……これで勘かん違ちがいするなって言う方がおかしいよな!?

　そのうちに互いに敬語もやめて、タメ語でのやり取りに移行した。




『ゆめ：今日もバイトいってくるね♡』

『いってらっしゃい！　頑がん張ばってね！』

『ゆめ：一ヶ谷くんに会いに来てもらえるの楽しみに今日も頑張ってくるね。。』

『え!?　俺こそ楽しみにしてるよ！』




　ゆめさんとはまだ一度しか会ったことないのに、たくさんラインのやり取りをするうちに、心の距きよ離りがとても近くなっているように感じた。

　女の子と……というか、誰だれかと、こんなに頻繁に、それもこんなに親密なラインを送り合うのは初めてだ。

　彼女ができたら、こういう感じになるのだろうか……？

　なんだか、怖こわいくらいにいい感じになっていて、いやでも思い上がってくる。俺の思い違いでなければ……ゆめさん、かなり俺に好意的なラインを送ってくれてるよな？

　俺のこと、そんなに気に入ってくれてるのか？　このラインのやり取り的には、もう少し頑張れば付き合えるかのような距離感になってないか？

　一度しか会ってないのに、なぜ……？




『なんか勧誘されたり変な商品買わされたりするんじゃないの──？』




　二科の言葉は常に頭の片かた隅すみにあった。

　あんなにいい子だったし、ゆめさんがそんなことするとは思えない。

　本当はこんな風に疑いたくない。

　だけど──万が一、ということを覚かく悟ごして、二科に言われた通り、店に行くときは少し警戒をして臨んだ方がいいかもしれない。







　数日後。

　ついに、ゆめさんとの約束の日がやってきた。俺は朝から鏡の前で、ワックスやドライヤーを駆く使しして久々にヘアセットに気合いを入れる。

「おはよ……随ずい分ぶん早くない？　ってか朝から何やってんの？」

　起きてきた二科が眠ねむそうに俺に声をかける。

「はよう。今日なんだよ。ゆめさん……例の、交流飲み会で出会った子の店に行くの」

「あー、例の……。マジで気をつけなよ。変な話切り出されたらすぐ引き上げんだよ？」

　二科は眉まゆをひそめて俺に注意する。

「あ、ああ……分かってるよ」

　それにしても、そこまで警戒するほど、ゆめさんが俺に好意的なことって、二科から見たらおかしいことなんだな……？

　それほどまでに釣つり合ってないということか……。

　二科なりに心配してくれているのは分かるが、地味に傷つくぞ……。




　二科にもああ言われたし、警戒しなければとも思っているのだが、やはり浮うき足立つ心を抑おさえられない。

　もしかしたら今日、俺は理想の彼女ができてしまう可能性もなきにしもあらずなのではないか──!?

　期待と不安を抱かかえながら、準備を進めた。







　学校が終わり、トイレで髪かみ型がたを直してから、スマホで地図を見ながらゆめさんのバイト先である『童話喫きつ茶さメイドストーリー』へと向かった。




『メイドストーリー』は、俺の元バイト先『ニャンメイドル』と同じ秋あき葉は原ばらにあったのだが、駅から歩いて十分程度の少し離はなれた場所のようだ。

　店に近づいてくると、色んな意味で緊きん張ちようしてくる。

　本当に怪あやしい勧かん誘ゆうだったらどうしよう……。

　会うの久しぶりだけど、ちゃんと話せるだろうか？　そもそも、メイド喫茶に一人で入るのも初めてなので、割と緊張するし……。




　地図の場所に、店の看板を見つける。

　ここか……。

　ゆめさん、ちゃんといるよな？　第一声は、なんて言おう？

　様々な思いを巡めぐらせながら、覚悟を決めて扉とびらを押し開けた。

　そんな俺の目にまず飛び込んできたものは……。




「童話の世界へようこそ！　……!?」




「えっ……!?」




　店に入ってすぐ、俺を出で迎むかえてくれたメイド店員の姿を見て……俺は、自分の目を疑った。驚おどろきのあまり声がひっくり返ったのが自分で分かる。




「ご……五条、さん……？」




　そこには、何度も思い返し、思い悩なやんだ相手である、五条さんが……赤ずきん風の格好をして接客していたからだ。




「へっ……い、一ヶ谷さん!?」

「五条さん、なんでここに……!?」

「そ、それはこっちのセリフですよ！」




　五条さんも俺を見て、ひどく驚いた様子で取り乱している。

「わ、わたしは、今日たまたまヘルプでこの店に来てて……」

　ヘルプ……？

　そうか、『メイドストーリー』は『ニャンメイドル』の系列店だから、ヘルプで他の店に出張するとか、そういうことが起こりえるのか……！




　ひどく驚いたが、俺は今、同時に嬉うれしくもあった。

　ＤＭが返ってこないままツイッターアカウントが消えてしまい、もう俺が『ニャンメイドル』に通い詰つめでもしない限りは会えないと思っていたから、まさかこんなところで偶ぐう然ぜん再会できるなんて……！

　久しぶりに見ても、やっぱり見た目は好みのタイプドンピシャだった。赤ずきん風の衣い装しようはとても可愛かわいく、童顔色白の五条さんにとても似合っている。

「と、とりあえず……お席にご案内します」

　五条さんは戸と惑まどいながらも俺を席に案内する。

「こちらのお席でお願いします」

「あ、はい……」

「……。あ、あの……一ヶ谷さん、私っ……」

　着席した俺に、五条さんが何かを言いかけた、そのとき。




「あっ、一ヶ谷くん……！」




「……！」

　店のバックヤードから、ゆめさんが現れて、俺に声をかけた。

「ゆ、ゆめさん……！」

「あの……今日は、わざわざ来てくれてありがとう……！」

　ゆめさんが俺のテーブルまでやってきて、ぺこりと頭を下げて礼を言ってくれた。

「いやっ、そんな……！」

　ゆめさんは、少し緊張しているかの様子で、俺を見て目を輝かがやかせて言ってくれた。

　こんなに可愛い子が、俺の姿を見てこんなにテンションが上がっているというのか……？　自分でも信じられない。

　制服らしき不思議の国のアリス風衣装を着用したゆめさんは、久しぶりに見ても、まるで人形のように可か憐れんで可愛らしかった。

「もう一度会えてすっごく嬉しい……！　ずっと、また会いたいなって思ってたから……」

　ゆめさんは目を輝かせて俺を見つめながら言う。

　この様子を見るに……やはり、何かの怪しい勧誘なんかには思えない。

「ゆめさ……、……！」

　そこで俺は五条さんの存在を思い出した。

　やべえ！　ゆめさんと親密そうなの、思いっきり五条さんに見られたな……!?

　五条さんと思いがけずに再会できたのは嬉しいが、タイミングが最悪だ！

　いや別に、浮うわ気きしたとかってわけじゃないし、二人とも別に俺のことなんか好きじゃないだろうけど、よりによって気になってた女の子二人と同時に鉢はち合あわせしてしまうなんて……！

　恐おそる恐る五条さんの方に目をやる。

「……。い、一ヶ谷さんとゆめちゃんって、知り合い……なんですか？」

　五条さんは啞あ然ぜんとした様子で俺たちを見て、静かに尋たずねた。

「あ、え、えっと……」

「へ……？　あ、うん……前にお店の系列店の交流会で知り合って、今日お店に来てもらったんだけど……」

「お店の系列店の交流会……ああ、あの飲み会ですか……私は行かなかった……。あれで、二人は出会ったんですか、ふーん……」

　五条さんの表情がどんどん冷めていくのが目に見えて分かった。

「いやっその、五条さん、俺の話も……」

「一ヶ谷さん、私の知らないところで色々頑がん張ばってたんですね」

　五条さんは冷めた表情から、突とつ如じよ営業スマイルになって言う。

　その発言と笑え顔がおがめちゃくちゃ怖こわい。

「……？　一ヶ谷くんとましろちゃんって、元々のお知り合いなの？　……どういう関係なのかな？」

　ゆめさんが俺の目を見て不安げな表情で聞く。

　そ、そうだよ！　こっちもどうすんだよ……！

「あ、えっと、前のバイト先『ニャンメイドル』の元同どう僚りようで……」

　どっちにもいい顔したいなんて最低なことを思っている自分に気づく。

　よりによって、もうフラグを折ってしまったと思っていた五条さんと、これから仲良くなりたいと思っているゆめさんと、こんなタイミングで同時に会ってしまうなんて……！

「あ……そうなんだ？　──ただの元同僚ってことでいいのかなあ？」

「……!?」

　ゆめさんの笑顔が一いつ瞬しゆん、なぜかものすごく怖く感じたのは、俺の気のせいだったのだろうか。

「え、えっと……」

「……そうですよ。ただの元同僚です」

　五条さんが満面の笑みで答える。こっちの笑顔もめちゃくちゃ怖い。

[image: ]

「そっかぁ～、なら良かった！　ゆめと毎日あんなラインのやり取りしてたのに、他にも仲のいい女の子がいたのかなって、一瞬びっくりしちゃったぁ」

「!?」

　ゆめさんが言いながら、俺の腕うでに両手で絡からみついてきた。

　え、え……!?

「毎日ライン……!?　へ、へえ……そうなんですか？　ちょっと前まで私ともＤＭしてたのに、一ヶ谷さん、やり手ですねぇ？」

「……!?」

　五条さん、突とつ然ぜん何を言い出して……!?

　五条さんは、笑顔が明らかに引きつっている。

「へ……ＤＭ……？　ましろちゃんとも、ＤＭしてたんですか？」

「いやそれはっ……ゆめさんとラインを始める前の話で……！」

「へーえ……私とデートまでしたのに、もうすっかりゆめさんに乗り換かえたんですか～？」

「な……!?」

「デート……？　ましろちゃんと一ヶ谷くんが……？」

「うん。それも、二回もデートしたんだよ。ゆめちゃんも、もう一ヶ谷さんとデートしたのかなぁ？」

　五条さんは挑ちよう発はつするかのようにゆめさんに尋ねる。

　五条さん、なんでこんなことを……!?

　もう俺のことなんかどうでもよくなったから、ＤＭ返してくれなかったんじゃないのか？

　なのに、この様子じゃまるで、俺に嫉しつ妬としてるかのような……。

「デートはしてない……。で、でも、それってゆめと一ヶ谷くんがラインを始める前の話、なんだよね？　ってことは……ゆめとラインを始めて今はもう、ましろちゃんのことなんてどうでもよくなったってことでいいのかな？」

　ゆめさんは俺の顔を見て、真しん剣けんに尋ねてくる。

「えっ!?　あ、その、えっと……」

　な、なんなんだこの状じよう況きようは!?

　冷や汗あせが額から流れるのを感じた。

　五条さん、前は俺のこといいって思ってくれていたけど、今はどうでもよくなったかと思っていたのに、なんでこんな……俺のことを今でも好いているかのようなことを……!?

　ゆめさんもゆめさんで、まだ一度しか会ってないのに、なんでこんなに俺に嫉妬して……!?

　これが修しゆ羅ら場ばって奴やつなのか!?　めちゃくちゃおいしい状況のような気もするが、同時に地じ獄ごくのようにも感じる。

「……違ちがうの？」

　ゆめさんに泣きそうな表情をされて、なおさらなんて答えたらいいのか分からなくなる。

「……。それじゃあ私、仕事に戻もどりますね」

　五条さんは恐ろしく冷たい笑顔で言うと、俺たちに背を向けて歩き始める。

「ちょ、ちょっと待ってよ五条さん！」

　俺に背を向けてさっさと立ち去ろうとする五条さんの背中に、慌あわてて声をかけた。

　五条さんは一瞬足を止める。




「なんでっ……ＤＭ返してくれなかったの？」




　こんな状況で、ゆめさんの気持ちも五条さんの気持ちも無視して、こんなことを言ってしまったのは、自分でもバカだと思った。

　だけど……その質問は、俺が五条さんにもう一度会えたら、どうしても聞きたかったことだった。だから、咄とつ嗟さに出てしまったのだと思う。

「…………」

　五条さんはその場に固まって少し黙だまった後、




「……しようとしたら……もう、ア……ント……えてたから……」




「え……？」

　俺に背を向けたまま何かを呟つぶやいたのだが、声が小さくて聞き取れなかった。

　五条さんは少しだけこちらを振ふり向くと、

「……。では、あとは二人でごゆっくり」

　恐ろしいほど冷たい笑顔で言って、俺たちの元から離はなれた。

　今、五条さんはなんて言ったんだ……!?




「一ヶ谷くん……」




「……！」

　声にハッとして、ゆめさんを見る。

　ゆめさんの顔を見て、俺は凍こおり付いた。

　ゆめさんは、五条さん以上に恐ろしい顔をしていた。

　無表情で、目に生気がない。




「一ヶ谷くんは……ましろちゃんのことが好き、なの？」




「え……!?」

「ゆめのことは……どう思ってるの？　一ヶ谷くんにとって、ゆめはどういう存在だったの？」

　光のない目のまま、ゆめさんは俺を問い詰つめる。

　ゆめさん、いきなりどうしたんだ!?　めちゃくちゃ怖いんだが……。

　俺が五条さんのことを、好き？　いや、正直そこまではよく分からない。

　だけど、好きじゃないって答えたら、それはそれで噓うそになるかもしれないし、この場を凌しのぐために安易にそんなこと言いたくない。

　一体なんて答えたらいいんだ……!?




「ゆめはもう……半分付き合ってるくらいの気持ちでいたのに……。そう思ってたのは、ゆめだけだったんですね」




「え……!?」

　気づけばゆめさんは、恐ろしい表情から、泣きそうな表情に変わっていた。話し方も、タメ語だったのに敬語に戻っている。

　半分付き合ってるくらいの気持ち……!?　それって、俺とゆめさんが、ってことか!?　そこまで思っててくれたのか……？　一度しか会ったことないのに!?

「初対面なのにすごく優やさしくしてくれて、ぼっちのゆめと色々話してくれて、毎日ラインしてくれて、嬉うれしいことたくさん言ってくれて、本当に幸せだったのに……。もうすごく仲良くなったつもりでいて、今日会えるの、すごく楽しみにしてたのに……」

「え、えぇ……!?」

　相変わらず泣きそうな表情でゆめさんは続ける。

　ゆめさんの言葉が信じられない。

　何か目的があって俺に好意的に振る舞まってくれているんじゃないかとさえ思っていたのに、俺のこと、そこまで思ってくれていたというのか……!?

「お、俺も、ラインのやり取りすごく楽しかったし、今日久しぶりに会えるのも楽しみだったよ……！」

「……。悪いですが、今日はもう帰って下さい……。今はもう、一ヶ谷くんの顔を見るのも辛つらいです」

「え……!?」

　ゆめさんは俺と目を合わせずに早口で言い切った。

「ゆ、ゆめさん……。わ、分かった……。ごめん……」

　仕方なく、俺は荷物を持って立ち上がる。

　店の奥で、五条さんが不思議そうに俺たちを見ていた。




　短時間で色んなことが起こりすぎて、頭が追いつかない。どうしてこんなことになったんだ？

　俺が悪かった……んだよな。

　だけど、別に誰だれとも付き合ってるってわけじゃないのに……。

　混乱した頭のまま、店を後にした。




　とにかく、今俺が分かっていることは……。

　ゆめさんと五条さん、どちらのフラグも生きていたかもしれないのに、今日で同時にへし折ってしまったということだ。




　呆ぼう然ぜんとした状態で帰宅する。

　二科はまだ帰っていなかった。二科がいたら、今日あったことを全すべて話したかった。二科の意見を聞きたかった。

　二科に話せたら、どんな意見が返ってこようと、気持ちが大分楽になるだろうと思ったのだが……。




　自室に行き、ベッドに寝ね転ころがった。

　一体、俺は何を間ま違ちがえたのだろう。

　どうしたら良かったのだろう。

　こんなにタイミングが悪いことってあるのか？

　タイミングの問題ではなくて、俺が最低だったのか？

　二人とは、もうどうしようもできないのだろうか？

　少なくとも、ゆめさんとの仲は修復不可能な気がした。

　一度しか会ったことなかったが、いい子そうだと思っていたのに、まさかあんなに怒おこるなんて……。

　俺のことをそんなに気に入ってくれていたのは嬉しかったが、同時に恐きよう怖ふ心も大きい。女の子のあんなに怖こわい顔、初めて見た。

　五条さんには……何か言い訳したくても、相変わらず連れん絡らく手段がない。

　五条さんとは、完全にフラグが折れたと思って諦あきらめていたのに、俺に嫉妬するかのようなこと言っていた、よな……？

　俺のこと、完全にどうでもよくなったわけじゃなかったのか？

　まだ少しは思ってくれているのか？

　それならなぜＤＭを返してくれなかったんだ？

　あのとき聞き取れなかった一言は、一体なんて言ったんだ？

「……！」

　そのとき、ラインの通知音が鳴った。すぐにチェックする。

「え……!?」

　思わず声を上げて驚おどろいた。

　なんと、ゆめさんからラインが来ていた。

　どんな罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせられるのかと、恐怖に震ふるえながらラインを開く。




『ゆめ：一ヶ谷くん、今日はせっかくお店に来てくれたのに、追い返すようなことをしてしまってごめんなさい。一ヶ谷くんが他の女の子と仲が良かったのは確かにショックだったけど、せっかく来てくれたのに、酷ひどいことを言ってしまって後こう悔かいしています。会えるのを楽しみにしてた分、よりショックが大きくて……。今度何かお詫わびさせて下さい。それと、あんなことしておいてこんなこと言える立場じゃないかもしれないけど、もしましろちゃんと付き合ってるわけじゃないのなら、良かったら、これからも仲良くして下さい』




「!?!?」

　最近、驚いた出来事はたくさんあったが、このラインを読んだときが、ここ最近で一番衝しよう撃げきを受けた瞬しゆん間かんだったかもしれない。

　このライン……どういうことだってばよ!?

　ゆめさん、あそこまで俺にブチギレて、もう顔も見たくないって勢いだったのに……！

　さっきと言ってることがまるで違う……情じよう緒ちよ不安定すぎじゃないか？

　そのとき、再度ラインの通知音が鳴る。ゆめさんから、ラインが連投されたようだ。




『ゆめ：それと、ましろちゃんとそういった関係でなくて、ましろちゃんのことが好きじゃないなら、もうましろちゃんと連絡は取らないでもらえますか？』




「……？？？」

　え、えっと……。

　ゆめさんのことが理解できず、更さらに混乱する。

　さっきの怒ったときの様子といい、普ふ通つうじゃないことは確かだ。

　ラインではこう言ってくれてても、また会ったら今日みたいにブチギレられる可能性だってあるんじゃないのか？

　だけど……一回しか会ってないのに、俺のことをこんなに気に入ってくれるなんて、嬉しい……という気持ちも、俺の中にあった。

　あんなに可愛かわいい子が、俺なんかのことをこんなに思ってくれているなんて……。

　嫉しつ妬とだって、俺のことを思ってくれているって気持ちの裏返しなんだろうし……。




　とにかく、ラインの返信をしようと思ったが、なんて返すべきか困る。

　これでゆめさんの言うことを全部受け入れて、五条さんのことを諦めるのであれば、ゆめさんとこのままうまくいく可能性も高いのではないだろうか。

　だけど……本当にそれでいいのか？

　五条さんのこと、もう諦めていいのか？

　五条さんだって、なぜか嫉妬してくれているような態度だったよな？　もう完全にフラグが折れているものだと思い込んでいたが、俺に対してまんざらでもなかったってことだよな？

　今日フラグを折ってしまったと感じたが、もしかしたら、この後どうにかフォローを入れることができたら、またフラグを復活させることだってできるんじゃないのか？

　でも、結局連絡先は未いまだに分からないし、五条さんと連絡を取ることができない状じよう況きようは何も変わらないのだが……。

　それに、こんな中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちで、ゆめさんに期待を持たせるようなことは言ってはいけないような気がした。

　あそこまで言ってくれたんだから、俺だって本気で向き合わなければならない。

　告白されたというわけではないのだが……。




　ゆめさんになんてラインを返すか、この後どうするべきか、ベッドの上でうだうだ悩なやんでいたら、そのうち二科が帰ってきた音がした。

　俺は救いを求めて部屋から出て、リビングへ移動して二科を出で迎むかえる。

「あ、ただいまー」

「おかえり……」

「……？　な、なんかあったの？」

　二科は俺の様子を見て、何かを感じたようだ。

「いや、今日、ゆめさんの店に行ってきたんだけど……」

「ああ、今日その日だったよね。どうだった？」

　リビングのソファーに座って、俺は話を始める。

「実は……」




「……な、何それ……」

　二科は俺の話を聞き終えて、信じられないという様子で口をポカンと開けていた。

「すごいタイミングの悪さだろ？　自分でもびっくりして……」




「いや、一ヶ谷あんた、めっちゃモテ期来てんじゃん！」




「え……」

　二科の言葉に啞あ然ぜんとする。

「いや、ぶっちゃけ、今日のそのゆめさん？　って子とか、絶対怪あやしい勧かん誘ゆう系だと思ってた！　なのに……それって、もう告白みたいなもんでしょ!?」

「こ、告白!?」

　これはモテ期なのか……!?

　こんなにいきなり女の子に好意を寄せてもらえたのは初めてで、いまいち実感がわかない。

「一回しか会ってないのに、あんたのどこをそんなに気に入ったんだろ……？」

　二科は心から理解できないという様子で悩み始める。

　失礼だろ！　と内心思ったが、確かに俺自身も同感だった。

「で、どうすんの？　そのゆめさんとは、あんたさえ積極的になればもう付き合えるんじゃない？」

「う、ううん……。正直、怖いって気持ちも強いけど、見た目は好みだし、俺のことをそんなに思ってくれてるんだって気持ちはすごく嬉うれしい……」

「じゃ、五条さんは？」

「もう完全にフラグ折ったかもしれないけど、今日の反応を見るに嫉妬してくれてるようにも感じたし、まだチャンスがあるなら謝ってフラグ修復したい……」

「どんだけ優ゆう柔じゆう不ふ断だん!?」

　二科に罵ば倒とうされるも、何も言い返す言葉がなかった。

「でも、どっちの子のこともまだ好きってわけじゃないってこと？」

「うーん……以前は確かに五条さんのこと好きだったけど、そのときとは状況が変わって、今は好きかどうか分からない……けど、確実に気にはなってる。ゆめさんのことも……」

「信じらんない……。あんたがこの短期間でそこまでいい立場になるなんて……」

　二科は大きくため息をついて俺を見る。

「なっ!?　いやでっでも、二人とも……今、俺のこと好きかどうかは分からないし……」

「……。とにかく、付き合う気がないなら、気を持たせること言わないようにしなよ。でも、自分の気持ちがまだ分からないなら、とりあえずそのゆめさんとは友達になるってことでいいんじゃない？　で、自分が誰だれが好きなのか、誰と付き合いたいのか、ちゃんと考えなよ」

「あ、ああ……」




　二科のアドバイスはとても的確なものだと感じ、ありがたかった。

　その通りだと思ったので、素す直なおにその言葉を受け入れる。




　散々悩んだあげく、このまま返信しないわけにはいかないので、俺はその日の夜、ゆめさんにラインを返した。




『ラインありがとう。もう嫌きらわれてしまったかと思ったので、連れん絡らくもらえてすごく嬉しいよ。まだほとんどお互たがいのこと分からない状態だから、良かったら、まずは今まで通り友達からでも仲良くしてもらえたらありがたいなと思ってます』




　告白されたわけでもないのに、上から目線すぎるだろうか？　とも思ったが、二科に気を持たせることを言うなと言われたので、このようなラインになってしまった。

　すぐに既き読どくがつき、返信が来る。

　ゆめさんは基本的に、バイト中や学校で返信ができない状態でない限り、めちゃくちゃ返信が速い。




『ゆめ：分かりました。次はいつ会えますか？　今度は、二人きりで会えたらなって思います』




　二人きりで……って、今回は五条さんと遭そう遇ぐうしてしまったから、ということだろうか？

　文面に少し恐きよう怖ふを覚え、その場ですぐに予定を決めることに躊ちゆう躇ちよしてしまい、

『また予定見て会えそうな日連絡するね！』

　と送った。

　すぐに、『うん、待ってるね』と返信が来る。

　これまで毎日頻ひん繁ぱんに連絡を続けていたのだが、相手がゆめさんの場合、そういったことが二科が言っていたような『気を持たせる』ことになってしまうような気がして、そこで一度ラインを止めた。それに、ここでラインを返すと寝ねるまで延々と続いてしまうからな……。




　ゆめさんとは、今回結局全然まともに話ができなかったので、二回目会ってみて、今度はちゃんと話がしたいと思った。

　五条さんとは……結局、連絡手段がないままだ。

　きちんと話がしたいなら、やっぱり、シフトを確かく認にんしてバイト先に行くしかないだろうか。

　今日の激げき怒どしていた様子を見るに、素直に話してはくれないだろうが……。




　とにかく、あと数日後にはコスプレイベントだ。

　そこで新しい出会いを……なんてことは、正直今は考えられないが、せっかくカメラの練習もしたし、そっちでもそれなりに頑がん張ばらないとな……。








７









　七月も下げ旬じゆんに差し掛かかり、夏休みが始まった。




　そして、幕まく張はりメッセで行われるイベント、『ワンダフルフェスティバル』当日。




　学校に行くときよりも早い朝六時半に、スマホの目覚ましを最大音量にして無理やり起きた。

　ゆめさんや五条さんのことでいっぱいいっぱいで、新たに他の女の子と出会おうなんて気分にはなれなかったが、せっかく行くんだし、あいにも色々アドバイスしてもらったし、二に科しなにも撮さつ影えいの練習させてもらったし、そうも言ってられないよな……。

　カメラマンとしても清潔感が命ということだったので、朝からシャワーを浴び、髪かみ型がたを整える。

　服も二科に選んでもらった一いつ張ちよう羅らのおしゃれ着に着き替がえた。




「あ～何も忘れものないかなー!?　衣い装しようもウィッグも入れたし……」

　二科は浮うき足だった様子でキャリーケースの中身を確認している。

　俺よりずっと早く起きて、メイクやらなんやらをやっていたみたいだ。

「あっ一いちヶが谷や、ちゃんとカメラ持った!?」

「あ、ああ……」

　二科の奴やつ、気合い十分だな？　イケメンコスプレイヤーとの出会いに、期待で胸がいっぱいになっているのが見て取れる。




　今日の予定としては、午前中は二科はコスプレイヤーとして、俺はカメラマンとして、二科の撮影をしつつ、このイベントのメインであるフィギュアも見つつ、移動などしながらコスプレイヤーに目を配らせ、好みのコスプレイヤーがいたら声をかけて撮影させてもらい、名めい刺しを交こう換かんする。

　午後一時から、三み波なみさんがコスプレＭＣを務める新作アニメのステージが始まるため、三十分前にはステージの前に移動して、なるべくいい場所で三波さんの勇士を見守ろう、ということになっている。




　朝七時に共に家を出て、電車で会場へと向かう。

「今日はマジで頑張る！　目を皿のようにしてイケメンコスプレイヤー絶対見つける！」

「そこまで邪よこしまな気持ち全開だといっそすがすがしい……」

「ってか、あんただってそうでしょ！　好みのレイヤーさん撮影できるよう頑張りなよ！」

「……！　まあ、そうなんだけど……。でも、この間あんなことがあって、ここでまた新たな好みの女の子を見つけるとか、そんなこと考えていいのかな、って……」

「……でも、どちらからも告白されたわけじゃないし、あんただってまだどっちかのことが好きなわけじゃないんでしょ？」

「……！」

　二科の言葉に、少し驚おどろく。

「だったら、ここで新たに本当に好きになれる子に出会ったら、それはそれで別によくない？　うちらには時間がないんだから、出会いのチャンスは一つでも無む駄だにしない方がいいって」

「に、二科……」

　二科の言葉は、意外なものだった。

　二科にそう言われると、確かにそうかもしれないという気持ちになってくる。

「そ、そうか……。そう、だよな……」

　二科にその言葉をもらえたことで、なんだか大分気持ちが楽になった。

　今日は今日で、全力で楽しもう。そして、出会いのチャンスも無駄にしないようにしよう。

　それで……いいんだよな？




　やがて、幕張メッセの最も寄より駅である、海かい浜ひん幕張駅に辿たどり着いた。

　大型同人イベントで東京ビッグサイトに行くことはあっても、幕張メッセに来たのは初めてだった。

　早朝だが、駅はものすごい人でごった返していた。ほとんどがイベントの参加者だと思われる。




「やばー、すごい人！　夏コミとかもこんな感じなのかな？」

「こういうイベント来たの初めてなんだっけか？」

「うん！　めっちゃテンション上がる！」

　ハイテンションな二科を引き連れて、人の波に流されるように会場に入る。

　なんだかんだ言って、二科のテンションが移ったのか、俺も気持ちが高まってきた。

　三波さんの勇士を見るのも楽しみだし、コスプレを見るのも楽しみだし、色んなフィギュアを見られるのも楽しみだ。

　撮とりたいコスプレイヤーがいたら、積極的に撮影を頼たのんで、あいや二科に教わったことを生かせるように頑張ろう。




「じゃあ、着替え終わったら連絡するから、そしたらこの場所で集合ね！　それまで自由にしてていいから！」

「ああ、分かった」

　二科が更こう衣い室へ向かい、二科が着替えている間、俺は一人で行動することになった。

　二科と合流したら、今日の大きな目的の一つであるコスプレイヤーとの交流がメインになるだろうから、その間にぶらついてフィギュアを見ておくことにする。

　パンフレットを見て、興味のあるスペースへ行ったり、企き業ぎようブースのフィギュアを見たりした。
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　好きなキャラのフィギュアや、エロいフィギュアなど、欲ほしいと思ってしまうものもたくさんあったが、そんなに金に余よ裕ゆうもないので諦あきらめた。

　ホールとホールの間を移動する際、間にコスプレゾーンがあった。コスプレはこういうところで撮影するようだな。

　可愛かわいいコスプレイヤーには、撮影希望者の列ができていた。

　様子を見ていたら、数枚撮影した後、挨あい拶さつをして、次の撮影者の撮影が始まる、の繰くり返しだった。

　こんなんじゃ、交流できる時間って一いつ瞬しゆんだし、人気のコスプレイヤーと仲良くなるのって難しくないか!?

　中には名刺を渡わたしているカメラマンもいたが、これだけたくさんのカメラマンに撮影されたら、よっぽど印象的ではない限り誰だれが誰だか覚えていないだろうと思う。

　また、撮影希望者の列ができているコスプレイヤーは、大きな紙などに、自身のコスプレネーム、ツイッターのアカウントなどを印刷して、それを固い紙かなんかに貼はったものを掲かかげている人が多かった。

　それをコスプレイヤー本人と共に撮影すれば、名刺の代わりになるということか。

　確かに、ああいう人気のコスプレイヤーは、撮影された人に名刺を渡していたら、いくら名刺があっても足りないだろうな……。

　とりあえず、二科が来るまでの間に、まずは一人でもいいから撮影させてもらうことにしよう。

　ざっとあたりを見渡す。

　割と近くに、俺のアイステの推おしである文ふみ子この可愛いコスプレイヤーがいた。

　全体的にクオリティが高く、スタイルも良く、顔も可愛かった。推しのクオリティの高いコスプレを発見して、テンションが上がる。

　よし、あの子にしよう。

　案の定列はできていたので、その最さい後こう尾びに並んだ。

　別にこれで知り合いになれなくてもいい。

　二科に練習させてもらった通りにうまく撮影できるよう、あいに教えてもらった通りに好印象を持ってもらえるように頑張ろう。

　そして名刺を渡して、彼女のツイッターアカウントもゲットしたい。

　せっかくだから、これでツイッターでも繫つながれて、撮った画像でも渡せれば、とりあえずはそれで満足だ。




　列が前に進むにつれ緊きん張ちよう感が高まっていく。

　とても楽しみだけど、撮影中、緊張で手が震ふるえそうだ。

　こんだけ人が並んでいるのだから、もたつかないように、カメラの準備を整えておく。

　列に並んでレイヤーを撮影する場合、一、二枚程度の撮影で終わらせた方がいいのかと思っていたが、撮影している様子を見るに、どのカメラマンも何枚も撮影していた。

　あいが、たくさん撮らない方がいいと言っていたことを思い出し、五、六枚に留とどめておこうと決める。




　ついに俺の番がやってきた。

「お願いしまーす」

　コスプレイヤーは小慣れた様子で俺に笑え顔がおで声をかける。最も早はや流れ作業なのだろう。

「お……お願いします！」

　俺も声をかけて、カメラを構えた。

　二科と練習したことを思い出して、いろんな角度から、ズームを使っていろんな距きよ離りから、撮影する。

　さすがに撮影慣れしているようで、シャッターを切るごとに次々とポーズを変えてくれた。これが人気コスプレイヤーというやつか……。

　あっという間に五枚ほど撮り終えた。

「ありがとうございました！」

「ありがとうございましたー！」

　しかし、ここで終わっては意味がない。

「あの、すみません、良かったらこれ……」

　俺は恐おそる恐る名刺を取り出してレイヤーに差し出す。

「あ、ありがとうございますー！」

「良かったら今日撮った画像送りますんで…！」

「あ、ほんとですか！　ありがとうございます！　ではこちらまでお願いします！」

　レイヤーは慣れた様子でスケッチブックを掲げる。そこには、レイヤー名、ツイッターのアカウント名が書かれていた。

「あ、はい……！」

　俺はそれをカメラで撮さつ影えいする。

　ああ、これでもう終わりか……。これじゃあ、好印象を持ってもらうどころじゃなく終わってしまうじゃないか。俺のことを覚えてすらもらえてないんじゃないだろうか。

　そこで瞬時に、あいの言葉を思い出す。レイヤー側からしたら、いやらしくなく褒ほめるのが好印象、と言っていた。

「す、すごくクオリティの高い文子コスですね！　文子Ｐだったのでテンション上がりました！　ありがとうございました！」

　次のカメラマンも並んでいるので、なるべく早口で褒め言葉を述べた。

「ほんとですかー!?　文子Ｐの方に撮って頂いたの初めてかも！　嬉うれしいです！　ありがとうございましたー！」

　コスプレイヤーは俺の言葉に笑顔になってくれた。社交辞令だったのか分からないが、嬉しそうに見えた気がして、勇気を出して言ってみて良かった、と思う。




　帰ったら、ツイッターをフォローして、撮った画像をパソコンに取り込んで、送っておこう。

　好印象を持ってもらえるかもしれないという、一いち縷るの望みをかけて……。




　気づけば、二科からラインが来ていた。

　着き替がえが終わったらしく、合流するべく待ち合わせ場所へと戻もどる。




「お待たせー」

　待ち合わせ場所に俺が着いてから間もなく、コスプレ姿に着替えた二科がやってきた。

「あ、ああ……」

『ズアーレルーン』の『ユニケーン』のコスプレ姿に着替えた二科は、こうして改めて見ても、今まで見てきたコスプレイヤーたちに負けず劣おとらず……むしろ、今日見た中で一番というレベルで可愛く、完成度が高かった。

　待てよ……。この二科が、先ほどのコスプレゾーンに行ったら……あっという間にカメラマンの列ができること間ま違ちがいなしだ。

　そうなってしまったら、二科の目的である『イケメンコスプレイヤーと交流』ができずに終わってしまうのではないだろうか？

「コスプレゾーンとか見に行ったの？」

「ああ、行ったけど……クオリティの高い、可愛いコスプレイヤーはみんな撮影者の列ができてたな。一応一人、アイステの文子のレイヤー撮影できたけど……」

「え、そうなんだ！　見に行きたーい！」

　二科の希望で、早さつ速そくコスプレゾーンへと移動する。

「もしかしたらだけど、お前もカメラマンの列ができるかもな……。いや、『ユニケーン』って人気キャラだし。そうなったら、身動きとれなくなりそう」

　コスプレゾーンに向かいながら、本人に可愛いとかクオリティが高いとか言うのは癪しやくなので、二科にそう伝える。

「え、マジ!?　うーん、腕うでのいいカメラマンに写真撮ってもらえて写真もらえたら、ネットに上げる用とかでありがたいけど、身動きとれなくなるのは困るな……」

「……。そういえば、すっかり忘れてたけど、お前ネットに画像とか上げるの大だい丈じよう夫ぶなんか？　カメラマンにも撮られたらネットに上げていいですかって言われるかもしれねえぞ？」

　二科は以前、オタクバレしたくないからコスプレ画像もすごく加工したものしかネットに上げない、と言っていた。

　よくネットに『夏コミにいた可愛いコスプレイヤーまとめ』みたいな画像が上がっているので、こういうイベントで知らない人に写真を撮られたら、ネットに上げられてしまうことも多いと思う。下手したら、無許可で上げる人だっていないとは限らないし……。

「あー、うん……色々考えたんだけど、もういっかなって。私の友達コスプレ写真なんてまず見ないし、ほんと～～に万っが一、見られることがあっても、ウィッグとカラコンしてるしメイクも普ふ段だんと違うし、似てる別人ってことで押し通せるかなって」

「ふーん、なるほど……？」

　話しているうちに、コスプレゾーンに到とう着ちやくする。




「わー、すご！　コスプレイヤーだらけ！　あっ、あれユメノ☆サキ！　あっちはアイステの合わせだ、可愛いー！　あっ見て！　Ａ４の男装レイヤーの合わせ！　めっちゃイケメン～っ！」

　二科はコスプレゾーンに来るなり、コスプレイヤーたちを見て大はしゃぎしている。

「どうする？　レイヤーを撮影するか？　それとも先にお前の撮影する？」

「うーん……じゃあここでちょっと撮影してもらってから、その後移動しながらレイヤーさん撮影しよっかな！　あ、あんたも撮とりたいレイヤーさんいたら言っていいからね！」

　二科の言う通り、まずは二科の写真を俺が撮ることになる。

　あいから借りた一眼レフカメラを慎しん重ちようにケースから出し、レンズを取り付け、ストラップを首にかけてカメラを構えた。

「じゃ、じゃあ……撮るぞ」

　俺の言葉に、二科は練習してきたらしき『ユニケーン』っぽいポーズを取る。

　ファインダー越ごしに見ても、やっぱり二科のコスプレはすごい破は壊かい力であった。

　技術がない代わりに、練習の通り、なるべく二科が可愛かわいく撮れるよう色んな角度から撮ってみる。

　たくさん撮れば、一枚くらいツイッターなど用に使える写真があるんじゃないだろうか。

「？」

　十枚程度撮ったあたりで、二科が突とつ然ぜん驚おどろいた表情こちらを見ていたので、不思議に思ってカメラを止める。

　二科が俺というより、俺の奥を見ているような気がしたので、俺は振ふり返って自分の後ろを見ると……なんと、俺の後ろにいつの間にかカメラマンの列ができていた。

　俺が二科に写真を撮らせてもらっている、一カメラ参加者だと思われたのだろう。

　仕方ないので、その場を離はなれて俺の次に並んでいるカメラマンに譲ゆずる。

「お願いしまーす」

「え!?　は、はい！」

　カメラマンに声をかけられて、二科は慌あわてた様子でポーズをとった。表情もポーズもぎこちなく、緊張しているのが窺うかがえる。

　七、八枚程度撮影して、カメラマンが「ありがとうございました」と挨あい拶さつして、一人目の撮影が終わる。二科は慌てて鞄かばんから作ってきた名めい刺しを取り出し、渡わたした。

　その後も、その繰くり返しであった。

　カメラマンによっては、二、三枚枚程度の少ない枚数で撮影を終える人もいれば、明らかに十枚以上も撮る人もおり、一人あたりに結構な時間がかかることもあった。

　やはり、俺の危き惧ぐした通りになったな……。

　気づけば、列は長ちよう蛇だになっていた。この列のカメラマン全員が撮影していたら、あっという間に午前中が終わってしまうのではないだろうか？

　二科本人がさっき、『腕のいいカメラマンに写真を撮ってもらえるのはありがたい』と言っていたから、とりあえずしばらくは放ほうっておくべきだろうか。俺の撮った写真は自分でも自信ないしな……。

　二科が撮影されている間、他のレイヤーを見つつ、歩いているレイヤーに声をかける勇気はないし、列ができているレイヤーに並ぶのもなあと思い、何もできずにその場に立ち尽つくしていた。

「……」

　カメラマンの撮影が終わり、次のカメラマンの撮影が始まるまでの僅わずかな間、なぜか二科が俺の方を見て、必死に何かを伝えたい様子であることに気づく。

「……？」

　不思議に思いつつ、二科の方へ近寄った。

「ど、どうした……？」

「今、『ビブマイ』のめっちゃクオリティの高いイケメンの『とっぽ』のレイヤーさんがいたの！　しかも、多分男性！」

　二科は興奮した様子で話す。

『ビブマイ』というのは、二科がハマっている男性声優によるラッププロジェクト『ビブノシスマイク』の略だ。

「え、マジか……どこに？」

「歩いて行っちゃった！」

「な……」

「あのー……？」

　俺たちが話していると、次の番のカメラマンが二科に声をかけてくる。まだなんですか、とでも言いたげであった。

　二科が今目にした男性コスプレイヤーは、ここで追いかけでもしなければ、この広い会場内でもう一度見つけることなんて無理なんじゃないだろうか？

　ましてや、俺たちは自由に歩き回れる時間も少ないのだ。

「あ、どうしよ……」

　狼狽うろたえている二科。

　この状じよう況きようで、二科が、自分から大きな行動を起こせるとは思えない。

　ここは、俺がどうにかするしかない……！




「あっあのっ……すみません！　ちょっとトイレに行きたいみたいなんで、ここで撮さつ影えい中断させてもらっていいですか!?」




　俺はカメラマンの列に向かって、大きめの声で言い放った。

「えっ……!?」

　二科が不服そうに顔を赤くする。

　カメラマンたちは戸と惑まどった表情を見せた。

　こうするしか、この場を切り抜ぬける手は思い浮うかばなかった……。

「え、えっと……じゃ、二科、トイレ行くぞ！」

「え!?　あ……す、すみません！」

　二科はカメラマンたちにペコリと頭を下げてから、慌てて荷物をまとめた。




「ちょっと一ヶ谷、トイレって、何言い出すわけ……!?」

　その場を離れる俺に慌ててついてきながら、二科は小声で俺に問い詰つめる。

「だって、あそこから抜け出すにはああするしかなかっただろ。で、そのレイヤーはどっちに行ったんだよ」

「え……？」

「だから、『ビブマイ』のイケメンレイヤーだよ！」

「……！　あんたそれで、ああ言って……？　あ、あっち！」

　二科の指した方向へと矛ほこ先さきを変えて歩き出す。

「そ、そっか……私一人じゃカメラマンさんに何も言えなかったから、助かった……。ありがと。でも、トイレって言うことなくない!?」

　歩きながら、二科がお礼と文句を俺にぶつけてくる。

「しょ、しょうがないだろ。あれ以外にカメラマンから文句を出さずにあの場から抜ける方法がなかったんだから……。それより、レイヤーはまだ見つかんないのか？」

「え？　あ、えーっと……あ、いた！」

　二科が声を上げて立ち止まったので、俺も足を止める。

　二科の視線の先に目をやると、男性コスプレイヤーが壁かべ際ぎわに立ち、そこに女性が並んでいた。

　俺は『ビブマイ』のキャラがパッと見で分かるわけではないが、男性コスプレイヤーでイケメンで目立っていたのはその人だけだったので、すぐに分かった。

　赤い髪かみに、ストライプのシャツを着て、その上に黒いスーツを着ていた。

「やば、さっきは普通に歩いてたのに、いつの間にか列できてる！」

　男性コスプレイヤーでも、イケメンでクオリティが高ければ女性の撮影希望者の列ができるものなんだな……。すごい世界だ。

「とりあえず、並んで、撮影させてもらって、名刺渡して来たらどうだ？」

「う、うん……！」

　二科は緊きん張ちようした様子で、列の最さい後こう尾びに並んだ。

　とりあえず、今日の目的を少しは達成できそうで良かった……と、内心思った。

「……！」

　そこで、ジーパンの後ろのポケットに入れているスマホが振しん動どうしていることに気づいた。

　これは……電話か？　慌ててスマホを取り出して画面を見る。

「え……」

　三波さんから、着信が来ていた。

　現在、三波さんのステージまであと一時間。出番の前に電話が来るなんて……一体何事だ？

「も、もしもし、三波さん？」

「あ、一ヶ谷先せん輩ぱい……ごめんなさい、急に電話しちゃって……」

「いや、どうしたの？」

「今、お電話大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あ……うん」

　電話しながら、二科に目をやる。

　ちょうど二科の番が回ってきており、撮影した後、名刺を渡しているところだった。二科の後ろには誰だれも並んでおらず、男性コスプレイヤーと会話していた。

　おお、良かったじゃねえか二科。タイミングが良かったのもあり、結構話せてるみたいだ。

「あの……今準備も終わって時間ができたので、スマホでネットしてたんです。そしたら……」

　そこで、三波さんの声が震ふるえていることに初めて気づいた。もしかしてこの電話は、緊きん急きゆう事態なんじゃないか……？




「西さい園おん寺じエミリーの正体が……わたしだって、バレちゃってるみたいなんです」




「……えっ!?」

　三波さんの言葉に衝しよう撃げきが走る。

「なっ……マジで……!?　なんでまた……!?」

「この間……初めて地上波のアニメに女子生徒の役として出たんです。その声の動画がネットに上げられて、今までの出演作とか、事務所で公開しているプロフィールやＳＮＳの情報とも照らし合わせて、検証されて……。それも、タイミング悪く昨日の深夜から今朝にかけて特定されてしまったみたいで……」

「え、今日!?　ついさっき特定されたばっかりってこと!?」

　話題が話題なのでなるべく声を抑おさえつつ会話を続ける。

「はい……さっき休きゆう憩けい時間にツイッター……声優としてのツイッターアカウントを見たら、フォロワーがものすごい数増えていて、びっくりして色々検けん索さくかけたら、匿とく名めい掲けい示じ板ばんの３ちゃんねるで特定されたって知って……。ツイッターにもそういった内容をツイートしてる人も結構いて、今もどんどん拡散されてて……。掲示板はまだ全部見切れてないんですけど、３ちゃんねる見てる人で今日『ワンダフルフェスティバル』に来ている人もチラホラいるみたいで、わたしのステージを見ようとしているみたいで……」

「え……マ、マジで……」

「はい……。わたし、まだ事務所の公式サイトくらいでしか顔晒さらしてなくて、それも結構前の画像で……。だから、今日『西園寺エミリー』の魂たましいの顔を初めてちゃんと見られる、しかも生で！　って言ってる人がいて、ステージは撮影禁止なんですけど、撮影して掲示板に画像上げようとしてる人もいて……」

　三波さんは泣きそうな声で話を続ける。

　声優とＶＴｕｂｅｒを続けている以上、いつか特定されるだろうとは思っていたが、タイミングが最悪すぎる！

　ただでさえ、あんなに露ろ出しゆつ度どの高いコスプレ姿で大勢の人の前に出るってことに、精神的負担が大きそうだったっていうのに、特定されて、その姿を拝もうとしている西園寺エミリーのファンが押しかけて、その上転てん載さい目的で盗とう撮さつしようとしている輩やからまでいるなんて……。

　初めての人前に出る仕事でこんなことになってしまうなんて、三波さんが気の毒すぎる……。

「あと少しでステージに上がらなくちゃいけないのに、もう頭がそれどころじゃなくて、手も震えてしまって……。パニックになって思わず一ヶ谷先輩に電話しちゃって……すみません……」

「そりゃそう……だよね……。いや、俺で良ければいくらでも頼たよってよ！」

　三波さんを助けたい一心で、俺にできることならなんでもしてあげたいと思った。とにかく今は、三波さんの精神状態を落ち着かせたいが……。

「ありがとうございます……。……わたし、このコスプレ姿で、エミリーファンの人の前に出なきゃいけないっていうのもすっごく恥はずかしいですけど……それより何より、『西園寺エミリー』のファンが、わたしの姿を見て幻げん滅めつしてしまうことがすごく怖こわくて……」

「み、三波さん……」

　こんな状況なのに、自分の恥ずかしさよりも、『西園寺エミリー』のこと、ファンのことを考えている三波さんは、色んな意味で改めて、プロなんだと思った。

「そ、それなら……大丈夫だよ！　三波さんを見て、幻滅したって思うファンなんてほとんどいないと思うし……」

　俺はなんとか出番前の三波さんに少しでも気を落ち着けてもらおうと、必死に言葉を絞しぼり出す。その言葉は、俺の本音でもあるのだが……。

「えっ……!?　ご、ごめんなさい、電波が悪いみたいで、音声が途と切ぎれ途切れで……」

　確かに三波さんの声もところどころ聞こえにくい。

　この調子じゃ……というか、電話なんかじゃ、何を言ってもあまり効果がないんじゃないだろうか。

「あの、三波さん、今って少し自由にできる時間なの？」

「え、あ、はい……あと十分くらいは……」

「今ってどこにいるの？」

「出演するステージの近くの控ひかえ室ですが……」

　パンフレットで場所を確かく認にんする。ここからそう遠くない。そのステージの近くに、トイレがあるのを確認した。

「あのさ、そしたら……そこから一番近くの女子トイレの前に行けたりする？」

「へ？　えっと、近くの女子トイレ、ですか？　はい……マネージャーに言えば行かせてもらえると思います」

「一人でそこに行ける？　俺、今からそこ向かうから、少し話せないかな？」

「え……!?　き、来てくれるんですか……!?」

「うん！　五分後には行けるようにする！」

「あ……ありがとうございます……！」

　俺なんかが行っても逆に迷めい惑わくになるんじゃないかとも思ったが、パニックになった三波さんが俺に電話をしてくれたということは、頼りにしてくれているのではないかとも思った。

　まあ、事情を知っているのは俺くらいだろうからっていうのもあるだろうけど……。




「じゃ、あと五分後に！」

　三波さんとの通話を切って、まずはすぐに二科の方へ向かう。

　二科は、まだ男性コスプレイヤーと話していた。え、随ずい分ぶん長く話してるな？　もしかして結構いい感じなんじゃないのか？　後で詳くわしく聞こう。

「あ、一ヶ谷！　どこ行ってたの!?」

　二科は会話中だったが、近づいてくる俺の姿に気づいて、俺に声をかける。

　……顔がニヤケ気味で、男性コスプレイヤーと楽しく会話できているのだろうということがすぐに分かった。

「ごめん！　ちょっと急用ができた！　多分十五分、二十分くらいしたらまた戻もどってくる！　そのときにまたラインするから！」

「へ!?　何いきなり……」

　戸と惑まどう二科を置いて、俺は足早に三波さんの出るステージがあるホールへと移動する。

　二科には悪いが、でもお目当てのイケメン男性レイヤーとあんなに楽しそうに話せていたのだから、ちょっとくらい放置しても大丈夫だよな？

　三波さんの事情は、極ごく秘ひ事じ項こうだから二科には言えないし……。




　人も多いのでさすがに走るわけにはいかないが、できるかぎり早く歩いて、三波さんとの待ち合わせ場所である、女子トイレの前に向かう。

　三波さんは既すでにそこにいた。

　しかし、我ながら、なんだってよりによって女子トイレの前を指定してしまったんだ……。一番分かりやすく集まれそうなのがそこしかなかったのだから、仕方ないんだが……。

「あ、一ヶ谷先輩！」

　露出度の高いコスプレ衣い装しようを身にまとった三波さんの、あまりの可愛かわいさとセクシーさに、刺し激げきが強すぎて、思わず目をそらしてしまいそうになる。

　しかし、今はそんなことを考えている場合じゃない！

「三波さん！　だ、大丈夫……？」

　三波さんは、真っ青な顔で表情も強こわばっていた。こんな状じよう況きようじゃ、無理もない。

　そこで思わず、周りをキョロキョロと見回した。

　さすがに、まだ顔バレしたばかりだし、芸能人というわけではないので、誰も三波さんに気づいていないようでほっとする。

「……。仕事なんだから、私情を挟はさまずにちゃんとやり遂とげなきゃって、思ってはいるんです……。だけど……今日のこの姿を見たファンの方はきっと、『見た目のイメージが全然違ちがう！』って意見は勿もち論ろん、『エミリーはこんなビッチっぽい格好しない！』ってことも言うんだろうなって思って……。エミリーファンに、『幻げん想そうが崩くずれた』とか、『エミリーを返せ』とか言われることが、とにかく怖くて……」

「三波さん……」

　もう時間もない。この短時間で、三波さんを少しでも元気づけられる言葉をなるべくたくさん伝えなければ。

　そのために、俺はここに来たんだ。




「そんなこと、思うわけない！　今までエミリーが全力で頑がん張ばってきたのは俺がよく知ってる。エミリーが仕事に対して全力で頑張る子だっていうのは、いつも配信を見てきたファンだったら誰でも分かるはずだ。今日のコスプレだって、初めてのコスプレなのに前々から準備頑張って、コスプレ姿で人前に出るのにも慣れるよう頑張って、初めてのコスプレとは思えない完かん璧ぺきなクオリティに仕上げてきて……。エミリーは、どんなときも全力で頑張る子なんだって、改めてファンは思うはずだ！」




「一ヶ谷先せん輩ぱい……」




「それに……俺は、正しよう真しん正しよう銘めいのエミリーファンだ！　全部の動画見てるし、たまにやる生配信も全部見てる！　ツイートも全部チェックしてる。それは勿論、三波さんと出会う前からそうだった」




「へ……!?　あ、はい……」

　俺の言葉に、三波さんはきょとんとする。

「その俺が、三波さんと出会って、西園寺エミリーの魂だって知ったとき……少しも幻滅なんてしなかった！　一エミリーファンから見て、三波さんは、西園寺エミリーのイメージにものすごく近かったから……」

「…………」

　三波さんは呆ぼう然ぜんとして俺の話を聞いている。

「ファンからしたら、むしろ大歓かん喜きだよ！　こ、こんな……かっ可愛くて、エミリーのイメージ通りの子が魂なんだから！」

「へ!?　か、かわ……!?」

　今まで、三波さんに、伝えたかったけど恥ずかしくて伝えられなかったことを伝える。

　三波さんは俺の言葉に顔を赤くした。

　とにかくその事実に尽つきる。魂が可愛くてキャラのイメージ通りだったら、ゴタゴタ言うファンはほとんどいないんじゃないかと思う。

「か、可愛い上に、顔の見た目のイメージも近いし、それにスッ……スタイルも！　エミリーはスタイル抜ばつ群ぐんだけど、三波さんだって負けず劣おとらず、めちゃくちゃスタイルいいから……！　今日のコスプレで、スタイルすらもエミリーにそっくりだって分かるはずだし……！」

「へ……!?」

　三波さんは俺の言葉に更さらに顔を赤くする。

　……って、やべぇーっ！　俺、どさくさに紛まぎれてなんてこと言ってんだ!?　これ、セクハラになるんじゃないのか!?

「って、ごっ、ごめん！　これは変な意味じゃなくてその、とにかく三波さんはエミリーとどこもかしこも似てて、当たり前かもしれないけど、声も話し方も性格もそのままだし、エミリーのファンからしたら、エミリーの魂たましいが三波さんで良かったって、そう思う人が多いはずだから！　エミリーファンの俺が言うんだから、多分、いや、絶対、そうだと思う！」

「…………」

　三波さんは俺の言葉に、少し顔を赤くしたまま呆然としていた。

　一エミリーファンとしての気持ちを伝えたい一心だったんだが、いくらなんでも気持ち悪いこと言いすぎたか……!?

　可愛いはともかく、スタイルいいとかセクハラってとられてもおかしくないし……。




「……ふふっ」




　様々な不安が頭を過よぎっていたとき、暫しばらくきょとんとしていた三波さんが突とつ然ぜん笑った。

「魂を特定されてから、不安で、ファンの反応が怖くて……ずっと胸がざわついて、まともにステージの上で話すことなんて、とてもじゃないけどできない状態でした……。だけど今、なんだかびっくりするほど不安が心から消えていって……ほんとに不思議です」

「……！　三波さん……」




「ファンの人たち全員が、どう思うかは……正直、ステージを終えてみないと分かりません。だけど今……一人の、西園寺エミリーの大切なファンである、一ヶ谷先せん輩ぱいが……こう言ってくれた。それだけで、わたしは……胸を張って、ステージに出られると思いました」




　三波さんは穏おだやかな笑え顔がおで俺を見つめて言った。

「だから……ありがとうございます」

「いや、そんな、俺は何も……」

「あ、そろそろいかなきゃ……それじゃあ一ヶ谷先輩」

　三波さんは腕うで時ど計けいを見てから、俺を見て




「いってきます」




　満面の笑みでそう言った。

　その顔は、さっきまでの表情を強ばらせ、真っ青になっていた彼女とはまるで別人のようだった。

「うん……いってらっしゃい！　頑張って！」

　控ひかえ室へと戻る三波さんの背中を、見送った。







　三波さんと別れてスマホを見ると、二科から複数回ラインや着信が来ていた。

『二科心こころ：一ヶ谷今どこいんの!?　もうすぐ三波さんのステージ始まっちゃうじゃん！』

『二科心：三波さんのステージの客席にいるからね！　あんたの席も取ってあげてるから、用終わったら電話して！』

　慌あわてて二科に電話をかける。

「二科、ごめん！　今から向かうから！」

「もうすぐ始まっちゃうのにどこいんの!?」

「近くにいるから、すぐ合流できると思う！」

「ステージに向かって一番右の前から三番目の席にいるから！」

「分かった！　すぐそこ行く！」




　やがてすぐに二科を発見することができ、慌てて着席した。

「もー、急用って何だったの!?」

「ごめんごめん！　ちょっと……」

「今トイレの方向から来た？　もしかして、あんたがトイレ行きたかったの？」

「え、は、はは……まあ……」

　三波さんのことを言うわけにいかないので、仕方なく適当に誤ご魔ま化かす。

　やがてステージが始まった。




「はーい、皆みなさんこんにちはー！」




「……！」

　颯さつ爽そうと、三波さんが登場した。その姿に釘くぎ付づけになる。

「本日は七月から放映している新作テレビアニメ『異世界最強剣けん士し伝説』のトークステージにお集まり頂き、誠まことにありがとうございます。コスプレＭＣを務めさせて頂きます、新人声優の三波エレナと申します。本日は宜よろしくお願いいたします」

　さっきまで泣きそうだったのが噓うそみたいだ。

　緊きん張ちようしている様子すら見せず、明るくハキハキと話すその様は、プロそのものだと思った。新人とも思えないほどの堂々たる佇たたずまいだ。

「三波さん、すごいっ……！」

　隣となりの二科が小さな声で言葉を漏もらした。

　俺はハッとして、周りの客席を見み渡わたす。

　この中に、西園寺エミリーの魂見たさに来た客がいるんだよな？

　それはまだしも、写真を撮とって３ちゃんねるに上げようとしている性しよう悪わるな奴やつまでいるのだ。

　ステージのバックに『撮さつ影えい禁止』の文字があるが、その禁を破って撮影する奴はいるのだろうか？

　ざっと見たところ、客の中でカメラやスマホをステージに向けている者はいないように見えたが……。




　それから、アニメの監かん督とく、声優らがステージに登場し、三波さんがそれぞれを紹しよう介かいする。

　三波さんは、完璧にＭＣをこなした。

　拍はく手しゆをしたり、歓かん声せいを上げたり、ステージを盛り上げようとしている善良な観客が多いように見え、問題行動をとるような客はいなかった。

「三波さん、綺き麗れいだし、ＭＣ完璧だし、ほんとすごい……！」

　二科が興奮状態で小声で呟つぶやく。

「ああ……本当にすごい、な……」

　三波さんのことを、改めて心から尊敬した。




「以上、『異世界最強剣士伝説』のトークステージでした！　皆様ありがとうございました！」




　やがて、三十分程度のトークステージは無事に終しゆう了りようした。

　三波さんは最後までミスすることなく、立派にＭＣを勤め上げた。

　また、観客側からも不ふ穏おんな動きはなく、西園寺エミリーに関する話し声なども聞こえることなく終わり、内心ほっとする。

「やー、マジで三波さんめっちゃかっこよかったねー！　ほんと、プロの声優なんだなー……。あんな子と友達だなんて……って、一ヶ谷？」

　俺は思わず、その場でツイッターで『西園寺エミリー』で検けん索さくをかけた。

　三波さんが言うには、ツイッターにも情報が出回って、色んな人が魂の情報についてツイートしていると言っていたが……。

『西園寺エミリーの魂の件、話題にした時点でアンチと見なすからな』

　最初に引っかかったのはそのようなツイートだった。ＶＴｕｂｅｒの魂の話題は、タブーというのが前提にあるからな。こういうツイートをしてる奴は、一番善良なファンだと言える。

　次に、

『西園寺エミリー魂バレってマ？』

『西園寺エミリーの中の人の顔見たい』

　そのようなツイートが続いた後。




『西園寺エミリーの魂は西園寺エミリーそのものだった』

『西園寺エミリーは三次元にも実在した……』




　実際にステージを見たらしき人の絶賛が続いた。

　いくら下にスクロールしても、否定的な意見は一つもなかった。

　そして、盗とう撮さつ画像を投とう稿こうしているマナー違い反はんのツイートもなかった。

　本当に、良かった……。

　心から安あん堵どするとともに、ファンの反応を見て嬉うれしくなった。




「ちょっと、何ニヤニヤしてんの？　もう行くよ？」

「あ、ああ……」

　二科に促うながされて、席を立って客席を後にする。

「そうだ……三波さんにライン、しようかな」

　電話はさすがに難しいだろうから、せめてラインで言葉を贈おくりたいと思った。

「あ、私もラインしよ！」

　ステージ近くの壁かべ際ぎわに立ち止まり、二科と二人で三波さんにラインする。

『お疲つかれ様！　ＭＣ本当にすごくて、なんか感動したよ……。ちょっと検索した感じ、絶賛だらけだったよ。西園寺エミリーは実在するんだって、感動してるツイートもあったよ！』

　仕事直後だからツイッターの検索なんてできないかもしれないと思い、三波さんに少しでも安心して欲しくてその文面を送った。

　やっぱり、俺の想像通り、三波さんを見た西園寺エミリーのファンが、幻げん滅めつするなんてことはあり得なかったんだ。

　今日の三波さんを見て幻滅したなんて言う奴がいたら、逆に見てみたいくらいだ。

「よし、ラインできた！　あ、そういえば、今日彩いろ葉はちゃんと水み琴ことさんも来てるみたい！」

「え、そうなのか!?」

「うん、さっきツイッター見てたらそう出てきた！　あの二人もコスプレイヤーなんだよ」

「マジか……」

　それは知らなかった……。

　やっぱり、メイド喫きつ茶さで働く子ってコスプレイヤーが多いのだろうか。二人のコスプレ姿も見てみたい気がする。

「ちょっとラインしてみる」

「ああ……。……そういえば、お前はさっきの男性コスプレイヤー、どうだったんだ？」

　三波さんのことで手て一いつ杯ぱいだったが、ふと思い出したので尋たずねた。

「あぁ～！　うん、めっちゃいい人だったよ！」

　俺の質問に、二科は途と端たんにデレッとした笑え顔がおになる。

　なんて表情に出やすい奴なんだ……。

「へえ……結構話せたのか？」

「うん！　割と話せた！　その場でツイッターも相そう互ごフォローになってくれてー……。私のコスプレについても触ふれてくれて……！」

　二科はテンション高めに話す。

「マジか。初対面でそんなに喋しやべったのか……。なんか、ちょっと既き視し感が……」

　どうしても、前に出会ったチャラ男ナルシストコスプレイヤー、ばんびの件を思い出してしまう。

「……！　またばんびさんみたいなパターンじゃないのかって言いたいんでしょ？　まあ、あんたの気持ちも分からなくはないけど……。でも、ばんびさんのときとはちょっと違ちがう感じする、っていうか……。私が列の最さい後こう尾びだったからってのがあると思うけど、前に並んでる人たちを見てた限り、話してくれたのも、ツイッター交こう換かんしてくれたのも、私だけだったみたいだし……。話した感じも、ばんびさんのときみたいにいきなりガンガン来た感じじゃなくて、お互たがいある程度距きよ離りを取りながら～って感じで……」

「ふーん……？」

　こればっかりは、二科の話を聞いただけじゃまだ分からないな。二科は好みの男に関しては、なんかフィルターがかかってちゃんと本ほん性しようを暴あばけないところあるし……。

　俺の方でも、今後二科からその男について色々話を聞いておかないとな。

「あ、彩葉ちゃんから返信来てた！　今こっちに向かってくれてるって……」

「はーとちゃん、イッチー先せん輩ぱい、久しぶりっすー」

「ご無ぶ沙さ汰ただな」

「あ、二人とも！」

「……！　彩葉さんに水琴さん……！」

　話したそばから二人が声をかけてきて、驚おどろいた。

　二人とも、アイステのコスプレをしていた。

　彩葉さんが『南なん条じよう加か恋れん』、水琴さんが『高たか木ぎ楓かえで』さんの、新ステージ衣い装しようのコスプレだ。

　二人とも、びっくりするくらい抜ばつ群ぐんに似合っている。クオリティも高いし、キャラ選せん択たくもぴったりだ。

「加か恋れんコスと楓さんコス！　二人ともめっちゃ可愛いーっ！」

「あ、はーとちゃんは『ズアルン』コスっすか!?」

「二人ともコスプレイヤーだったんですね……？」

「彩葉は元々レイヤーで、水琴さんと一いつ緒しよにコスプレしたくて誘さそったんす」

「私は初めてのコスプレで、彩葉ちゃんに何から何まで教わった」

「なるほど……！」

「てゆーか、なんでイッチー先輩はコスしてないんすか？」

　彩葉さんがなぜか少し不満げに言う。

「え!?　いや、俺はコスプレなんて絶対無理だし！」

「私だって、絶対に無理だと言ったが彩葉ちゃんに説得されてコスすることになったんだ。一ヶ谷君も何かコスすれば良かったのに……」

「俺に似合うコスプレなんてないっすから！」

「あれ、はーとちゃん、荷物持ち歩いてるんすか？」

　彩葉さんが二科の手元を見て言う。

　二科は、キャリーケースを転がしながら移動していた。

「え？　うん」

「無む料りようで預けられる場所あるっすよ」

「え、そうなの!?　ずっと転がしてるのめっちゃ不便だった！」

「場所案内するっす」

「ほんとー!?　助かる！」

「あ、私もお手洗いに行きたかったんだ。途と中ちゆうまで一緒に行こう」

「……！」

　そこで、スマホが振しん動どうしたのに気づく。スマホをポケットから取り出して見ると、三波さんからラインが来ていた。




『三波エレナ：ありがとうございます。あの、この後暫しばらく自由にできるんですが、少しでいいので直接お話しできないでしょうか？　一言お礼が言いたくて……』




「……！」

「一ヶ谷はどうする？　ここで待ってる？」

「あ、ああ……俺はここにいるわ！」

「じゃ、また後でこの場所に戻もどってくるねー！　会えなかったらラインする！」

「ああ、分かった」

　三人が歩き始める。

　俺は慌あわてて三波さんに返信を打つ。

『是ぜ非ひ俺も色々話したいな！　今まだステージの近くにいるんだけど……』

　今いる場所を伝えると、三波さんが今から来てくれると言う。

　まさか出番の後にも会えるなんて、予想外だった。




「お待たせしました……！」

「あ、三波さん！」

　その後ほとんど待たずに、三波さんが俺の元へ来てくれた。

　もう私服に着き替がえていて、帽ぼう子しにマスクをしていた。

「あれ、二科先輩は……」

「あ、今ちょうど友達と荷物置きに行ってるんだよね」

「そうでしたか……」

「三波さん、ほんとお疲れ様！　めちゃくちゃすごかったよ！　こういう仕事が初めてなんて信じられないくらい、完かん璧ぺきにやり遂とげてて……。直前にあんなことがあったのに……」

　俺は三波さんに、ステージを見た正直な感想を述べた。

「……。一ヶ谷先輩のおかげです」

「えっ!?　いや、俺は何も……」

「あのとき、先輩がくれた言葉で……なんだか、吹ふっ切れて。緊きん張ちようとか不安も全部なくなって、すっきりした気持ちでステージに立つことができたんです」

　三波さんはマスクを取って、穏おだやかな笑顔で俺を見つめて言う。




「たとえ何人かのファンが幻滅してしまったとしても、きっと、わたしを受け入れてくれるファンの人はいるはずだって。だったら、それでいいじゃないかって……一ヶ谷先輩の言葉を聞いて、心から思えたんです」




「……！」

　三波さん、俺の言葉でそこまで思ってくれていたのか……。




「わたしはいつも、先輩に救われてばかりです。先輩が優やさしいから、いつも甘えっきりになってしまって……。今回だって、直前にテンパって、先輩の都合も考えずにいきなり電話してしまって……。それなのに先輩は、わたしにとって一番欲ほしい言葉をくれました。今日だけじゃない。先輩は、私が困っているときいつも助けてくれて……」




　三波さんは、笑顔なのに、なぜか泣きそうにも見えるような表情で、話を続ける。

　三波さんの口から溢あふれ出る言葉は、信じがたいような嬉うれしい言葉ばかりだった。

「そんな、俺は何も……」




「……。わたし、今まで……強くてかっこいい女性が、わたしにとって理想の人なんだって思ってました。恋れん愛あい対象として好きになるのも、きっとそういう女性なんだろうなあって……」




「え……？」

　三波さん、一体何の話を……？

　三波さんは、潤うるんだ瞳ひとみで俺のことをまっすぐに見つめて、ゆっくりと口を開いた。







「だけど、今日のことではっきり分かったんです。一ヶ谷先輩が、私の理想の人だって……」







　え……。

　え……!?

　今の、俺の聞き間ま違ちがい……じゃないよな!?

　三波さんの理想の人が、俺!?

　あまりにも突とつ然ぜんの言葉に、頭が真っ白になる。

　なんだよそれ、その言い方じゃまるで、告白みたいな……。

　告白……!?　三波さんが、俺に……!?

[image: ]




「…………。って、へ!?　あ……わ、わたし……いきなり、何言って……。あっ……ご、ごめんなさい！　今の……忘れて下さい！」




　三波さんは突然我に返ったかのようにハッとして、顔を真っ赤にさせた。

「もう、何言ってるんだろほんと……す、すみません！　わたし、戻りますね！」

　俺にペコリと頭を下げて、その場を足早に立ち去る。




「………………」




　一ヶ谷先輩が、わたしの理想の人……!?

　三波さんはさっき、はっきりそう言った。

　俺の聞き間違いなどではないはずだ。

　あの三波さんが、俺のことを、そんな風に……!?




　驚きのあまり固まってしまって、三波さんを引き留めることもできないまま、その場に立ち尽つくす情けない俺であった。








あとがき









　四ヶ月ぶりになります。作者の村むら上かみです。

　この度は『同どう棲せいから始はじまるオタク彼かの女じよの作つくりかた』三巻をご購こう入にゆう頂き、誠まことにありがとうございます。




　この巻が出るのは七月、夏真っ盛りですね。皆みな様さまいかがお過ごしでしょうか。

　あとがきを執しつ筆ぴつしている現在は、梅つ雨ゆ真っ最中で、雨が続いたり夏なのに寒かったりして、気候が安定せず困っております。




　以前までは会社勤めなどしながら作家業をしていたのですが、結構前から専業になりまして、今は作家業やゲームのライター業などのお仕事のみさせて頂いております。

　執筆業専業になったことで、相変わらず生活リズムが昼夜逆転してしまっており、生活リズムを整えるためだけに午前中に短時間のバイトなど始めてみようかな、などと悩なやんでいる今日この頃ごろです……。




　三巻は、コスプレ回＆ナイトプール回となりました。

　著者プロフィールにも書かせて頂きましたが、ナイトプールは行ったことがないので、行ったことがあるという友人に話を聞いたり、ネットで調べたりしながら執筆しました。

　コスプレの方は、お恥はずかしながら遠い過去に少し経験があり、その記き憶おくを頼たよりに執しつ筆ぴつ致いたしました。

　また、現役コスプレイヤーの友人も何人かいるのですが、実際にコスプレイヤー同士のカップルがいる、という話もたまに聞きますね。

　逆にとんでもない話も聞いたりします。なんでも、コスプレ界かい隈わいでイケメンコスプレイヤーの遊び人の集まりがあり、その中で女性コスプレイヤーについてのゲスい情報交こう換かんをしている、とか……（苦笑）。

　一巻に登場した男性レイヤーのばんびは、そういった話を参考に描えがきました。




　また、この巻ではバーチャルＹｏｕＴｕｂｅｒについての描びよう写しやも多くなりました。

　ＶＴｕｂｅｒも当初は友人で詳くわしい人に色々聞きながら執筆していたのですが、見てみたら面白いし可愛かわいいしで、すっかり詳しくなってしまいました。

　キズナアイさん、シロさんあたりをちょくちょく拝見しております。




　三巻から担当編集者様が二人体制になりました。適切なアドバイス、とてもためになりました。ありがとうございました。




　館たて川かわまこ先生、今回も素敵なイラストをありがとうございました。現在カバーイラストとカラー口絵を拝見させて頂き、心こころと三み波なみのイラストの可愛さ、華はなやかさに思わず見とれてしまいました。




　四巻では、夏の大きなイベントを描きたいなと思っております。一いちヶが谷ややヒロインたちがこれたらどうなっていくか、ご注目頂けたら幸いです。

　暑い日が続くかと思いますが、皆様どうぞご自愛下さいませ。
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